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　エルラント帝国の辺へん境きよう、黒こく龍りゆう公こう領りようクルヴァッハは、現在、喜びと活かつ気きに沸わいている。

　ひとつには、間近に迫せまった冬至ユールの祝祭のため。もうひとつには、領主である第三皇子が新しく娶めとった花嫁のためだ。

　長年敵対してきたユナイア王国からの花嫁について、領内の意見は分かれたが、城しろ勤づとめの使用人たちからその人となりが伝わるにつれ、反対を唱となえるものは減りつつある。

　夫婦仲がむつまじいなら、国同士も安あん泰たいに違いない、と。祭りに浮かれた空気も手伝い、クルヴァッハは今、実に平和だった。

　もちろん領主の居城でも、戦争の影もない、穏おだやかな日常が繰り返されていた。

　白く雪の積もった枝を揺らし、場違いな怒ど号ごうが響きわたる。




「追え！　──嫁が逃げた!!」

　クルヴァッハは今日も平和だった。……たぶん。
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　救きゆう貧ひん孤こ児じ院いん育ちのフェルにとって、仕事は呼吸と同じくらい自然な生活の一部だ。

　西に時給の高い働き口があれば音の速さで駆かけていき、東でお得な日ひ雇やといがあれば、光の速さで確保する。

　雨にも負けず風にも負けず、もぎった仕事は即そく日じつ完かん遂すい、「やすい・はやい・うまい」は人生標語。ちなみに座ざ右ゆうの銘めいは「タダより安いものはない」、次点で「モッタイナイは世界を救う」だ。

　しかし彼女は今、人生で初めてと言っていいほど、仕事に行き詰まっていた。

　薄うす桃もも色いろのドレスに包まれ、大粒の宝石飾りをあしらった腕を見下ろし、ため息をつく。貧びん乏ぼう時代には考えもつかなかった豪ごう奢しやな衣装。

　故こ国こくユナイア王国の姫君と、そっくりな容よう姿しを買われ、雇われたこの仕事。

　立夏ベルテイナの前夜、ワルプルギスまでに、とっとと嫌われて離り婚こんすればよかったはずだというのに。立冬サウインに嫁とつぎ、気づけば、もうそろそろ季節は冬至ユールを迎えようとしていた。

（……いつになったら終わるのよ、この『身代わり花嫁業』は！）
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　──旦だん那なさまが優しくなった。

　いや、正確に言うと、別に優しくはなっていない。

　そもそも、フェルの（仮）つきの旦那さま、エルラント帝国第三皇おう子じのクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントときたら、祖そ国こくユナイア王国では『毒どく龍りゆう公こう』などと畏い怖ふされる存在だ。牙きばが顎あごから突き出ているとか、夜になると蝙こう蝠もりの翼つばさで飛び回るなんて噂うわさもある。

　先の戦争で、ユナイアは彼にギットギトに負け、王族唯ゆい一いつの姫・シレイネを要求された。シレイネそっくりのフェルは、病弱な彼女の身代わりとして嫁とついできたのだった。

　それがいざ嫁いでみれば、初しよ夜やで首筋にナイフを突きつけられるわ、毒を飲まされかけるわ、「最低だと聞いて嫁いできたら、実は、本当に最低でした！」と朗ほがらかに語りたくなる新婚生活。

　その後も、寄ると触さわると避さけ続けてくれ、フェルは「わたしは某家庭内害虫か!?」と愕がく然ぜんとしたものだが。それが今は──

「奥方さま。殿でん下かから晩ばん餐さんをご一緒にとお誘いが」

「奥方さま？　殿下からお茶をご一緒にと」

「奥方さま、殿下が……」

（勘かん弁べんして！）

　ユナイアを憎にくむ兄皇子イグレックの陰いん謀ぼうを退しりぞけたあとから、クロウはこうしてひっきりなしに誘いをかけてくるのだ。

（どういう風の吹き回しで、なんでいきなり構かまい倒たおしてくるのよ!?　今まで絶対に会ってもくれなかった上に、約束だって反ほ故ごにしまくってたくせに！）

　緋ひ色いろがかった銀ぎん髪ぱつを両手でぐしゃぐしゃ搔かき回し、フェルは自室で頭を抱かかえる。

　紺こんから茜あかねへと色を変える夕暮れを見事に写し取った虹こう彩さいは、最近は憔しよう悴すいのせいでちょっと霞かすみがちだ。もともと磁じ器き人形のようにしっとりと白い肌色は、ここのところ、内にこもっているせいでいよいよ青白くなっていた。

（わ、わたしは、会いたくない……！　だって）

　花嫁シレイネとしての、彼との交流を順に追いかければ。

　──殺されかける、無視される、脅おどされる、一緒に逃げる、命がけで一生を誓ちかわれる、指輪を贈られる、しきりに会いませんかと誘われる。ちなみに今はここだ。

（わっけ分からん!!）

　頰ほおの端はしをひくつかせ、フェルは心中で吠ほえた。前半と後半で、時空のゆがみでも発生しているとしか考えられない。

（やっぱりまた何か企たくらんでるんじゃないの？　いくらなんでも、いきなりこんなに親しげになるはずないし！）

　挙あげ句くの果てに、指輪を贈りがてら、彼がしたことといえば。

　唇くちびるを、指先で押さえる。

　何日も前のことなのに、まだそこに、柔やわらかな感触が残っている気がして。

　予告もなく、いっそう強くなった彼の香りのオードコローニュと、それから──

（ぎいゃおおぅ!!）

　がすっ、と自室の壁に頭を打ちつけ、フェルは呻うめく。

　口づけは羽根みたいに軽くて、優しかった。逃がさない、と低く囁ささやく声は、言葉と裏うら腹はらにとろりと甘く、心をぐらつかせた。

　別の姿で出会ったときの、不意打ちみたいに優しい笑顔も、頭を撫なでてくれる大きな手も、知ってしまったあとだったから。もう少しだけ彼のそばにいられるのだと思うと、心の中にさざ波が立ったみたいで。

（ないないない）

　フェルはむくりと壁から頭をもたげた。

（接触事故せっしょくじこ、あれは唇に対する不ふ慮りよの接触事故、天てん井じようから降ってきたクモとか、パン配達中に顔にぶつかってきたアブなんかが口に以下省略な、ああいう系の何か！　それで、あの人はただのカネづる！　それ以上でもそれ以下でもないでしょ!?）

　本人にはとても言えない失しつ礼れい千せん万ばんな自己暗示と共に、がんっ、ごっ、と続けて壁に額ひたいをぶつけてみる。痛い。痛みが理性を取り戻してくれる。落ち着いた。

（考えたら負けだ。あの人は悪あく逆ぎやく非ひ道どうの『毒龍公』で、わたしはその人と鮮あざやかに別れてくるのが仕事！　離婚、離婚、離婚りこん……）

　赤くなったおでこを覆おおい、フェルは呪じゆ文もんのようにぶつぶつ使命を繰くり返した。

（それに）

　ふと思いついて首にかけた細い鎖くさりをたぐり寄せ、その先にある結婚指輪をためつすがめつしながら、フェルは大きなため息をつく。

　小粒の宝石を花か芯しんにあしらった、小さな白プラ金チナの鈴すず蘭らんの連つらなり。

　純じゆん白ぱくの鈴蘭は、フェルがいっとう好きな花だ。

（鈴蘭が好きだって伝えたのは、召めし使つかいの変装をしているときだけ。もし、あの人に、わたしが、〝召使フェル〟だって気づかれてるんなら）

　いろいろと。

　それはもう、いろいろとまずい。

（孤児院育ちだとか、ぺらぺらしゃべったわたしのド阿あ呆ほ……!!）

　生まれついての高こう貴きなお姫さまが、召使に変装して気晴らしで掃そう除じに励はげむわけがない。偽にせ物ものの替え玉嫁ですと自分で宣せん伝でんしているようなものだ。

　ひょっとしたら正体がバレているのかもしれない。

　彼が何を考えているのか、いまだにさっぱり分からないが、何より、あんなに「嫁には興味ありません」だった態度の急激な変化だとか──

（落ち着こう。落ち着いて冷静に策さくを練ねろう。明日になったらちゃんと考えるから、しばらく、しばらく……！）

　この期ごに及んで、「明日になったらやります、は基本的に解決しない」の法ほう則そくは、完全にフェルの頭から抜け落ちている。

「奥方さま？　殿下がお呼び……」

「あらいけない急にめまいが」

「奥方さま、でん」

「お腹が頭ず痛つうなの」

「奥方さ」

「耳がぎっくり腰で！」

　パニックに陥おちいったフェルは、旦那さまを徹てつ底てい的てきに避さけ倒した。

　誘いはすべて断る。部屋を訪ねてきたら仮け病びようを使う。そのうちフェルは、完全に自室に立てこもるようになってしまった。

　もちろん、召使の姿も封ふう印いんだ。やむを得えない事情で始めた変装だったが、かなり息抜きになっていたので、姫君一本の生活は、じわじわ気力を削けずってくれた。

　そういうわけで、少し前まで主流だった、旦那さまに会いに行くたびに肩透すかしを食らってばかりの奥方さま、という図は、完全に逆転した。

　ちなみに側そば仕づかえの侍じ女じよや、下げ女じよたちはみんなフェルの味方になってくれるので、旦那さまが部屋に襲しゆう撃げきをかけても死し力りよくを尽つくして庇かばってくれる。

（離婚しなくちゃ。離婚したい離婚したい、それ以外考えちゃいけない……うん。会わなけりゃいい会わなけりゃ。こうやって避けていれば、旦那さまもそのうち飽あきて、程ほど良よい距離感が保たもてるようになったりす、）

　──る、わけがなかった。

　それが起こったのは、フェルが立てこもりを始めて数日後のこと。

　自分だって、少し前に同じことをしていたくせに。

　無む視しと居い留る守すと仮病を使われ続けて拒こばまれた旦那さまの沸ふつ点てんは、意外と低かったらしい。




「奥方さま大丈夫ですか？　殿下が心配されてます……お身体からだの調子がすぐれないようなら、見舞いたいと、今お部屋の前においでだそうで」

「ごめんなさい、お断りして！」

　豪ごう勢せいな広さのベッドの、すみっこのすみっこに丸まって、フェルは布ふ団とん芋いも虫むしになって侍女に叫んだ。

「そうですか……あのう、せめて侍じ医いをお呼びしましょうか。それに、殿下は毒ばかりじゃなく薬草の知識にも長たけていらっしゃるのですから、一度ご相談されてみたほうが」

「ラナ、お願い」

　フェルの懇こん願がんに、いちばん信頼できる召使でも親友でもある黒髪の少女は、琥こ珀はく色いろの瞳を何度か瞬またたかせる。それから「かしこまりました」と力強く頷うなずいた。

「丁てい重ちようにお断りしてきます！」

「ありがとう」

　なぜかホウキを持って颯さつ爽そうと戸口に向かっていったラナの頼たのもしい背せを見送ったあと、しばらくすると、女性何人かがかりでけたたましく怒ど鳴なりたてる声と、ホウキでざかざか何かを掃はき回る音が響いてきた。深くは考えまい。

　フェルはため息をついて、もぞもぞ寝返りを打つ。

（体調悪くもないのに寝て暮らすのって気が引ける……お天てん道とうさまに申し訳ない。そろそろ本気で外出たい。働きたい。モップ恋しいハタキ握にぎりたい）

　冷たい水に手を突つっ込こんで雑ぞう巾きんを絞しぼる妄もう想そう掃そう除じにふけっていたフェルは、ふと、コツコツと何かを叩たたく音に我に返った。

「……？」

　布団をどけて、寝室の大窓を見る。そこにあるのは、いつも通り、雪で銀色に染まった静かなバルコニー……では、なかった。何か、黒いものがいる。

　ガラス越しに、バルコニーに信じられない人物の姿を認め、フェルは飛び起きる。

「だっ」

（旦那さま──!?）

　ここ三階なんですが!?　と、何度も窓から出入りしていた自分の行ぎよう状じようを軽かろやかに棚たなの上にぶん投げて目を剝むくフェルに、クロウは、軽く片手を挙げてみせた。

　猛もう禽きんのように鋭するどい青の瞳に、編んで垂たらした闇やみ色いろの髪。研とぎ澄すまされた抜き身の刃やいばを思わせる、忌いま々いましいほど整った顔。久しぶりに見るせいか、黒こく衣いに包まれたすらりとした立ち姿に、フェルはしばし状況も忘れて息を吞のんだ。

　もっとも、美しいのは見てくれだけだ。

　彼は自分のほうを凝ぎよう視しするフェルの姿を認めると、口くち許もとに手を当てて何か言う仕し草ぐさをしてみせる。ガラス越しなのでもちろん声は聞こえない。

　薄い唇が、少し笑んでから、柔らかく言葉を形作る。

　──割、る、ぞ。

　普通に血の気が引いた。

「ギャー待ってそんなゆがみの少ない板ガラスいったいいくらすると思ってますの──!?」

　なめし革がわの剣けん帯たいから剣を飾り鞘さやごと引き抜いて振りかぶる旦那さまに、フェルは光も真っ青な速さで窓に駆け寄ると、勢いよく開け放ったのだった。

　──しかし、フェルはフェルで往おう生じよう際ぎわが悪かった。

「シレ、」

「出ていって──！」

　部屋に入ってきたクロウが何か言おうと口を開いた瞬しゆん間かん、手近なクッションを投げつける。

　彼が顔をしかめて片手でクッションを摑つかみ取るのを確認もせずに、一いち目もく散さんに寝室を抜け、自室から駆かけ出した。

「待て、シレイネ！」

「誰が待つものですか！」

　追いかけてくる気配と声に叫さけび返し、乳にゆう白はく色しよくの石の手すりを摑むと、階段を駆け下りる。絹きぬの寝ね間ま着ぎに肩掛けを引っかけただけで廊下を疾しつ走そうする奥方さまの姿に、すれ違いざま、使用人たちがぎょっとしていく。

「──捕つかまえろ！」

「は、はい!?」

　上の階から飛ばされた命令に、城じよう内ない見回りの黒こく龍りゆう師し団だん員いんたちは驚いたようだが、それでも即そく座ざに意識を切り替えると、「奥方さま、お待ちください！」と追いかけてくる。

（ちょっと、兵まで使う!?）

　それでもフェルは逃げた。

　ささやかな自室立てこもりは、気づけば、城内総出の鬼ごっこに発展していた。

　そんなこんなで、あるじの奥方さまに傷でもつけたら事だと手を出しあぐねた黒龍師団員たちの躊ちゆう躇ちよも手伝い、この奇き妙みような鬼おにごっこは、実に半はん刻ときほど続いたのだった。




「……お前な。いったい何がしたい」

「それはこっちの台詞せりふですわ。か弱い乙おと女めを兵隊使って追い回すなんて、マトモな神しん経けいの殿との方がたのすることではなくてよ」

「安心しろ。俺も自分で割わりと驚いている。ついでに、その兵隊を撒まいて逃げに逃げ続けた妻の健けん脚きやくにもな」

　紅いビロードを張った、金の猫ねこ脚あしの長なが椅い子す。そろそろ愛着もわきつつある、いつもの居室だ。けれどなぜか今は、極ごつ寒かんの雪山にいるような冷れい気きに満ち満ちていた。

　ラナの淹いれてくれた紅茶の香りが、ささくれた雰ふん囲い気きをちょっとだけ和なごませてくれる。ポットやお茶菓子を載せたテーブルを挟み、向かいにはクロウの顔。

　結局、抵てい抗こう虚むなしく取っ捕まったフェルは、現在、クロウと膝ひざ詰づめ夫ふう婦ふ会議中なのだった。

　壁に絵付けされた春の小花を意味もなく数え、フェルは気を紛まぎらわせにかかる。

　旦那さまの機き嫌げんが地を這はっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。苛いら立だちが、ぴりぴりと肌を刺さしてきて、自分で仕し掛かけておきながら申し訳ない気分になる。

　連日誘いを断られ、それどころかまるっきり顔すら出さなかった妻を前にしていれば、当然の反応だろう。

（……それでも、なんだか変な感じだ。『シレイネ姫』姿で、こうしてこの人と、普通に会話してるなんて）

　居い心ごこ地ちの悪さに目を逸らすフェルに、クロウは深くため息をつくと、膝ひざの上で握りしめられたフェルの左手に視線を落とす。その途と端たん、彼の眉み間けんに皺しわが寄った。

「……指輪」

「はい？」

「なぜ、つけない」

　言われて一瞬、なんのことかと思う。

（あ、そうか。指輪は、鎖にかけて、首に下げてるから……）

　せっかく作ってくれたものだ、という気持ちと、これをつけちゃいけないという不思議な焦あせりがないまぜになって、そういう処しよ置ちになった。

「それは」

　一瞬本当のことを言いかけたものの、結局飛び出したのは別の言葉だ。

「……誰がはめるものですか。わたくしたち離婚するのですもの。約束を忘れたとは言わせませんわよ。あなたに会いたくないのだって当然でしょう」

　ちくりと良心が痛みつつ、フェルはそっぽを向き、わざと小こ憎にくたらしく聞こえるように言い放った。可愛くない、と思ってくれればいい。

「離婚はしない。その約束は神誓ゲツシユで打ち消しになっただろうが」

「それを言うなら、あの神誓は卑ひ怯きようですわ」

　フェルは、ここぞとばかりに嚙かみついた。

「あれは、あなたが死ぬんじゃないかって状況だったから！　仕し方かたなく！　誓ったんですのよ。いわば生きるか死ぬかの二に択たくだったんですの。それを言げん質ちに、夫婦の永遠の誓いに変えるなんて卑怯。殿方の風かざ上かみにも置けません。だって、あの場で〝誓えません〟なんて言ったが最後、あなたは死にそうな顔色と怪け我がだったじゃありませんの！」

　神誓──特定の枕まくら言こと葉ばを持つ誓いは、口にしたが最後、〝命を懸かけて〟守らなければならない。

　先せん般ぱんの事件のさなか、瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負おったクロウに、「共に在あると、お前の誓いがあれば死なない」と言われたフェルは、彼に生き残ってほしい一心で、思わず夫婦の誓いを返してしまった。

（わたしは偽にせ嫁よめなのよ。ワルプルギスの夜までに離婚しないといけない、本物のシレイネさまの身代わりなの。だってのに）

　騒動のあと、その神誓を盾たてにされ、クロウに離婚はしないと言い切られてしまったフェルは、にっちもさっちもいかなくなってしまったのだ。

（くっ、屈くつ辱じよく……！　わたしとしたことが、こんな、離婚職人にあるまじき大ポカ！）

　そんな職人いるわけがない。そもそもなりゆきで請けた初仕事なのだが、仕事は早さが命だと考えているフェルにとって、この〝うっかり〟は痛つう恨こんの失しつ態たいだった。

（荷馬車いっぱいの金貨が懸かってるのに。何より、このままじゃ、孤児院を援助してくださったシレイネさまに恩おん返がえしどころか、恩をアダで返す不ふ孝こう女に大転てん落らくよ）

　泣いても笑っても夏は来る。現に、立冬サウインに嫁いで、もう冬至ユールだ。まだ半年近くもあるじゃないかと、のほほんとしていられるほど、フェルの脳はおめでたくはない。

　なんとか、一日も早い離婚を。

（落ち込んでる暇ひまなんてないんだし、失態やらかしたら挽ばん回かいするまでよ。まずは、神誓なんていう厄やつ介かいなしがらみを取とっ払ぱらってやるべきだわ）

　毒に耐性のあるクロウは、好んで毒を含む癖くせがあるようだ。お茶受けに出された、スミレ……に見せかけたトリカブトの花の砂糖漬づけを摘つまみながら、彼は視線を上げる。最近知ったが、彼は割と甘あま党とうだった。

　眉まゆを少しひそめ、彼はさも困ったようにこう返してきた。

「卑怯……と言われてもな。現に、お互い誓ってしまったものは仕方ないだろう？　せめて、あの場だけ、俺とお前の間で収まっていたらまだしも、もうすっかり城の者たちの知るところになっているし」

「それは！　あなたが！　ご婦人の井い戸ど端ばた会議にも喜びいさんで突とつ撃げきをかけるおしゃべり家か令れいのケイさまにすっかり話してしまったからでしょう!?」

　わざと広めた野や郎ろうが何を抜ぬかす。

「それに、誓ってしまったも何も。あれは、樫樹の賢者ド　ル　イ　ドの前で立てた正式な誓いではありませんわ。神誓といえど、解かい除じよする方法がないわけではないでしょう」

　そう。フェルの狙ねらいはそこだ。

　出身孤児院は教会経営で、育ての親は聖せい職しよく者しや。そのあたりの知識には事こと欠かかない。

（不完全な神誓は、聖職者の前で一定の手順を踏ふめば取り消すことができるのよ……！　しかも今回は、略式もいいところ。位い階かいの高い樫樹の賢者ド　ル　イ　ドにお願いしなくても、先生みたいな吟遊詩人バ　ル　ドや、それが無理でももっと上位の預言者ウアテスなら大丈夫なはず）

　だから、取り急ぎ、神誓の解除だけでも！

（でないと、わたしを待つ院長先生にもシレイネさまにもセタンタ陛へい下かにも、顔向けできないどころか死んで詫わびないといけないのよもう）

　しゃーっと威い嚇かく音おんを立てそうな形ぎよう相そうのフェルに目を眇すがめ、クロウは「それを言うなら」と先ほどのフェルの台詞に当てつけてくる。

「お前が俺に無理やり取りつけた約束のほうが、よっぽど酷こくだと思うが？」

「え？」

「忘れたのか？　あのとき、お前が出した離婚のための条件は、『生き残れたら』だ。あの非ひ常じよう時じに死ぬか離婚かの二択だ。どっちが横おう暴ぼうなんだか」

（うぐ。言い返せない）

　フェルは内心、口をひん曲げる。

　クロウはしばらくそんな彼女をじっと見つめていたが、ふと眉をひそめてこんな質問をくれた。

「なぜお前は、そんなに離婚にこだわるんだ？」

「！　……それは」

　それがわたしの仕事だからです、とは口が裂さけても言えない。

（な、なんて言おう……）

　一度黙ると、だんだんフェルも落ち着いてくる。

（あー……まずい。ものすっごく、取り乱した）

　今の自分は『花嫁のシレイネさま』だ。

　いろいろなことに惑まどわされて、結構な醜しゆう態たいを見せた。気づくと、すっと頭が冷える。

「言いたくありません」

　フェルは大きく息を吸い、それから腹に力を込めてクロウを見返した。

「なぜだ？」

「わたくしがまだ、『黒龍公夫人』ではなく、『ユナイアのシレイネ姫』だからですわ」

　にこりと軽く笑み、なけなしの余よ裕ゆうをはたいてみせた。

「ワルプルギスまで、わたくしはわたくし。正式には夫ではないおかたの所有物ではございませんもの？　心を曲げてまで答える義ぎ理りは、ございませんわ」

「……ほう？　ということは、これからもこうして訪問したりお前を呼んだりするたび、俺は逃げられ続けるわけだ。理由も知らされず」

「……そうなりますわね」

「なるほどな」

　声を硬かたくするフェルに、クロウは軽く額を押さえた。それから、しばらく何か思し案あんするように口許に手を当てる。

「無理やり、口を割らせる手がないわけでもないが……」

　その言葉に、フェルは身を竦すくめる。彼は、冷れい酷こくな『毒龍公』だ。何をされるか分かったものではない。

　固かた唾ずを吞んで睨にらみつけるフェルに、「怯おびえるなよ」とクロウは苦く笑しようした。

「！」

（あ、ちょっとだけ笑った……）

　苦笑、なんて自然な表情を、『シレイネ』の姿で見られると思っていなかったフェルは、だから、次の言葉が一瞬頭に入らなかった。

「それはつまらない。だから、賭かけの形にしよう」

「……は？　賭け？」

　今は無む一いち文もんですし、そもそも賭け事には手を出さない主義で……と思い浮かんだもろもろを、フェルは脳内から追い払はらう。

　そんな彼女の心中をよそに、クロウは長椅子の肘掛けを人差し指でトントンと叩いた。

「お前はどうしても離婚したいんだろう？　俺はその理由が知りたい。だから、俺が勝ったら、お前には離婚したいわけを洗いざらい話してもらう。代わりに、お前が勝ったら、そうだな……聖職者を呼んで神誓を解除してやろう」

「本当ですの!?　……でも、賭け、って？」

「ああ。折よく冬至ユールの祝祭前だしな。さっきの鬼ごっこで、ちょうどいいのを思いついた」

「……」

　話がうさんくさくなってきた。

　半はん眼がんになるフェルに、クロウはおかしそうに、こんな条件を出したのだ。

　冬至までの十日間。

　市街のお祭り騒ぎに合わせて、黒龍城の鐘しよう楼ろうを飾る、特別な祝いの鐘かね、ユール・ベルが、一日一度だけ鳴る。

　冬至までの日数回分だけ鳴らされ、時とき告つげの鐘よりずっと長く余よ韻いんを残す、その響きが消えないうちに、黒龍城の城門を突とつ破ぱすること。

「期限は冬至まで。鐘の音は、それこそ城門のすぐそばからでも、好きなところで待っていていい。ただし俺も、黒龍師団を使って邪じや魔まさせてもらう。十日間で計三度突とつ破ぱできたら、聖職者を呼んで神誓を解除してやる」

「でも、そっちは大人数なのでしょう。わたくしに不ふ利りすぎるのではなくて」

「それほどでもないぞ。十日のうち、お前が突破するのはたったの三回。しかも黒龍師団はあるじの花嫁を傷つけるのを恐れて及および腰ときている」

　要するに、フェルが三勝しない限り、冬至前日まで賭けは有効だという。

　つまり、ギリギリまで一発逆転の機会があるということだ、と。

「……そうだな。ついでに、神誓の解除と言わず、お望みなら一気に婚こん姻いんを解消してもいい。もちろん、お前がひた隠しに隠す、その理由には一いつ切さい干かん渉しようもしないままで。これでどうだ？」

　その言葉を聞くだに、こいつ絶対自分が負けるわけないと思ってバカにしてやがるなと腹が立ったが。

「三勝できればわたくしの勝ち、できなければ旦那さまの勝ち……ですか」

「そうだ」

「……冬至までに三度、ですわね」

　フェルは念を押した。それから、むう、と悩む。

（三度。十日中に三度、精せい鋭えいの黒龍師団の包ほう囲い網もうを突破する……負けたときは、離婚の理由を話さないといけない。でも、ここで怖がってちゃ前に進めないし）

　賭ける金は無くとも、掛けられる体力と持じ久きゆう力りよくには自信がある。

　配達に掃そう除じ、子守りから墓はか掘ほりまで、各種お仕事の数々をこなし、今まで駆けずり回ってきた足だ。

（おまけに、勝てば一気に離婚って！）

　油断を誘って、さくさくと片をつけられるなら、これほど素晴らしいことはない。

「ユール・ベルが鳴るのは明日からでしたわね。あと、いくらなんでも城門前で待ち伏せはなしですわよ？」

「ああ」

　無理難題は、無理だと思うから無理になる。

（ふふふ……やったろうじゃないの。あとで吠ほえ面づらかくがいいわ、毒龍公！）

「よろしくてよ。受けて立とうじゃありませんの」

　愉ゆ快かいそうに目を眇める夫を、フェルは不敵に笑って睨み返した。
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　契約を解除する新たな契約。

　いかに難しい条件を受けてしまったか、──というより、旦那さまの底そこ意い地じがいかに悪いかは、翌日さっそく思い知ることになる。
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　──結論から言うと。

　全力疾しつ走そうの結果、「か弱く病弱なお姫様が、生まれたての子こ鹿じかのような華きや奢しやな足で逃げ切るなんてあり得えないだろ」と完全にナメきっていた黒龍師団員の裏をかき、初戦は見事フェルが勝利を収めてみせた。

「奥方さま、病弱って話じゃ……」

「ほほ、クルヴァッハはとても空気の綺き麗れいな土地ですわね。わたくしここに来てからびっくりするほど調子がよくて、多少の運動なら大丈夫になりましたのよ」

「……多少、……多少か？」

「だって、俺ら毎日走り込みしてるのにまったく追いつけなかったんだぜ……」

　とてもドレスを身に着けた貴き婦ふ人じんと思えない速度で城門まで駆け抜けたフェルに、後おくれを取った黒龍師団たちは色を失ったが。

　そこはさすが本業の軍人、二日目からは完全に驕おごりを捨て、きっちり人じん海かい戦せん術じゆつを使って対たい抗こうしてきた。

（というか、問題はあの野郎よ）

　一日目は、師団員の油断を戒いましめる意い図ともあったのだろう、ほとんど指示も出さなかった旦那さまは、二日目にはちまちま彼らに助じよ言げんを与えたらしい。

　それが、「こいつ心でも読んでいるのか」と思いたくなるほどフェルの思考を先回りしており──というか、追いかけ回し方が完全にいたぶる気満々のそれで、フェルはさんざっぱら猫ねこの大たい群ぐんから逃げ回る子ネズミの気分を味わったのち、惨ざん敗ぱいを喫きつする羽は目めになった。

（そうよ……しかもこの賭け、よく考えなくても、日にちが経たつごとに、わたしに不利になってくんじゃない）

　ユール・ベルの意味は、冬至までの日読みだ。つまり冬至が近づくにつれ、鐘を撞つく回数もひとつずつ減っていくということになる。

　こっちは一人、あっちは大人数。時間もじりじり短くなるのでは、日に日に達成は難しくなっていく。気づいたときには後あとの祭りだ。

（あの毒龍公!!）

　吠えても条件は変わらない。受けてしまった以上、こちらは粛しゆく々しゆくと目的制せい覇はに向けて逃げ回るのみだ。

　そして、現在、勝負は三日目に雪な崩だれ込んでいる。




（よし、誰もいない……）

　右を見て、左を見る。もう一度確認する。──誰もいない。

　冬の寒さはますます厳しくなる一方で、吹きっさらしで待っていると、そろそろ耳が凍こおってちぎれそうだ。

　それでも我が慢まんして、ドレスはできるだけ動きやすい簡かん素そなものを選んだし、人目につかないギリギリの位置で待たい機きすることも学んだ。

（行ける、今度こそ！）

　さあ、早く、早く。

　大きく息を吸ったところで、待ち望んだ鐘の音ねが重く鳴り響きわたる。

（今だっ！）

　フェルはドレスの裾すそをからげ、潜ひそんでいた庭木の茂しげみから飛び出した。

（まさか自分の部屋の裏にわたしがいたなんて思わないでしょ、あの人も！）

　銀髪を風になびかせ、脱だつ兎との如ごとく城門に向けて駆けだしたところで、すぐ上の壁の窓がからりと開く。

（げっ……）

　凍こおれる海を思わせる虹彩の青と、視線がかち合った。

（毒龍公！　気づかれた!?）

　その唇がにやりと意地の悪い笑みを形作ったところで、フェルの顔から血の気が引く。

「出合え！　ここだ」

　彼は、手にした書類を無む造ぞう作さに丸めて口許に当てると、窓から身を乗り出して命めいじる。




「第一から第三捕ほ縛ばく班はん作戦開始！　──嫁が逃げた！」




　言うが早いか、いったいどこに隠れていたんだと言いたくなるような数の兵が、わらわらと庭に飛び出してくる。

「了りよう解かい！」

（毎回思うけど、その言いい草ぐさはどうなのよ!?）

　兵たちは、いずれも手に網あみやら棒やら持って、完全なる捕ほ獲かく態たい勢せいだ。

　一いつ糸し乱みだれぬその動きは、さすがは軍隊というべきか。それも、エルラント帝国随ずい一いちの機動力を誇ほこる黒龍師団。

「そっちだ！　回り込め！」

「奥方さま、お覚かく悟ごー！」

（覚悟できるかあぁ！）

　鍛きたえ抜かれた筋きん力りよくを活いかし、むさ苦しい野郎集団が統とう率そつの取れた動きで迫せまってくるのに、フェルは半泣きになった。

（ひぃいい！）

　とはいえ、こちらも飛ひ脚きやく仕事やパンの配達で培つちかった脚力がある。

　とにかく逃げるしかない。

　投げられる網を搔かいくぐり、通せんぼする棒を飛び越え、四し半はん刻ときほどの逃とう走そう劇げきを繰り広げたのち──

　結局〝また〟、フェルは捕まった。




　ばさばさに乱みだした髪を手ぐしで撫でつけながら、ふくれっ面つらをひっさげて連行されてきた花嫁さまの格かつ好こうはひどかった。

　が、それを見ての、旦那さまの第一声も負けず劣おとらずひどかった。

「確保まで四半刻足らずか。……昨日の半分に縮んだな。ぎりぎり合格だ。約束通り、昇しよう給きゆうに該がい当とうする者は追って名を掲けい示じする」

　わっと沸わく団員たちの前で、フェルは目を剝むく。

「ちょっと旦那さまなんですの約束って!?　わたくしを黒龍師団員の昇給査さ定ていのダシに使わないでくださいませ!!」

「異い様ようにはしっこい相手を、決して傷つけずほとんど触ふれず捕ほ獲かくするなんて、なかなか貴き重ちような経験だからな。いい実地訓練代わりなんだ。使えるものは妻でも使って何が悪い？」

　そもそもこの賭けを始めたときに、軍事訓練に転用しては駄だ目めだなんて一言も言わなかっただろうが。

　そう返され、フェルは口をへの字にひん曲げる。

（この舌した先さき三さん寸ずん……）

　フェルもたいがい減らず口だが、この男は一枚上を行く。

　それがまた、神経を逆撫でしてくれる。

　しかも、「嫁が逃げた」ってなんだ。ひとを野良猫か何かみたいに。

（いや、耐たえろわたし。……これも、離婚するまでの我が慢まんなんだから！）

　フェルは自分に言い聞かせ、心中で拳こぶしを握り固めた。

「これで終わりだと思わないほうがよろしくてよ！」

「下したっ端ぱ悪あく役やくの捨て台詞みたいになってるぞ」

　冷静な指し摘てきを無視して、フェルは明日の戦略を練る。

　まだ冬至まで日はある。

　しかし、あっという間に二敗だ。負けるものかというか、負けると怖い。

（……明日は、ちょっと時間差作って、余韻が消えるギリギリまで待ってみよう。油断を誘って出し抜いてやる。次こそ、見てらっしゃい！）

　──と。

「っ、きゃあ!?」

　内心で歯ぎしりしていると、いきなり脇わきに手を差し込まれ、ひょいと抱き上げられる。

「何しますの！」

「何をも何も。ずいぶん冷えている。……お前の体調も顧かえりみずに悪いことをしたな。いくら空気が合っていても、連日ここまで動き回れば、さすがに身体に障さわるだろう」

「う」

　さすがに不ふ審しんすぎたか。フェルはけほけほと演技で咳せき込こんでみせたあと、おとなしく身を縮こまらせる。

（くそう、不覚だわ……）

　フェルは傍にあるクロウの顔を睨にらもうとして、ふと気づく。

　静かにこちらを見下ろす彼の瞳は、一見、普通に心配してくれているようにも映る。

（あれ、優しい？）

「条件を変えて、初めから仕切り直しにするか？」

（って……んな、ワケない）

　続く一言に、フェルはたちまち半はん眼がんになった。

（ご冗じよう談だん！　結局上う手まいこと言って、せっかくわたしが収めた初戦の一勝をちゃらにするつもりなんじゃない！）

　フェルはつんと顎あごを反らしてそっぽを向く。

「いーえ、結構です」

　ついでに、すげなくしたら離してくれるかという腹もあったのだが、そこは残念ながら読み違えた。フェルを抱えたまま、クロウは黒龍師団に解散を告つげる。

　こうも軽々あしらわれては、体格差を見せつけられているようで腹も立つ。

　手て加か減げんをしてやっているのだと、宣せん言げんされているようで。

「軽いな、シレイネ」

　耳元の含み笑いにとどめを刺される。

　ぶんむくれつつ、そのうちむっきむきの筋きん肉にく質しつになって、逆に旦那を姫抱きにする想像をして、フェルは溜りゆう飲いんを下さげることにした。

（優しい顔もあるかと思いきや……なんで嫁相手だと相変わらず嗜し虐ぎやく的てきなのよ）

　なんとなく、彼と自分の近況を鑑かんがみるに、猫が捕とらえた雀すずめを放したり捕つかまえ直していたぶる様子を思い出す。

　ぞっとしないたとえだ。気のせいだと思いたい。

「お部屋に帰らせていただきます。重いでしょうし、自分で歩けますわ。ええもう重いでしょうし」

　フェルはじたばた暴れて彼の手から逃のがれようとしたが、結局流され、そのまま自室まで運ばれてしまった。
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　一方。

「……我わが君きみはちょっと、奥方さまをいじめすぎですね」

　前方から降ってきた家令のおどろおどろしい声を、クロウは意図的に無視した。

　追いかけっこのあと、うじゃらもじゃらと文もん句くを言いながら悪あがきする嫁を半なかば無理やり部屋まで送り届け、彼はそのまま執しつ務むに直行している。

　がりがりと羽根ペンで刻きざむように書類地じ獄ごくを片づけていると、彼の口うるさい家令は、淡あわい色合いの金きん髪ぱつを濃こい肌色の指で搔きむしり、絞しめ上げられる鶏にわとりのような声を上げる。

「真ま面じ目めに聞いてくださいぃ！　いったいどこの世界に、新にい妻づまを自軍使って追いかけ回す夫がいるんですか!?」

「ここにいるな」

「平然と返さないでください。いくら、彼女が、本物のシレイネ姫ではないとはいえ──」

　勢いきおい込んでまくしたてたのち、ケイはふと声をひそめた。

「……奥方さまが、本物のシレイネ姫じゃないって話は、まあ自分めもちょっとメガネが割れるくらい驚きました。嫁いできた嫁が本物じゃなかった、なんてユナイアに対する最高の切り札ですけど。使う気はないんですよね」

「ああ。ない」

「本物のシレイネ姫を、花嫁としてユナイアに要求する気も？」

「あいつが俺の妻だ」

　きっぱりと言い切ったクロウに、息を吞んだのも一瞬。その顔をじっと見つめたのち、家令は半眼になる。

「その割に、離婚の約束なんかしちゃったりして。本当に突破されたらどうするんです？　たぶん、セタンタ王あたりにそう命じられてるんでしょうけど、あっちは離婚する気満々みたいじゃないですか」

「問題ない。鼻先に分かりやすくて手が届きそうな目標をぶら下げておけば、それに邁まい進しんしてる間は満足するだろう。下へ手たに動かれて想定外の事態になるより安心だ」

　立夏ベルテイナまでこのまま持ち込めば、どうせ『シレイネ姫』の名前のまま、『彼女』が手に入る。逃がしてやる気はさらさらない。

「せいぜい期限までは遊んでやるさ。それに、考える暇ひまを奪って搦からめ手てから追い詰めるのは城しろ攻ぜめの定じよう石せきだろう。今さら何を」

　外堀を埋うめ、兵ひよう糧ろうを絶たち、じわじわと希望を殺そいで降こう伏ふくを待つ。どんなに守りの堅い壁も、時間をかければ崩くずせないことはない。

「…………。あのですねえ、我が君。妻を口く説どくのと城じよう砦さいを落とすのを同じに考えているのなら、世界中の女性に謝ったほうがいいですよ」

　これ以上、何か言っても無駄だと判断したらしい。家令は深いため息をつく。

「まあ、条件を果たそうにも、もう冬至ユールまで一週間しかありませんしねえ。そういえば……冬至と言えば、常なら、お祭りのバカ騒ぎに乗じて、聖職者の〝試し練れん〟がわんさか出てくる頃ですけれど、クルヴァッハは今年も安あん泰たいそうですね」

「ああ。吟遊詩人バ　ル　ドの僧そう兵へいが大たい挙きよして押し寄せてくるアレか。そういえば、最近見ないな」

　このあたりで冬至の風ふう物ぶつ詩しといえば、連日立つ冬至の特別市と、聖職者による〝試練〟と決まっている。

〝試練〟とは、無ぶ礼れい講こうにかこつけて、統とう治ちにおける不平不満を、僧兵たちが民に代わって領主に直接ぶつける、擬ぎ似じ戦いくさのことである。

　僧兵たちは、襲おそいかかってくる前に、問いかけの形で望みをひとつ口にする。そして、彼らが勝利した場合、領主はその望みを必ず叶かなえてやらなくてはならないのだ。

　領主が暗あん愚ぐであれば、不満も多いし、自然と規模も大きくなっていく。

　小さな領では、過去、冬至の祝祭中に城がひとつ攻せめ落とされたこともあるという、なんとも過か激げきな行事だ。

「まあ、〝試練〟がないってことは、統治に領民が満足してるって証あかしですから。クルヴァッハの安あん寧ねいにあなた様が日々腐ふ心しんしている、その努力のタマモノですよねえ。イグレック殿下のゼルク領では、毎年千人規模のが押し寄せてきてたって聞いたことありますけど。皇帝陛下が投とう獄ごくされた現領主の首をすげ替えるなら、それも今年はありませんかねえ」

　さらっと毒を吐はく家令の声を聞き流しながら、クロウはふと窓の外に目を向けてみた。

「そうだな。もっとも、何事も無く、というには、うちもちょっと物ぶつ騒そうな感じになっているが」

　ごく最近まで領内を荒らしていた、ユナイア軍を装よそおう盗とう賊ぞく騒ぎには片かたがついた。

　主しゆ犯はんである腹違いの兄イグレックの処しよ分ぶんも、皇こう籍せき剝はく奪だつに、領地没ぼつ収しゆう、もちろん本人と協力者は投獄され、とりあえず目もつ下か心配はない。

　だが──

「気にかかるのは……なんで、あの次じ兄けいが純正の呪じゆ毒どくなんてものを、それも何種類も所しよ持じしていたかってところだ」

　クロウも、呪毒の入手や研究にはかなり力を入れているものの、いま一歩というのが現状である。

　そもそも、〝妖よう精せいが作った〟などという、眉まゆ唾つばな存在だ。入手したところで、まがいものか、呪じゆ術じゆつ師しが見よう見まねで作ったものばかり。

　ちなみに、本物と偽物を見分けること自体は簡単だ。

「ちゃんと夕ゆう輝き晶しようが使われてたんでしたっけ。あなたが茶と一緒に飲んだものも、飲まされそうになっていた小こ瓶びんの中身も」

「兄上は、小瓶の中身だけが純正だと考えていたようだが……」

　夕輝晶。

　希き少しようさゆえに取引に規制がかけられ、時に、ダイヤモンドより高値で取り引きされる、夕暮れ色の宝石である。

　別称〝妖精の黄昏たそがれ〟と呼ばれ、紺こんと茜あかねの間あわいの色を好む妖精が、とりわけ引き寄せられる石だとされている。

　美しさのみならず、さまざまな特性もあるが、そのひとつが〝呪毒の媒ばい介かい〟だ。

「夕輝晶を介かいして、毒と呪いが交こう雑ざつしたものが呪毒だ。純正の呪毒は、含まれた夕輝晶が燐りん光こうを発するようになる……。無む論ろんそんなことは人じん為い的てきには難しいから、この世に存在する天然物の呪毒は妖精のしわざなんて囁ささやかれるわけだが──そうだ。呪毒、といえば。例の件は調べがついたか、ケイ？」

「ああ、最近で、他に呪毒が使われた事件ですか？　タラ領で一件、報告されていますよ。……珍しいですよね？　こんな、国内だけで立て続けに」

　ケイが差し出した書類に、クロウはざっと目を通す。

「ふぅん？　通称、『眠ねむらずの蝶ちよう』か……まあ、こちらに飛び火すれば話は別だが、他よ領そが荒れる分には下手につつかずにおくかな」

「あー……はい、相変わらずですねえ。我が君がクルヴァッハ以外に興味を持たないのは」

　父上あたりは、逆に火ひ種だねを面白がっているかもしれないな、とうそぶくクロウから、ケイは目を逸そらす。

「──もうやめましょうか、呪毒の話は。それより奥方さまですよ！」

　珍しく力技で話を軌道修正したケイは、メガネのつるを指で押し上げる。

「あなたは奥方さまを、どうしたいんですか？」

「……？」

　クロウは眉をひそめる。その問いかけは、先ほど、答えたばかりのものに聞こえた。

「偽の花嫁だって知りつつも手元に置きたいってのは、あなた様が何かにこだわるなんてほとんどないので百歩譲って納得しますけど、それで一体どうしたいんです？　ちゃんと妻にする気があるのなら、優しくしないと駄だ目めですってば。我が君、奥方さまの笑顔、見たことあります？　自分め、あのかたがあなた様の前で笑ってるとこなんて見たことないですよ」

　痛いところを突かれ、クロウは眉間に皺しわを寄せる。

　……確かに、ない。

「怒った顔も可愛いんだがな」

「うわあ爆発しろ。じゃなくって、そういうのは本人に言ってください。ほら、今すぐにでも！　夫婦関係のほころびは、些さ細さいなすれ違いから発展するんです。女性の機嫌を損そこねっぱなしだと、そのうち痛い目に遭あいますよ」

「……」

「そもそも正体は偽嫁。身分も不明、本名すら分からない妻なんですよ。大丈夫なのかなそれって、と」

「……身分は、孤児院出身だという言葉に噓うそがないんなら、高くはないはずだ」

「そうなんですかあ。じゃあ、手放したらいろんな意味でもう戻ってこないでしょうね。二度と」

　第三子とはいえ皇子ともあろう者が、身分違いの、それも孤児と結婚なんて、できるはずないですし。

　あっけらかんと言い放つケイに軽く眉をひそめるが、残念ながら、それが現実だ。

　王おう侯こうの結婚は、しきたりとして、分厚い身分の壁によって厳げん重じゆうに仕切られている。

「手を離したら、どこに帰っていくのかも分からないんじゃ、愛あい妾しようとして呼び戻すこともできやしませんしね。そもそも、存在をユナイアが確実に隠し通すでしょうから、ねえ」

「だろうな。……あいつについては、ほとんど不確かなことばかりだ。なぜあんなに、本物のシレイネ姫に似ているのかも」

　けれど、そんなことはどうでもいい。

　五年前に惹ひかれ、三年後の変わり果てた姿に失しつ望ぼうし、一度は永遠に諦あきらめた。

　けれど、その相手が、思いがけなく飛び込んできた。

　その事実だけで、十分。

「ユナイアは、おそらく本物のシレイネのために、あいつから名を取り戻そうとするだろう。まずは、ワルプルギスまであいつを引き留とめて、逃げ帰る手段をなくしておく」

「心は後回しにしてでも、まずは形から攻める。まあ、我が君の考えそうなことですよねえ……」

「なんだ、妙みように突っかかってくるな」

「これでも珍しく心配して差しあげてるんですよ！　だって我が君。あなた様は、奥方さまがご自分のことをどういう風に考えているのかも、ちゃんと聞いていないんでしょう。傍はた目めには、大変な一方通行に見えますけれど。もちろん我が君からの」

「失礼な奴だな。……気持ちくらいは聞いたことはある」

「へーえ？」

（そうだ。『シレイネ』ではなく、あいつの変装した『召使フェル』のほうと話したときに、愚ぐ痴ちを聞いていて）

「俺のことなら、確か、か──」

「か？」




「カネづるだとか？」








[image: ]









「そこでちょっと得意げな顔をする意味が分かりません、我が君」

　顎あごを落とす家令に、「そうか？」とクロウは羽根ペンの先でインク壺つぼをつついた。

「どこか問題か」

「……本気で言ってます？」

「別にあいつの気持ちがどこにあろうが、手に入れば同じだ。カネづるだと思って油断してくれるのなら願ったり叶ったりじゃないか」

「……なんだか、たぐり寄せると絡からみ付いてきそうなカネづるですよね、我が君って」

　ズレてますよ、と斜め下を向くケイから目を逸らし、クロウはふと思いつく。

「だが、カネづるでひとつ、大事なことを思い出した」

「大事なこと？」

「そういえば、召使姿のあいつも、ずっと警けい戒かいさせっぱなしだった。……わざとつついてみたはいいが、思ったより結果も得られなかったし、まあ、ちょうどいいか」

「はーあ。また何か企んでますね……？　手に入りさえすればいいなんて言っちゃって、策にばっかり腐ふ心しんしてたら、きっと後こう悔かいすることになると思いますがねえ。明日も今日と同じように、穏やかに過ぎるとは限らないんですからね！」

　黙もつ考こうしばし。

　けしかけるにしてもやたらと不吉なケイの声を聞き流し、クロウはペンを筆筒に戻して席を立つ。

　やがて、きいっと音を立てて、書しよ斎さいの扉が閉まる。黒衣の背が見えなくなるまで、ケイはじっと戸口を見つめていた。

「難なん儀ぎなお人だ」

　あるじの去った部屋で、誰にともなく聞かせるように。

「でもまあ、仕方ない、か」

　トントンと書類を揃そろえながら呟つぶやいた家令の独ひとり言ごとは、結局、誰の耳にも入らず宙ちゆうにほどけた。
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　たまった鬱うつ憤ぷんは、経済的に発散させるに限る──のだが。

（毒龍の奴今に見てろ……！　いつか鼻に唐とう辛がら子し詰めてやる！　あの無む駄だに艶つややかで豊かな黒髪、根元からごっそり円えん形けいに抜け落ちてしまえぇ！）

　自室で『シレイネ姫』の趣味である五ご弦げん琴きんを搔き鳴らしつつ、フェルは心中で夫に恐ろしい呪のろいをかけていた。

　身にまとう萌もえ黄ぎ色のドレスと、深しん緑りよくのガウンは、厳げん冬とうの中、せめて気分だけでも春らしくあれと侍女たちが選んでくれたもの。肩や胸に小さな縞しま模も様ようのリボンが散らされ、あたたかく落ち着いた色味に華はなやかな印象を与えていた。

　──ただし、着ているフェルの心中は、春どころか猛もう吹ふ雪ぶきの体ていである。

（だいたい、イグレックさまを罠にかけた後は用済みのはずの花嫁と神誓ゲツシユを結んでみたり、かと思えばその神誓をアッサリと賭けの景品にしちゃったり、さらにその賭けが嫁いびりと軍の演習の合わせ技だったり！　もう本当、何考えてんだか。わっけわかんない！）

　螺ら鈿でん細ざい工くの小ぶりな竪たて琴ごとの五弦は、本来繊せん細さいに響き心癒いやすはず。だが、今はフェルの怒りをそっくり反映し、獅し子しの雄おたけびのような荒々しくも恐ろしい音色を奏かなでていた。

　いちおう、本物の『シレイネさま』に教えてもらったことがあり、それなりの演奏はできる。しかし、もうひとつの趣味である刺し繡しゆうと違い、高価な琴の演奏はどう足あ搔がいても腹の足しになりそうもない教きよう養ようである。

（…………掃除、したいな。思う存ぞん分ぶん、モップを床にこすりつけてこれでもかと磨き上げたい。あの黒こく檀たんもあのオークも、雑ぞう巾きんでぴっかぴかの飴あめ色いろにしてやりたい）

　召使フェルは、いまだに封印しっぱなしだ。おかげでそろそろ、何かの禁きん断だん症しよう状じようが出そうである。

（ああもう、焦じれったいなあ。だってもうすぐ冬至だよ？　前に、みんなでお祝いしたの、たった一年前なのに。なんだか遠い昔みたい）

　院長のガウェイン先生と、孤児院の子供たちと。

（毎年ちょっとだけ贅ぜい沢たくして、筒つつ形がたの伝統菓子を焼いて、しょうがのクッキーや飴の飾りを冬至の飾柱ユール・ログにかけて。それから、悪い黒山羊ユール・ゴートに化けたっけ）

　角つのを生はやした怖いお面をつけた、悪い子をさらってしまう黒山羊は、冬至に欠かせない道どう化けだ。手に鉤かぎヅメをつけ、黒衣に身を包んだ悪い黒山羊ユール・ゴートの役を、孤児院にいた頃フェルもしたことがある。

　──ちなみにフェルの黒山羊は、神がかって怖いと評判だった。長い髪を振り乱し、踊りながら襲いくる黒山羊に、小さな子供たちが泣き出すのを通り越して放心状態に陥おちいったため、「やりすぎよー！」とガウェイン先生に首根っこ引っ摑まれて強制退場させられたのは苦い思い出である。おまけに顔は見えていないはずなのにしばらく子供たちには恐れられ、「がんばったのに……」とフェルはしばらく膝ひざを抱えたものだ。

（……懐なつかしい）

　そんなに昔のことではないのに、なんだか遠くまで来てしまったようで。

（ガウェイン先生。みんな。心配してるんだろうな……）

　ワルプルギスまでに、ちゃんと離婚できるのかどうか。

　それと、上手く言葉にできない不安がひとつ。

（何考えてんだか、ってのはわたしもだ。なんで……指輪、貰もらって、嬉うれしかったんだろ）

　鈴蘭の花が好きだと言ったことが反映されているのか、はたまたフェルの知らない本物の『シレイネさま』の噂に準じているのかは分からない。

　それでも「お前のためだ」と彼が言ってくれた、白プラ金チナの指輪。

（けど、その『お前』は『わたし』じゃないでしょう。わたしには喜ぶ理由も、権利も、よく考えなくても何もないんだってば）

　彼が想って指輪を作らせた相手は、フェルではない。彼はきっと、自分の向こうに高貴な姫君『シレイネさま』を透すかし見ているだけだ。

　断じて、雑巾とハタキ常備の銭ぜに好ごのみド庶しよ民みん小娘のためではない。

（勘かん違ちがいしちゃいけない。早く離れなきゃ。じゃないと何か、取り返しがつかないことになりそうな気がする）

　薬指につけず、かたくなに首から下げるのは、はめた瞬間に、触れてはいけない何かに染まってしまう気がしたから。だからといってどうしても箱にしまいっぱなしにできない、その気持ちの正体には、決して近づいてはいけないと本ほん能のうが告げていた。

（本当にただのサイテー男なら、いっそ気が楽だったのに）

　もちろん、離婚するのは大前ぜん提ていなのだけれど。

　かたくなに彼を拒み続けることで、彼の自じ尊そん心しんとか、立場とか、そういったものをいたずらに傷つけてしまうことになるのなら。──いくらなんでもそこまでは本意ではない、というか。

（そんなに悪い人じゃないんだろうな、とか。腕を見込まれて担かつぎ出されただけで、ユナイアとの戦争を望んでいたわけじゃなかったんだな、とか……）

　悩む自由も迷う余よ地ちも、ただの『フェル』には許されていないのに。心が、揺らぐ。

　ちょっとだけ、そばにいられる時間が増えたことが嬉しかっただなんて、絶対に認めちゃいけない──

（──って、それ以前に、あの冷血策さく士しに指輪を贈られて喜ぶ理由がどこにあるってのよ。仕事上の関わりで、それ以上でもそれ以下でもないっての。うわー、あほらし）

　気を取り直して、五弦琴に触れる。

　ぽろん、と搔き鳴らした音ね色いろからは、いつの間にか、怒いかりの色は抜け落ちていた。代わりに流れたのは、弱くかぼそい響き。まるで、さびしい、と語っているようで、思わず演奏の手が止まる。

（そりゃ、可能性がある限り賭けは続けるわよ。でも、あと一歩、あの男が離婚したくてたまらなくなるような決め手が欲しいとこだわ）

　考えがまとまらない。ああ、でもせめて、庶民姿でまた思いっきり働けたらいいのに。

　貴族の趣味は、気晴らしには高こう尚しようすぎるし、気分を反映しすぎるのだ。五弦琴を弾ひけばおどろおどろしい音色になり、刺繡をすれば黒や紫むらさきで描かれたまがまがしい毒龍退たい治じの絵柄になっていて、なんというか、申し訳なくなる。

　──と。

「フェルー、いないのー？」

　換かん気きのために少し開けていた窓から、冬の乾いた風に乗って、聞き慣れた少女の呼び声が響いてきた。

（……ラナ？）

「フェールー！　もう、最近見ないと思ってたら、どこ行っちゃったのあの子ってば……」

　首を傾かしげ、声に誘われるようにバルコニーに出て手すりから少し身を乗り出す。すぐ下に、雪ゆき搔かき道具を片手に、きょろきょろと周囲を見回すラナの姿があった。

　視線を感じたのか、彼女はふと顔を上げた。すぐに、「あっ」という表情に変わる。

「もっ、申し訳ございません、奥方さま！　あたし、騒がしかったですか」

「いいえ、気にしないでくださいな。それより、どなたかお捜し？」

「え、その、えーと……同どう僚りようの子なんです。殿下から頼まれて、ずっと捜してるんだけど、全然見当たらなくて……たぶん、奥方さまのご存じない子です。侍女じゃなくて、厨ちゆう房ぼうとか掃除とかの下働きだし」

（げ、旦那さまから？）

　フェルは、変わらぬ笑顔の下で内心青ざめる。毒龍公がお捜し、ということは、いよいよ偽嫁の扮ふん装そうだと暴あばくために乗り出してきたのか。

「まあ、どうしたのかしらねぇほほほ。それより、旦那さまがお捜しって？」

　表向きそらっとぼけるフェルに、何も知らないラナは「うーん……」と思し案あん顔がおだ。

「だって、給料日なのに」

「はっ？」

　目が点になったフェルに、ラナは「そっか、お姫さまだから実感湧わかないですよね」という顔をした。

「本当はその子にも、もうちょっと前に、あたしたちと一緒にお給金が出るはずだったんです。けど、なぜか使用人名簿から名前が漏もれてたらしくって。偶ぐう然ぜん気づいた殿下がすぐに書き足したはいいけど、肝かん心じんのその子が見つからないって。このままじゃタダ働きさせることになる──って、お困りのご様子だったから、捜すお手伝いをしてるんです」

「……お給金」

　その発想は無かった。

（そっか。働いてるんだから出るんだお給金……って、え？　本当に？）

　正体、バレてるからじゃなく？　そんな理由？

　フェルは目を瞬またたいた。

（まさか、わたしをおびき寄せるため？　けど、だったら、使用人名簿に名前まで載せるわけないし。それにだいたい、嫁とついできた姫君が偽物だっただなんて、外交のネタには最高じゃない。気づいてるんなら、あの人が使わないはずないよね？）

　つまりは、彼は本当に『召使フェル』の正体に気づいていない。そう、判断していいのだろうか。

（早そう計けいかもだけど……でも、お給金まで出すっていうんなら……お給金……）

　ごくりと唾つばを吞み、フェルは安全とお金を秤はかりにかけた。

　もろもろ考えたあとなので、一方が傾くのは意外に早かった。
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　クロウは以前、一度、お前の正体に気づいているぞと、『シレイネ』相手にわざとほのめかしてやったことがある。

　理由はひとえに、フェルの裏で糸を引いている者を探り当てるためだ。──十じつ中ちゆう八はつ九くセタンタ王だろうが、いくら花嫁が偽物だったことが隠しようのない事実とはいえ、裏にいるのが彼だという確かく証しようもない。下手に糾きゆう弾だんすれば、「花嫁のすり替えには自分も気づかなかったんだ」と、知らぬ存ぜぬを決め込まれる可能性もある。

　だからこそ、焦あせったフェルが、「正体バレてるかもです！　どうすれば!?」と黒幕に指示を仰ぐのを期待してそれとなくカマをかけてみたわけだが、野性の勘かんなのかなんなのか、彼女は決して外に連絡を取ろうとはしなかった。

　おまけに、必要以上に警戒させたようで、部屋に引きこもるのみならず、彼女は召使姿のほうでもさっぱり出てこなくなってしまったのである。

　全身の毛を逆立てて威い嚇かくしてくる『花嫁シレイネ』を構ってやるのも愉たのしいが、彼女があけっぴろげに気を許してくれるのは、『召使フェル』のときだけだというのも事実で。

　睨まれっぱなしでも、最終的に手に入りさえすれば問題はないはずなのだが──

　どうも自分は諦めも悪ければ、我が慢まんもあまり利きかないたちらしい。……彼女相手のとき限定のようではあるが。

　物足りなくなったクロウは、彼女と仲のいい侍女を使って、『召使フェル』に呼び出しをかけたのだった。

（……で。本気でおびき寄せられてきたわけだ）

「お給金、出るんですか？」

　狼おおかみに近づく猫みたいにびくびくしながら近寄ってきた、栗くり毛げのおさげに黒いお仕し着きせ姿の『召使フェル』は、クロウにおそるおそる訊きいてきた。

　先日の事件のせいでか、盛せい大だいにヒビの入った黒ぶちの瓶びん底ぞこメガネ姿で登場したフェルを認めたクロウは、メガネを付けてやっても良かったかもな、と少し思った。というより、糊のりに浸ひたした紙でレンズを繫つなげて使っている人間を見るのは初めてだ。

　手渡した袋の重さに、彼女はぽかんと口を開ける。

　ああ、びっくりしている、とクロウは少し噴ふき出しかけた。カツラの厚い前髪や、野や暮ぼったい伊だ達てメガネに隠されていても、表情はまったく筒つつ抜ぬけだ。

「い、いいんですかっ？　だって、こんなにたくさん」

「いいも何も。城で働く下女の、一般的な給料だが。非ひ常じよう勤きんのようだから、俺が見かけた働きの分しか入れてないぞ。だから間違いなく、お前の稼ぎだが？」

「わたしのかせぎ……わたしのお金！」

　フェルはしばらくクロウの顔と手元の銭ぜに袋ぶくろを見比べていたが、その顔がぱあっと明るく輝くまで、数えるほどの間もなかった。

「やっほうキャッホーイ銭だー！　ありがちょうございますっ！　嚙かんだ！　ありがとうございます！」

「あ、ああ」




「この重さは──ウーベル銀ぎん貨か二枚、エルラント銅どう貨か二十八枚ですね！」




　あまりの喜びように、若じやつ干かん後ろに引いていたクロウは、その一言にぎょっとする。

（なんで開けてもいないのに硬貨の枚数が分かる!?）

「あれ、外はすしました？　おかしいなあ。銭袋を持った瞬しゆん間かんに、中に入ってる金額を当てるのは得意なんですが。あと、小銭が落ちた音だけでどの硬貨か当てるのも、誰にも負けたことがありません」

「……負けたことが、ということは、競争相手がいるのか……いやなんでもない」

　胸元から耳のそばに袋を持っていってちゃりちゃり振る彼女に、クロウは斜ななめ下を向いた。どんぴしゃりだ。

「さっそく今こん晩ばん数えて楽しみます！　開けるのが楽しみだけどもったいないこの重み！　わっしょい！」

「……」
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　クロウにしてみれば、はした金がねにもならない額だ。

　それで踊おどり狂くるわんばかりまで喜んでくれるのなら安いものだし、警戒されてばかりの彼女の笑顔を見られたことは、小さな満足にもなった、のだが。

　反面、ちょっと胸にきたのは──




（明らかに指輪より喜んでいるだろう、それは!?）




　それも比べ物にならないくらいの温度差で。むしろ指輪は身につける気配すらないのに。

　思い出すのは、先日部屋を訪問したときに見た、彼女の空っぽの薬指だ。

　彼女の喜びようは、嬉しい以上に、……ちょっと腑ふに落おちない、というか。

（……笑顔は見たはずなのに。なんでまた、こう苛いらつく）

　しかし疑問の答えは、『フェル』の次の一言で分かった。

「あのこれ送金とか……は、送り先がアレだから無理か……」

（ああ、なるほど）

　ふっと冷静になる。

　お金が大好きなのも、仕事命なのも、負けず嫌いでいつでも前ばかり向いているのも全部。

「届けたいのは出身孤児院か？」

「え……？　え、いえ、その、そうなんですが」

　自分には及およびもつかない、その気持ちが向かう先が、あるからで。

　大切なものを守るいちばん手っ取り早い手段が、彼女にとっては『お金』だった。だからだ。

「いいのか？　送金してやらなくて」

「いいんです」

　しばらく数えて楽しみますから、と笑って誤魔化す彼女は、少し気まずそうで。

「……そうか」

　クロウは静かに笑った。それ以上は踏ふみ込まず、背を向ける。




　──〝あなたは、奥方さまをどうしたいんですか？〟

　あの家令は、おちゃらけたように見せかけてたまに鋭するどい。

　彼女をどうしたいのか。

　それは、このまま期限まで囲い込み、なしくずしに妻にしてしまうのだ、という手段のことを問うているわけではなく。

（本当は）

　五年前に出会った時、底抜けに明るく、ぱっと花開くようなその笑顔に魅みせられたはずなのに。

　嫁いできてから、まったく彼女は笑わないのだ。むくれ顔や泣き顔ばかりが印象に残るのは、気に入らなかった。

　だからといって、笑う彼女を見ても、その笑顔が自分ではない誰かのためのものだと分かれば、とたんに心がざわめく。

　手を伸ばすたび離れていく気がする。

　けれど、手放すことだけはできない。

（……あいつを、どうしたいか、だと？）

　自分から遠ざかった先にしか、彼女の幸せも目的もないのなら。泣き叫ばれようと、逃げる羽根をもいで、走ろうとする足を折ってしまえば──

　馬ば鹿かなことを、とクロウは頭を振る。狂きよう人じんだ、それでは。

　ままならない感情に引きずられるのは、あまり経験がなく。苛立ちが胸に広げたさざ波に、我ながら狭きよう隘あいだな、と彼は自じ嘲ちようした。

（今日も明日と同じに、平へい穏おん無事に終わるとは限らないのに、か）

　そのときそう思ったことが、原因では無いはずなのだが。




　新たなもめ事の種は、よりによって──翌日いきなりやってきた。
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　最初に〝それ〟に気づいたのは、城門を守る黒こく龍りゆう師し団だんの団員たちだった。

「おい、あの黒い人影……聖せい職しよく者しやだよな？　肩掛けが赤いから、吟遊詩人バ　ル　ド？」

　団員の一人が指さした先。

　門に続く緩ゆるやかな坂道の真ん中を、黒衣の男が、ふらふら下りてくるのだ。

　ある程度近づくと、彼がかなりの長身であることが分かる。まず目立つのは、燃えるような紅い髪。

　精せい悍かんな顔立ちには、額から左ひだり頰ほおにかけて傷が一筋斜はす掛がけに走っており、黒い祭服や手にした聖せい杖じようさえなければ、とても聖職者だと気づかなかっただろう。

「おい！　そこの吟遊詩人バ　ル　ド。なんの用だ。見ての通り、ここから先は、黒龍公の居城だ。許可もなく入ることはできない」

　城門まであと二十歩ほどの距離までやってきた聖職者にいちおう声をかけつつ、黒龍師団兵たちは首を傾かしげた。

　なぜ、聖職者がこんなところに？

　冬至ユールだけに、久しぶりの〝試練〟だろうか。それにしては、単身でやってくる意味が分からない。

〝試練〟は、いわば擬似戦争だ。僧兵身分を兼かねる吟遊詩人バ　ル　ドを搔かき集め、権力者の手勢に対抗できるだけの徒と党とうを組むのが、常である。

「……」

　問いに、彼は答えなかった。巌いわおのような無表情で、唇を真一文字に引き結んだそのたたずまいに対し、彼らは長なが槍やりを持つ手に力を込める。

　しかし。

　聖職者は、やおらにっこりと破は顔がんすると、「……あら」と口を開いた。

「冬至のお祭り中にもお仕事お疲れさまだわねえ。黒龍師団のみなさぁん？　それじゃあ、ひとつ頼まれてくれないかしら？」

「……は？」

　なぜかオネエだった。

　声もしっかり外見どおりの野の太ぶとさなので、門もん衛えいたちは、一瞬揃そろってきれいに石せき化かした。

「やだ、硬くならないでくださいな。怪あやしい者じゃございませんわよー。見ての通り、一いつ介かいの吟遊詩人ですものん。アタシ、さるおかたからのご依頼でぇ、ここの城主様に、祝福をかねた〝試練〟をさせていただきに参りましたのよん」

　思考停止したのも束つかの間ま、彼らは顔を引きしめる。

「〝試練〟をしに？　一人でか？」

「ええそうなのよー。ご城主様に取り次いでちょうだいねえ。〝天が問い地が疑い我が其を質ただす、汝なんじ、真しんに善よき夫ふ君くんたらんや〟」

　確かに枕と問いは、〝試練〟の様式だ。

　しかも、「お前は本当にいい夫なのか」という内容。新婚の黒龍公にするには、あまり趣味のいい問いかけではない。

「あのな……酔よってるのか？　どこの教会のバカだかオカマだか知らないが。いくら冬至が無礼講だっつっても、浮かれすぎだぞ。叩たたき出されないうちに帰れ帰れ」

　黒龍師団員は鼻で笑い、彼を追い返そうとした。

　だが。

「ひどい、オネエ差別だわ。じゃあ、直接顔を合わせてお尋ねするしかないわねえ──」

　彼は笑みを深め、すっと身を沈めた。

「え？」

　門衛たちが覚えているのは、そこまでだ。

「っ、!?」

　次の瞬間、腹や首筋に鋭い打だ撃げきを受け、彼らは悲鳴を上げることもなく地に沈んでいた。
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　もうすぐ、鐘つき童どう子じがユール・ベルを鳴らす頃合いだ。

（あいつもそろそろ準備に入っていそうだな。今日あたり、こちらの油断を誘おうとベルの余よ韻いんが消える直前まで待つ、くらい考えてくる頃か）

　中庭を抜け、城門のそばに向かいながら、クロウが何げなく鐘しよう楼ろうを見上げたとき、血けつ相そうを変えた兵が駆けつけてきた。

「殿下！　大変です、城門を飛び越えて妙な吟遊詩人バ　ル　ドが乗り込んできて全員次々とやられてまして……！」

「城門を、飛び越……？」

　黒龍城の正門は、見上げるほどの高さがある。とても人間では飛び越えられない。

「待て。落ち着いて正確な報告をしろ。仕掛けてきたのは何名だ？」

「はっ。なんでも、用件は〝試練〟だとかで、たった一人は一人なんですが」

　彼の言葉が終わらないうちに、正門近くから、鈍にぶい打だ撃げき音おんや怒ど号ごう、得え体たいの知れない破壊音が響いてきた。

　侵しん入にゆうを許したのは本当らしい。厄やつ介かいなことになった。

「分かった。俺が出る。残った兵は待たい機き、無駄な消しよう耗もうは避さけろ。あとは分かるな」

　クロウは舌打ちして城門に向かった。〝試練〟は通常の戦いくさと違い、要は聖職者の要求を領主が吞むか否かの問もん答どうだ。城の中まで入られてしまったのなら、騒ぎが大きくならないうちに、自分が出ていくのがいちばん手っ取り早い。

（しかし、相手は一人だと？　門衛や城の警護たちは何をやっていた。あいつら全員減給だ）

　ため息交じりに角を曲がったところで、目の前に広がる光景に一瞬啞あ然ぜんとする。

「……!?」

　死し屍し累るい累るい。

　まさにそうとしか言いようがない。

　漆しつ黒こくの制服を着た屈くつ強きような兵たちが、前庭の敷しき地ちを埋め尽くし、折り重なるように倒れている。周辺には、へし折られた武器や、崩れた城壁のかけらが積もり、まるでこの世の終わりのようなありさまだ。

　地じ獄ごく絵え図ずの中央に立つのは、背の高い紅あか髪がみの男。

　左手の聖杖と祭さい服ふくは、聖職者の中でも神兵を司つかさどる吟遊詩人バ　ル　ドのもの。確かに時期柄〝試練〟を仕掛けてくるにふさわしい──のだが。

「なんで右手はフライパン……？」

　クロウが呟いたとたん、彼はくるっと振り返る。

「黒髪に、氷ひよう海かいの瞳……あら、やっとお出まし？」

　こちらの姿を認めるなり、彼は、べっとりと返り血の飛んだ顔に凶きよう悪あくな笑えみを刻きざんだ。

「黒龍公、クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント殿下ですわねえ？　アタシは吟遊詩人バ　ル　ドガウェイン」
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　しかもオネエなのか。

　絶ぜつ句くするクロウに聖杖を向けると、彼は歌うように続ける。

「貴き殿でんに冬至の祝福〝試練〟を申し込みますわん。〝天が問い地が疑い我が其を質す、汝、真に善き夫君たらんや〟。ふさわしくないと判断される、そのときは──」

　言うが早いか、彼は聖杖を振りかぶる。




「──強制離婚させた上で両腕と頸けい椎ついへし折ってやるから覚悟しやがれ!!」

「──っ！」




　およそ聖職者らしからぬ台詞と同時に、すさまじい風ふう圧あつが身体を押す。

　クロウは、剣を抜いて攻撃を防ぎ、飛びすさった。

（馬鹿力……！）

　受け流しただけなのに、肩から腕が衝撃でびりびりと震えている。

　ただ腕っぷしが強いだけではない。恐ろしいほどの正確さと速さ。

　聖杖とフライパンを使った波は状じよう攻こう撃げきが繰り出され、クロウは瞬またたく間に防ぼう戦せん一方を強しいられる羽は目めになった。

　壁際にまで追い詰められたが、振り下ろされた聖杖で頭をかち割られるのはからくも防ぐ。とっさに避さけた追つい撃げきのフライパンが城壁にめり込み、石にきっちり円形の型を刻んだ。

　たぶん、今のは殺す気だった。

「ただの〝試練〟には見えないな。目的は俺の命か？」

　質問を投げつつクロウは、さてどいつだ、と考える。

　正直、命を狙われる心当たりなら大いにあるし、買った恨うらみはそろそろ売りさばける程度には在庫を抱えている。

「いいえまさかー。単に、あなた様を百発殴なぐって千発蹴けりを入れて叩いて投げてエビ固めの上鼻の穴に指突っ込んで奥の歯ガタガタ言わせたいだけでぇ」

「世間一般では、それを〝殺すつもり〟と言うんだ」

　何度か剣と聖杖の打ち合いを繰り返し、迫せり合いに持ち込んだ途と端たん、全身の筋肉が、悲鳴のような軋きしみを上げる。手のひらに滲にじんだ汗が、握にぎりしめた柄をすべらせる。

　すぐ目の前に、相手の顔が──聖職者どころか堅かた気ぎの人間にすら見えない、殺さつ気きをみなぎらせた凶悪なご面めん相そうが迫せまる。

「……やあだお強い。毒どく龍りゆう公こうの二つ名は伊だ達てじゃないわぁ、なっかなかやりますのねえ」

「そっちこそ。おかげさまで一転、うちの軍団の昇給についてちょっと考えてみる気になってきた」

「余よ裕ゆうですことぉ」

　琥珀色の瞳にこもる殺気が、いっそう強まった。

　そしてそれは、底なしの怒りに裏打ちされている。

「俺の統治に文句があるのかと思ったが、どうやら私し怨えんだな」

　顔に走った一本傷。獅し子しのような巨きよ軀く。紅い髪。

　その特とく徴ちようを持つ男のことは、噂でなら知っている。

　向かうところ敵なし、人型災さい害がい。かつて大陸中に名をとどろかせ、もうずいぶん昔に姿を消した、半ば伝説と化した傭よう兵へい隊長。

「お前、〝紅髪の悪あつ鬼き〟ガウェイン＝ヘラルドだろう」




「……その名なら、ずいぶん昔に捨てましたのよねえ」
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（ふう、やった二勝目達成！）

　四日目の追いかけっこは、やけに鬼が少なかった。

　正門を突とつ破ぱしたフェルは、くたくたの足を引きずり、違い和わ感かんに首を傾げながら、部屋に戻る最中だった。

　顔から血の気が引いたのは、歩ほ廊ろうに繫つながる階段の前だ。角ひとつ曲がったところに広がる一大修しゆ羅ら場ばに驚く。

（えっちょっと待って。なんでこんなに人が倒れてるの……！）

　慌あわてて駆け寄って息を確かめる。

（よかった、みんな気を失っているだけだ）

　ほっとしたところで、鋭い剣けん戟げきの音に視線を上げた。今まさに交戦中の二人を見て度ど肝ぎもを抜かれる。

（え。旦那さま……と、が、が、ガウェイン先生!?　なんでここに!?）

　一瞬、懐かしすぎて幻げん覚かくが見えたのかと目をこすったが、それならこんな悪鬼の形相で戦う姿にしないだろう。

「……！」

　しかし、クロウが飛びすさってガウェインから距離を取ったとき、動どう揺ようは、ぞっとするような恐怖に変わった。

　ガウェインの位置からは、死し角かくになって見えないはずだ。

　少し離れた空中歩廊の上、ずらりと並んだ黒龍弓きゆう兵へい。

　きっと確かな腕を持つ者ばかり。十人ほど矢をつがえ、狙ねらいはいずれも黒衣の僧兵に向かっている。

　もう少し、クロウが距離を開ければ、彼らはおそらく一いつ斉せいに──

（先生を射いる気だ……！）

　フェルは疲れも忘れて飛び出すと、一直線に彼らが交戦している雪の上へと駆けていく。

「危ない！」

　一声叫び、二人の間を割るように飛び出すと、両手を広げ──




「そこまでですわ！」




　迷わず、クロウを背に庇かばった。

　これには、クロウもだが、ガウェインも聖杖を振り上げたまま軽く目を瞠る。

（って……これで、いいんだよね!?　今のわたしは〝シレイネさま〟だから、庇うなら夫のほう。とりあえず、止まってくれたら、先生は射い殺ころされないはずで！）

　時間が凍こおったように止まった雪の前庭で、フェルは息を整えると、優ゆう雅がにドレスの端はしを摘つまんで腰を折る。

「冬至の祝福にようこそ、旅の吟遊詩人バ　ル　ドさま。クルヴァッハ公こう爵しやくの妻、シレイネ＝アリステル＝ユナイアですわ。殿方どうしの物ぶつ騒そうな問答はそこまで。確かに〝試練〟は風物詩ではありますけれど、せっかくの冬至、雪の白を惜おしむ女心もご理解くださいませ」

　要するに、血しぶきで雪を真っ赤にする気かちょっと待て、と遠回しに止めにかかるフェルに、しばらくガウェインは目をしばたたいていたが。

　やがて、彼は聖杖を地に置くと、胸に拳こぶしを当ててひざまずき、「これはご無礼を」と返答した。

「お言葉のままに。クルヴァッハ公爵、公爵夫人。冬至の馬鹿騒ぎにあてられて、無礼がすぎたようです。お許しを」

（よかった。お芝しば居いに乗ってくれた）

　フェルはほっと息をつく。

（なんでここに先生が、とか、これ夢なんじゃない？　とか）

　いろいろ思うことはあるけれど。でも。

（……会えた）

　フェルは、ちらりと先生を見やった。

　もう、離婚まで絶対会えないと思っていたのに。

（先生。本物のガウェイン先生だ！）

　そわそわする。

　たったひと月会っていなかっただけなのに、もう、ずいぶん遠くに離れてしまった気がする、孤児院での日常。

　誰よりも大事な、家族がすぐそこにいる。

　自然、頰を染そめたフェルは、クロウがいつの間にかこちらを探るように見つめていることに気づかなかった。
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「実はアタシ、セタンタ陛下の名みよう代だいなんでございますのよー」

　明るいだみ声で、ガウェインは言い切った。

　その一言と共に差し出された、緑色の封ふう書しよ。捺おされた薔ば薇らと双そう頭とうの獅し子しの紋もんを確認するなり、会話の場所は応接室に移された。

「ひええ、お会いできて光栄ですよ。っていうか本物ですか？　〝紅髪の悪鬼〟って、あの傭よう兵へいの〝一本傷の鷹たか〟ですよねえ。東とう方ほうでも子供の疳かんの虫封じに使ってた名前ですよ。それが、今は聖職者ですかあ……あ、意外にお若いんですねえ」

　部屋に茶や菓子などのひととおりを揃そろえさせたケイが、しきりに頷うなずきながら素す直なおすぎる感想を述のべる。

「失礼、使者殿。家令が無礼を。ケイ、無駄口は叩くな」

「あらヤだいいんですのよ嬉しいですからー。だって若いだなんてー、お肌に気を遣つかってないから最近どっと老ふけちゃって」

「……我が君！　なんでオネエなんですか！」

「俺が知るか」

　さっきまで決けつ闘とうまがいの真ま似ね事ごとをしていたとは思えないやりとりにも気が抜ぬけるが、セタンタ陛下に言こと付づけられたという手紙は、もっと気が抜けている。

　書き方こそ優美で格式張っていたが、内容はおおよそ以下の通りだった。

『拝啓　義弟おとうと殿

　やあやあ元気にしているかい？

　夏になればうちの可愛い妹にあんなことやそんなことをできるなんて、さぞかしご満まん悦えつだろうね！　いいね死にさらせ！

　そんな幸せいっぱいの貴殿に、祝福の気持ちを込めて〝試練〟を仕掛けてみたよ。もちろん愛情表現だよ！』

　クロウが一いち読どくして投げ捨てたくなったらしいことは、眉間の皺しわで分かった。

　なんだろうこれは、とフェルも斜ななめ下を向く。凝こった修しゆう辞じやら何やらきちんと使われた美文のはずが、全部すっ飛ばして、セタンタ陛下の声こわ音ね口調そのままで脳内再生される。不思議だ。

『ところで、貴殿の噂はよく聞いているとも。

　なんでも自領内で、我が国の兵の格かつ好こうをした盗とう賊ぞくどもを放置していたそうじゃないか。どういうつもりかな？　こちらは大事な妹を差し出したというのに。友ゆう誼ぎを深めたいとは、確か貴殿の言葉ではなかったか』

　内容がだんだん剣けん吞のんになってきて、フェルはごくりと唾つばを吞んだ。

「さすがに耳が早いな」

　隣となりでクロウが呟く。

　文面からは、イグレックが一連の黒幕だと摑んでいるのかまでは分からないが、肝かん心じんなのはそこではない。

　シレイネ姫を娶めとったクロウが、暫ざん時じとはいえエルラント領内でユナイア兵を装った賊ぞくを野放しにしていたことが問題なのだ。

『正直、貴殿にはがっかりさせられた。シレイネを差し出したのは、友好を唱となえた貴殿を信頼してのことだ。約束を違たがえるような男に、一人の兄として、彼女を預けておくわけにはいかない。そう言わざるを得ないのは、ひとえに貴殿の契約違反ゆえだとお考えいただきたい……』

　そこからしばらく、口調は穏やかだが、クロウの不ぶ調ちよう法ほうをなじる言葉が続く。

（……それは確かに、巻き込むために『シレイネ姫』を娶ったんだろうけど。領内を荒らしたり、そこまでひどいこと考えたのは、イグレックさまなんだよ）

　イグレックの陰謀を知っているフェルとしては、立場をわきまえていてもばつが悪くなってしまう。

『追伸、妹へ。

　元気にしているかな。故こ郷きようで顔を見せてくれるのを、お兄ちゃんは心待ちにしているよ』

　さらに、最後の一文を見て、思わず表情がこわばった。

（……あ、やっぱり）

　あまりに仕事の遅いフェルを心配して、釘くぎを刺さしにきたのだろう。

（すみませんセタンタ陛下！　今まさに、離婚は暗あん礁しように乗り上げてます!!）

　そこで、わざわざガウェイン先生を派は遣けんしてくるあたり、無言の圧あつ力りよくが辛い。しくしくと胸が痛む。

「……で？　結論としては、『花嫁を返せ』と来るわけか」

　薄く笑ったクロウに、ガウェインは「ただ、陛下は、無条件でいきなり返せとは言わないと。条件をつけると仰おおせですのよん」と返してきた。

「条件？」

　どこかで聞いた話だな、とフェルは聞きながら思う。

「アタシの元の名前も、身分も、セタンタ陛下はご存じなんですぅ。その上で、ご命令を出されたのですわん」

　ガウェインは指を一本立て、それから目を細めた。

「あなたが、冬至のお祭り期間中に、黒龍師団を使わず、アタシを打ち負かして、認めさせること。それが、セタンタ陛下の出された条件ですわん」

「……なるほどな。だからこそ、あの『試練』の問いが出てくるわけだ」

　汝、真に善き夫君たらんや。

　ふさわしくないと判断される、その時は、──是ぜが非ひにでも離婚してもらう、と。

「無礼講ですものねん」

　彼の実力は、黒龍師団を使ったとしてもかなりの苦戦を強しいられるほどだ。

　それを一人で叩くとなると、クロウの勝利はかなり厳しいものになる。

「もし条件をこなせなかったときは？」

「力ずくになってでも、シレイネ姫を取り戻すと」

「え……」

（力ずく？）

　セタンタ陛下が言うからには、それは要するに。

（戦争になるってことー!?）

　フェルはざあっと青ざめた。

（ぎゃあまずい、だめですそれは待ってくださいセタンタ陛下！　ぐずぐずしてたわたしが悪いんですけれども!!）

　エルラントでは『軍ぐん神しん』と呼ばれるクロウの強さはよく知っているが、それにしたってガウェイン相手だ。彼の場合、強いなどという次元の問題ではない。

（一対一サシで先生に勝つなんて、人間やめない限り無理です！）

　しかし、よく考えれば、そんな理由で戦争をおこしたくないのはクロウも同じなんじゃないか、と思いつく。

（だって、普通に考えて、用よう済ずみの花嫁を手元に置いとくのって、『シレイネさま』の名前に価値があるからでしょう）

　クロウはそもそも、対ユナイアの穏おん健けん派はだったと聞いた。

　とすれば、彼としても、せっかく友好に傾かたむきかけたユナイアとの関係を維い持じするために、離婚に乗り気になってくれるのでは？

　淡い期待を抱いたフェルだが、次の瞬間、クロウを見て息を止めた。

「へえ……？　よほど悪い冗談が好きと見える。我が義あ兄に上うえ殿は」

　わざわざ『義兄上』を強調すると、クロウは唇だけで笑った。

　魂たましいの凍るような冷たい表情に、フェルは身を竦すくめる。

（こんな顔もする……んだ）

『花嫁のシレイネ』でも、『召使フェル』でも。それぞれに、少しずつ彼に近づいた気がしていた。

　でも──

（き、気のせい、だった……？）

　そう思わずにいられないほど、彼の冷笑の奥に蠢うごめく、闇の一いつ端たんを見せつけられる。

　召使姿の時に見せてくれる優しい笑顔からは想像もつかない。彼は祖国で畏い怖ふされる『毒龍公』なのだと、改めて思い知る。

「余よ興きように付き合うのはやぶさかではないが、結果の如い何かんを問わず申し入れは断らざるを得ないな。……今いま更さら、返せるものとでも？　こちらは、迎えた花嫁に満足している」

（えええ!?）

　予想外のクロウの言葉に、フェルはひたすらたじろぐ。

　もっとも、驚いたのは、ガウェインも同じだったらしい。

「……〝冬至の試練〟は絶対ですのよん？　不実な領主だと世間になじられてもよろしいのかしらん？」

「〝毒龍公〟の評判などとっくに地に落ちて久しいだろうさ。生あい憎にくそう敬けい虔けんなたちでもなくてな。……力ずく？　やってみるがいい。一年前の敗戦で疲ひ弊へいしたユナイアに、どれほどのことができるか。見てみたい気がしなくもないからな」

　では、こちらも力ずくでねじ伏せるまでだ、とクロウは口にした。

「──それに、貴殿の〝試練〟は、たった一人。使者殿の首を刎はねてユナイアに投げ込めば、口も封じられて一いつ石せき二に鳥ちようだと思わないか？」

「……おできになるかしらねえ、それ」

（首を刎ねる!?　先生の!?）

　一いつ触しよく即そく発はつの不ふ穏おんな空気に、フェルは青ざめる。

（ちょ、ちょっと待って……話が変わってきた）

　てっきり、夫婦の神誓ゲツシユにしても何にしても、彼の気まぐれなのかと思っていたが。

「義兄上へ返事を差し上げよう。花嫁は返さない。──これはもう、俺のものだ。奪いに来るなら、何者だろうと容よう赦しやはしない。たとえそれが、彼女の肉親であったとしても。ああ、でも。伝えられるのは、貴殿が無事にユナイアに帰れたら、の話になるか……」

　何がどうあっても、彼は花嫁を手放さない、と言い出したわけで。

　それはひょっとすると、戦争とか、先生の命にもかかわる事態にも発展するかもしれないわけで──

（なんでー!?）

　この旦那さまがどういうつもりなのか、フェルにはさっぱり分からない。
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　厄やつ介かいなことになった。

（この一週間足らずで、毒龍公が先生を単身で下せなければ、ユナイアとエルラントで戦争になる……!?）

　ガウェインとの会談後、フェルは自室で頭を搔きむしっていた。

（旦那さま強いけど、先生相手で勝つなんてまず無理だよ。どうするの、どうするの！　もう本当、なんであんなこと言ったんだろう、……力でねじ伏せる、だなんて）

　何にせよ明らかなのは、「旦那さまを傷つけないよう、穏便に別れられたら」なんて、悠ゆう長ちようなことを言っていられる場合ではなくなった、ということだ。

（先生が勝ったら、なしくずしに戦争になっちゃう。ここは冬至が明けるまでに、わたしが自力でなんとか旦那さまと離婚するしかない！）

　先に離婚してしまえば、「勝てなきゃ離婚」という条件そのものが成立しない。

　最初は、荷馬車いっぱいの金貨目当てなお仕事仮嫁のはずだったのに。

（いざ現状を顧かえりみれば）

　離婚できたら一いつ攫かく千せん金きん、から、離婚できなきゃ戦争勃ぼつ発ぱつ、へ。

（条件悪化しとるがなー!?）

　おまけに、期限は〝立夏の前夜ワルプルギス〟から〝冬至ユール明け〟になった。制限時間、残り一週間弱。焦るどころの話ではない。

（うわあどうすんのこれ！　落ち着けー、落ち着いて考えるのよ、賭けの結果次第なんてちまちましたこと言わず、一気に旦那さまに愛あい想そを尽つかしてもらう方法!!）

　焦れば焦るほど、考えがまとまらない。

（……それに、もし）

　戦争になるんだったら、先生は確実に殺されるだろう。クロウは、使者の首を刎ねる、と言っていた。

　今日だって、最初こそ単身で黒龍師団兵を蹴け散ちらしていたが、もう少し暴れていたら確実に射い殺ころされていた。さすがの先生でも、矢の雨を受けてはひとたまりもない。結局のところ、数には勝てないのだ。

（わたしは大丈夫だから、〝試練〟は負けたフリをしてとりあえず逃げてください、って先生に言いにいくのは……どうだろ）

　それとも馬鹿なこと言ってないで離婚してくださいと、クロウを説せつ得とくしにいくべきだろうか。

　しかし、あんなにきっぱりと、戦になっても構わないと断言したクロウを説得できる気はしなかった。

　きっと、話は通じない。

（……やっぱり、難しかったんだ。『毒龍公』と理解し合うなんて）

　ぐるぐると渦うずを巻く思考の底で、失望が、あぶくみたいに囁ささやいて、消える。

（いいや、違うかも。どうせ話が通じないっていうより──ああ、やっぱりだめなんだ、理解なんてしてもらえないんだって。諦めるのが、怖いんだ）

　近づいたと思ったら、遠ざかる。

　近づいたって仕方がないんだと、思い知らされる。

　ぐっと拳で胸元を押さえると、滑なめらかなはずの肌が、凹おう凸とつを帯びていることに気づく。

　鎖に通された鈴蘭の指輪。

　無意識にデコルテから摘つまみ上げ、見つめる。青と白の宝石の輝きは、回すたびに冴さえ冴ざえと表情を変えてみせた。

　もう馴なれていたはずの金属の冷たさが、重みが、今さら肌に沁しみて。なんだか、鎖に咽の喉どを締め上げられるような心ここ地ちに、フェルは独ひとり唇を嚙んだ。
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（とりあえず、〝シレイネさま〟姿でお茶に招く形で、ガウェイン先生に約束を取りつけてみよう）

　その日のうちに、ガウェイン先生を訪問するつもりだったフェルは──すぐに、思いがけない障しよう害がいにぶつかる羽は目めになる。

（え、嫌いやがらせ？）

　フェルは唇くちびるの端を引きつらせ、「今なんて」とラナに確認する。

「え？　はい。ですから、ユナイアからの吟遊詩人バ　ル　ドさまは、黒こく陽よう宮きゆうにおいでになるそうですよ、って」

（黒陽宮……って。迎げい賓ひん棟とうの中でも、いちばんこの主しゆ棟とうから離れている、離れ小島みたいなあの建物？）

　同じ建物の中どころか、だだっ広い敷しき地ちの端はしの端。

　なんでそんなところに──と、覚えた疑問が最初だった。

　では、少々遠いがこちらから訪問しようか、と出かけようとしたら、部屋の前に立っていた衛えい士しに「それが、奥方さま……」と呼び止められたのだ。

「……え。ユール・ベルの賭かけ以外で、部屋から出てはいけない……ですって？」

「はい。殿でん下かからは、そう仰おおせつかっております」

　衛士の言葉に、フェルは頰ほおを引きつらせる。

（待って！　なんでいきなり、どういうことよ!?）

「分かりました。理由は旦だん那なさまに直接お尋たずねします。取とり次ついでくださいな」

「それも、お断りするようにと……申し訳ございません」

（はあ!?）

　意味が分からない。

　嫁とついできたとき以来の、自室軟なん禁きんに逆戻りということか。




　寝室の化け粧しよう台だいに向かい、フェルは顔をしかめていた。

（何考えてるの毒どく龍りゆう公こう！　しかも事情説明一切なしとか！）

「シレイネさま。えーと、眉み間けんにちょっ……結構なお皺しわが」

　髪に櫛くしを通していた侍じ女じよの声に、フェルははっと我われに返る。

「……あらラナ。ごめんなさい。いやだ、わたくしったら」

　鏡の中に映るのは、生き成なりのドレスをまとう姫君。薄うす紫むらさきのリボンで縁ふち取どったドレスは、たっぷり取った袖そで口ぐちのドレープが見事だが、庶しよ民みんの感覚からすれば「これ、手ぇ洗うときどうすんだろ」と素そ朴ぼくな疑問を感じさせる逸いつ品ぴんである。

　ドレスも優ゆう雅がに着こなすはずの〝シレイネ姫〟が、いったいどんな顔をしてしまっていたのか、考えたくもない。

　あれだろうか。孤こ児じ院いん時代、年下の子供たちと一緒に、鏡や空をよく映す朝の水たまりを発見するたび、変へん顔がお競争をやっていたせいなのか。

「いえいえ、何かお気がかりが？　あたしでよろしければ、お気軽に愚ぐ痴ちってやってください。憎にくたらしい相手がいるんなら、最高の呪のろい文もん句くも知ってるし」

（ひょっとして、その呪い文句、『ハゲろ』か『痔じになってしまえ』じゃないの？　なら、わたしが教えたやつなのよ、ラナ……）

　瞳ひとみを輝かせるラナに、フェルは曖あい昧まいに微ほほ笑えんであさっての方向を向いた。

「本当にただの考え事ですわ。故こ郷きようから突然に使者が来たものだから、驚いてしまって」

「あ、なるほど。そうですよね……でも、あたしもびっくりしちゃった。ガウェインさま、でしたっけ。遠くからお姿を拝見しただけですけれど、ほれぼれするような美び丈じよう夫ふじゃないですか！　黒の祭さい服ふくがあんなに似合う吟遊詩人バ　ル　ドは初めてで。背も高くって、鍛きたえ上げられた身体からだに鮮あざやかな紅あか毛げ。しゃべるとお声はどんななのかしらって思っちゃう」

「そうね…………低めで、とても素す敵てきなお声ですわ」

　ただオネエなだけで。

「奥方さまといい、ユナイアって、綺き麗れいなかたが多いんですか？」

　淡たん紅こうを帯おびた銀色の髪をひと房編み込んで小ぶりな花の宝石飾りをちょんちょんと散らしながら、「月の光みたいなお髪ぐし」とラナは呟つぶやく。

「あたしも他の子も、奥方さまの髪には、白いオパールと赤みの強い真しん珠じゆだけは絶対飾らないようにしようって言ってるんですよ。銀ぎん髪ぱつのほうが見事だから、絶対くすんじゃうって」

「え、そ、そう。ええと……ありがとう」

　反応に困って、フェルは笑って誤ご魔ま化かした。

　本物のシレイネさまなら、きっと優雅に受け流すのだろうけれど。

「クルヴァッハは鉱こう物ぶつ資し源げんが豊ほう富ふですから。このあたりで採とれる特産の石なら、折ると青く光る、珍しい夜や光こう石せきとか、髪に飾ってみても面白いかもしれないですよね。うーん、あとはやっぱり……夕ゆう輝き晶しようですね。瞳のお色と同じだから、お似合いになるかはちょっと分からないですけど」

（夕輝晶って、妖よう精せいが引き寄せられて酔ようっていう、赤い石？）

　ダイヤモンドより高価な、夕暮れ色の石。

　名前くらいは聞くが、ユナイアにおけるフェルの日常では、見ることすら叶かなわない品だ。

「……夕輝晶は」

　その言葉を聞いた途と端たん、なんだか頭がぼうっとする。

　──〝甘い甘いざくろ石、青いぶどうのエメラルド、黒いぶどうのアメジスト。でもね、あなたはね、フェル〟

　フェルはぼんやりと呟いた。

「それは、だめ」

　持っていると、妖精にさらわれてしまうのよ。

　深い緑の中庭。ほのかに笑う、紅あかい唇。

  ──〝かわいいフェル。でもね、その黄昏たそがれは、決してあなたに禍わざわいを呼ぶばかりでは、ないのよ？〟

　使い方を吞のみ込こめば、きっと。

　とんと頰ほおを押す、白い指の感触が、不思議と生なま々なましく甦よみがえる。

　いいや、頰ではない。彼女は、薔ば薇ら色いろの爪つめで、つっと肌をなぞって円を描いた。囲い込まれたのは──

　フェルは、無意識に手を上げ、指先で同じ軌き跡せきを辿たどる。

（……目、を）

　あれは確か、王宮の奥。ガラス張りの浄じよう室しつを背景に、そこから先の記き憶おくがない。

「え、夕輝晶お嫌いなんですか？」

「はい？　え、いえ……その、なんでもありませんわ。ちょっとぼんやりしていて」

　フェルは慌あわてて首を振り、誤魔化した。

（あれ、いつのことだっけ。シレイネさまと話してたときだってのは確かなんだけど……）

　ぼんやり考えていたら、こんこん、と扉を叩たたく音で我に返った。

「どなたですか？」

　フェルの髪を仕上げ終わったラナが、即そく座ざに駆かけていって取り次ぎをする。

「奥方さま、お客さまです。お通ししてもよろしいでしょうか」

「お願い」

　頷うなずいて立ち上がり、はて誰だろうと首を傾かしげる。

（あ、先生が訪ねてくれたとか？　ってのは無いか。毒龍公も考えにくいし）

　ところが、居室から客間へ入ったフェルを迎えたのは、予想もしなかった人物だった。
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「いやあ突然訪問した無ぶ礼れいにもかかわらず、快こころよく受け入れていただける懐ふところの深さ！　ありがとうございます奥方さま。お部屋に突とつ撃げきかけたなんて知られたら、自分め鼻から生きたカワウナギを突っ込まれそうで恐ろしいですけどね！　誰にとは、ええ誰にとは申しませんが」

「いいえ、ちょうど退たい屈くつしておりましたの。お見舞いくださって嬉うれしいですわ、ケイさま」

　立て板に水のしゃべりを適てき当とうに聞き流しつつ、そういえば彼と話すのは久しぶりだな、とフェルは思う。以前、廃はい材ざいを孤児院に送ってもらったとき以来だ。

　この城の家か令れいであると共に、〝エルネットさりた〟なる怪あやしげな商会も営いとなむケイ＝サリタは、フェルにとって、ある意味クロウ以上に得え体たいの知れない存在である。

　ラナが大急ぎで厨ちゆう房ぼうに走って用意してくれた、乾かん燥そうさせたラベンダーやミントの生なま葉はを合わせた珍しいお茶を勧すすめながら、フェルは内心戸と惑まどっていた。

（隙すき間ま愛あい好こう者しやらしいけど、この部屋に挟はさまりやすい場所なんてあったっけ……あ、でもベッド下は死し守しゆしないと。掃除道具がしこたま隠かくしてあるし）

　おまけに、彼は何やら大きな麻あさ袋ぶくろを背せ負おってきた。置くときに、がちゃりと音がしたから、何か固くて軽いものがたくさん入っているのだろう。

「あの。ケイさま、どうされましたの？」

　フェルが尋ねたとたん、ケイはふと表情を改める。

「実は」

　普段の軽けい薄はくとも取れるへらへら笑いが引っ込むと、切れ長の目は思いのほか鋭するどい光も帯びるのだと知る。

　我知らずフェルは唾つばを吞のんだ。

「お伺いしたのはほかでもない、奥方さまに重要なお願いがあってのことです。真まことに、ゆゆしき事じ態たいが発はつ生せいしましたので」

「ゆゆしき事態？　重要な、お願い？」

　おまけにケイは、そばに控ひかえていたラナを退たい出しゆつさせた。

（重要な話……って。先生がらみのこと？　それとも、ユナイアとの関係がどうとか）

　搔き立てられた不安を、フェルは無理やりお茶で流し込む。

「まあ、わたくしでよろしいのでしょうか。あまり難しいことは、分からないけれど」

（ど、どうしよう。戦争云うん々ぬんの話なんかされたら、身代わりのわたしじゃ滅めつ多たなこと言えないよ！　『おほほお兄さまったらご冗じよう談だんが過ぎますわよね！』とか先手打つべき!?）

　笑みを顔に張り付けながら内心汗ぐっしょりなフェルに、「それが……」とケイは声を低めた。




「置きメガネです」

「セタンタお兄さまのことでしたら……って、は？　オキメガネ？」

　なんだそら。




　目を点にしたフェルは、おうむ返しに聞き返した。

「はい置きメガネ。奥方さまのお部屋にもひとつ、ご協力いただきたく」

　言いつつ、彼は袋から一本メガネを取り出す。

（って。その大袋、まさか中身全部メガネ!?）

　ぎょっと身を引いたフェルは、次の言葉に今度は危うくのけぞりかけた。

「実は殿下から、この黒こく龍りゆう城じように、割れたメガネを無理やり糊のりに浸ひたした紙で補ほ強きようして使っている召めし使つかいの娘がいるというお話を聞きまして」

「……」

　どうしよう。

　それ、たいへん、心当たりがあるのですが。

「ゆゆしきことです。同じメガネっ子として、そんなかわいそうなメガネをかけたかわいそうな娘が同じ城で働いていると思うと胸が張り裂さけそうな自分めがかわいそう」

　要は自じ己こ愛あいじゃねえかと突っ込む余裕もなく固まるフェルに、「しかし」とケイは自らのメガネを指先で押し上げた。

「調べてみてもそのメガネ……じゃなくて娘がどこにいるのかいっかな摑つかめないのですね。そこで、ひと部屋にひとつ、そのかわいそうなメガネ娘のために、ついでに若じやつ干かんの宣せん伝でんも兼かねて、〝エルネットさりた〟オススメのメガネをそっと置いていこうと思いまして」

「へ」

「自分め親切！　最高！　最強！　というわけで、ひょっとしたらこの部屋にも入るかもしれないのでひとつそこの薄暗がりの隙間にでも」

「お断りします」

　フェルは素で返した。

（ひと部屋ひとメガネ!?　拾うかどうかも分からない相手になんてもったいない！）

「侍女に命じて、その割れメガネの召使はわたくしが捜させておきます。ですからわけの分からない無む駄だ遣づかいはおやめくださいな、ケイさま」

「やあ本当ですか助かります！　じゃ、ついでにコレも託ことづけお願いします」

　にこにこ笑って、女性向けの瀟しよう洒しやなメガネを手渡され、フェルは渋しぶい顔をする。

（次から変へん装そうするときはコレ使わないとだわ……名めい簿ぼに名前載ったからか、なんか、だんだん召使姿がなじんできたような周しゆう知ちされてきたような）

「さて」

　半はん眼がんでためつすがめつしていると、ケイは普段のにこにこと奥が読めない笑みを戻し、何げなく口にした。

「それではお礼に、なんでも質問に答えますよ奥方さま。今まさに、何か訊きたいことがあるんじゃあないかと拝はい察さついたしますけれど」

「え？」

「我が君は不器用なかたでございますからねえ」

「！」

　彼の言葉に、クロウがなんの説明もくれずフェルを部屋に閉じ込めてしまったことを示しているのだと悟さとる。

　一瞬ためらったものの、フェルは素直に感想を口にした。

「……正直、旦那さまが何を考えていらっしゃるのか摑みかねてますわ」

　いっときは、彼の心が、分かるような気がしていた。

　分かりたいような思いもあった。

　けれど、今は駄だ目めだ。

　一度近づいたように感じられたのは、きっと錯さつ覚かくだったのだろう。

「仕方ないですよ、奥方さま。我が君はきっと奥方さまが心配なんです」

「心配？」

「あはは、びっくりしたでしょう。奥方さまの驚きを、自分めなりに再現するとこうですね──『あのひと、対ユナイア穏おん健けん派はじゃなかったんですのっ!?』とか」

「……！」

　フェルは息を吞んだ。

　実際その通りだ。というか、そうではないのだろうか。

「失礼ながら、奥方さまは見み誤あやまっておいでかもしれません。あのおかたは、領地の拡大やら権けん力りよくやら何やらには、さっぱりご興味がないから、よく誤解されがちなんですけどね。別に穏健派じゃあないですよ。もちろん平和主義者でもない。そうですねえ、強しいて言うなら、『箱はこ庭にわ主しゆ義ぎ』？」

「はっ、箱庭主義……？」

「ええ。箱庭を守る龍りゆうなんですよ」

　聞き慣れない響きにぎこちなく首を傾げるフェルに、「箱庭っていうのは、ひとつはこのクルヴァッハです」とケイは人さし指を立てた。

「もうひとつは、懐に入れた人々、ってとこでしょうかね。一度抱き込んだものは、何に代えても守り抜く。わざわざ戦わないのは、戦わずに済むならいちばんってだけで、彼の箱庭に無む造ぞう作さに触ふれる手があれば、叩たたき潰つぶすこともためらわない程度には冷れい酷こくだ。それって、平和主義でしょうか？」

「いえ……」

　フェルはなんとも答え難がたくて、曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

（彼は、箱庭を守る龍）

　美しく豊かなクルヴァッハを翼つばさに抱いだき、凍こおれる海の目を光らせる、黒い鱗うろこの。

　不思議な言葉だった。彼に感じていた、さまざまな疑問。その答えの一いつ端たんを、少しだけ垣かい間ま見た──ような。

　まして奥方さまは病弱でいらっしゃるから、とケイは続けた。

「あっさり嫁とつがせておきながら、イチャモンつけてバツイチにしようとする、セタンタ陛へい下かのお考えには自分めもちょっと首を傾げますからね。あなた様は、元は敵国の姫君でも、今は自国の奥方さまです。きっと我が君なりに守るつもりでいる結果が、現状なんでしょう」

「では、あの流れは、今のわたくしの身の上を慮おもんぱかってくださってのことと？　だとすれば……お気持ちは嬉しい、と思うべきなのは分かっています、けれど。とてもそうは」

（だって、戦争だよ？　それに、先生を殺すなんて）

　あんなに極きよく端たんに、振り切れるものなのか。

（冷たい目だった。知らない人みたいで）

　思い出すと、今でもぞっと背筋が凍る。フェルは、ドレスの膝ひざを、無意識に強く握にぎりしめていた。

　ここに嫁とついできたときも、なんて恐ろしくて酷ひどい奴やつだろう、と感じたことがある。

　けれど、今思えば、あれでも手て加か減げんされていたのだと、そう実感した。

　切り捨てる対象には、どこまでも冷たい眼めをする人なのだ。

　ケイは、そんなフェルの心を読んだかのように「極端ですよねえ」と腕を組んで頷うなずき、また笑う。

「ただ、あのおかたは数年前の陰いん惨さんな事件をまだ引きずっているので、今しばらくは大目に見てあげてほしいなあ、などと家令としてはちょこっと思っちゃうわけでして」

「え」

　ぼんやりしていたところに、何なに気げなくケイが口にした一言で、フェルの考え事は全部吹き飛ばされた。

「陰惨な事件？」

「詳しくは申し上げますまい。ただまあ、我が君がクルヴァッハの平へい穏おんにこだわったり、箱庭主義者になっちゃったのには、それなりに理由があるんですよねえ、とだけ」

「理由……って？」

「内ない緒しよです。だから奥方さまも、自分めがほのめかしたことは内緒にしておいてくださいね」

　これは自分めしか知らない極秘情報ですからー、と。

  フェルが息を吞んだことに気づいていないはずはないのに、ケイは笑ってはぐらかしてしまう。

「あるじはね。箱庭のうちに閉じ込めた者を、決して出したがらないんですよ。手元に置いておかないと守れないかもしれないって、思うんでしょうねえ」

　フェルは押し黙った。整理できない情報が、くるくると頭の中で踊っている。まるで、渦うずに吞まれる無数の花びらみたいに。

　どこまで本当か分からないけれど。

（……彼の箱庭は、触れることも、出ることも叶わない）

　陰惨な事件とはなんのことか。

　別に、フェル自身にとってはどうでもいい情報のはずなのに。

「では長居しました！　押し込め状態で気分もおふさぎでしょうけれど、よろしければお手軽娯ご楽らく商品をご紹介しますよ。エルネットさりただけの特別企画〝独どつ居きよ老人ままごと道具〟や〝永遠持続ひとりしりとり会話帖ちよう〟とか」

「しなくていいです」

　反射で宣伝をぶった切りつつ。

　底抜けに明るいケイの声が、常より上うわ滑すべりに聞こえ、フェルはぼんやりとティーカップを見つめた。




　旦那さまについて気がかりな情報を貰もらった。

（離婚作戦には……だめだー、使えないわ）

　というより、そもそも情報が少なすぎるし、言い回しから察さつするに〝使う〟とか〝使わない〟を考えてはいけないたぐいのものだった。

　隣りん家かの家庭の事情をうっかり耳にしてしまったような後あと味あじの悪さが残る。だが、心のうちに凝こったしこりは、どうもそれだけではないような。

（いったいなんなの、『陰惨な事件』……って）

　彼の箱庭に手を出す者は、決して許さないというクロウ。

　何があって、何を思って、彼はこの地を守っているのだろうか。

　そして──その守りたいものの内には、本当に今の『シレイネ姫』も入っているのだろうか……。

（知ったこっちゃないでしょ。わたしには、関係ないんだから）

　しっかりしろ！

　ぱん、と軽く両手で頰を打ち、「よし」とフェルは気を取り直した。

　とりあえず、何をすべきか。先生に、「わたしは大丈夫だから逃げてください！」と言うのが優先だ。

（それが一番、安全なんだよね……）

　最善ではないが、最悪の事態は免まぬかれるはずだ。

　先生が逃げてくれさえすれば、彼が殺される危険も、戦争になる危険もなくなるわけで。

　それから、説得自体は望み薄でも、クロウとも話しておいたほうがいいだろう。

（黒陽宮に行こう。で、その後で、旦那さまを見つけてそれとなーく探りを入れる。相手が何考えてるのか分からないままじゃ、戦いようがない、ってのは彼自身が言ってたことだし）

　残念ながら〝シレイネ姫〟姿では動きを封じられてしまったが──

（そうよ。お給金が出て、めでたく『バレてるかも疑惑』が晴れたところだし。今のわたしは〝召使フェル〟なら動き放題なのよ！）

　先生、クロウ。この順番。

　もともと、二人に会う予定ではあったのだが──




　約やく半はん刻ときののち。

　お仕し着きせに身を包み、めでたく新しいメガネにかけ替えた召使姿のフェルは、城の端っこの離り宮きゆう、黒こく陽よう宮きゆうの前に立っていた。

　黒こく龍りゆう城じようは、皇こう帝ていの実じつ子しに与えられる『龍公』位の城の中でもとりわけ広く、ひとたび主棟を出れば、ちょっとした迷めい路ろのようだ。

　葉を散らした木々の枝に、晴れた空を透すかし見る。

（あ、秋につくはずのナナカマドの実がまだこんなに残ってる。きっと、これからもっと雪が降るんだ。……孤こ児じ院いん、大丈夫かな。余計先生には、早く戻ってもらわないとだ）

　ナナカマドのたくさん実る年は、大雪になる。たわわに実った小さな赤は、清きよらかな雪の白や、抜けるように澄すんだ蒼そう穹きゆうによく映はえた。

　雪に残る轍わだちや足あし跡あとは、黒陽宮の方向にだけはまったく見当たらず、人の出入りはないのだろうか、と少し疑問に思う。

　さくさく雪を踏ふみ分けて辿り着いた、墨すみ色いろのスレートを使った離宮の建物を見上げ、フェルは凍こおった息を吐はいた。

　門もん扉ぴはかたく閉ざされている。──ということは、やることは決まっていた。周囲をきょときょと見渡してみても、人っ子ひとり、見当たらない。

「よっと」

　この仕事中、なぜか壁や柵さくによじ登る能力に磨みがきが掛かったフェルである。

　猿さるもびっくりの身軽さでひょいひょいとアイアンレースの高柵を越え、フェルは離宮の前庭に着地した。

（さて、先生はどこ──あ）

　探すまでもなかった。

　顔を上げたところで、離宮の建物の前で、呆あつ気けに取られたようにこちらを見るガウェインと目が合う。

「どちらさま？　……お手伝いさんはお断りしているのだけどん」

　しばらくぽかんとしていた先生が、やがて戸と惑まどいがちに口にした一言に、フェルは「あ」と思う。

（そっか。この姿じゃ別人だし、わたしだって分かりようがないよね）

　変へん装そうを解とくわけにもいかないし、どこから説明したものかと一瞬迷ったフェルが何か言う前に、ガウェインはすぐに大きく目を見開く。

「って。まさか、…………フェルディアちゃん？」

「そのまさかです」

　ガウェイン先生よく分かりましたねー、と続ける前に、フェルは駆かけ寄よってきた彼に思いっきり抱きしめられていた。

「っ、せんせ……」

　分ぶ厚あつい胸むな板いたに押しつけられて息が詰まる。けれど、声が出ないのは、決して息苦しいからではなくて。

　咽の喉どが渇かわき、鼻の奥がつんとする。じわりと視界が滲にじむ中、フェルは、黒い祭服の胸元を握にぎりしめて大きな身体からだに強く顔を押し当てた。

「本当の本当にフェルディアちゃんね？　何も酷ひどいことされてない!?　されてないのね、……良かったわ……無事で……」

　しゃくり上げ、くぐもった嗚お咽えつを漏もらすフェルの背を、先生は何度も柔やわらかく叩たたいた。

　誰より広い肩に、昔から変わらない、おひさまのにおいのする祭服。それがひどく懐なつかしくて、安あん堵どが込み上げる。

（そっか。心細かったんだ、わたし）

　大それた仕事を引き受けて、わけの分からない非ひ常じよう事じ態たい続きで。

　慣れ親しんだ日常の気配に、しっぱなしだった緊きん張ちようがほろほろと崩くずれる。フェルは目を閉じて、大きく息を吸い込んだ。

「……じゃないわ。まったく良くないわよお馬ば鹿か！」

　感動に浸ひたっていたフェルは、ふと、みしっという不ふ穏おんな音に我われに返る。

「いだだだっだ先生！　キまってます、いきなり腕の関かん節せつキメないでください!?」

「聞かないわよ！　こーのー子ーはー！　夕方には間に合わなくても、夜や間かん市いちの特売終わったら絶対帰るんじゃなかったの!?」

「！」

　そういえば、そういう約束をしっぱなしで来たのだった。

「あ、あの時は帰るつもりだったんです、よ。いやあ、セタンタ陛下に伝言はお願いしたんですけど……よく覚えてましたね、そんな台詞せりふ」

　しどろもどろになりつつ、あさっての方向を向くフェルに、「当たり前じゃない！」とガウェイン先生は目を吊つり上げる。

「何度も何度もその言葉を思い出して悩んだわ。あなた可愛かわいいし、人ひと攫さらいにでも遭あったんじゃないかって！　どんだけ心配したと思ってるの！　仕事に行くって出かけたきり戻ってこないし、そうこうしてたらお城から謎なぞのお金ととんでもない遣つかいが来るし……アタシ、もうちょっとで雇い主に殴なぐり込こみをかける寸すん前ぜんだったわよ」

「え」

　そりゃまずいです、とフェルは青くなった。

（でもちょっと待った。一吟遊詩人バ　ル　ドのガウェイン先生が使者として遣わされてきたこと自体、よく考えれば変な話じゃない？）

　基本的に、聖せい職しよく者しやたち──教会は、王権から独立した存在である。最高位の樫樹の賢人ド　ル　イ　ド、次ついで預言者ウアテスが組織をまとめ、下位に置かれた語フりイ部ラ、吟ポ詠エ詩ル人ジ、吟遊詩人、が民みん衆しゆうへの布ふ教きようや慈じ善ぜん事じ業ぎよう、教会の警けい護ごなどを担になっている。

　無言の掟おきては、『相そう互ご不ふ干かん渉しよう』だ。

　国の中にあって、完全に支配下には置かれず、それゆえに完全な庇ひ護ごも受けない。通常、一国の使者として聖職者が遣わされるなど、考えられないことだ。

　フェルは急に不安になった。

「……先生。陛へい下かとは、どんなお話になってるんですか？」

「んー？　内緒。いいのよそんな些さ末まつなことは。……あなたが無事だったんだからいいの。良かったわ、元気そうで」

　ふわ、と身体が浮く。ぐんと目線が高くなり、すぐ下に、彼の紅い頭があった。

　子供にするみたいに腕にフェルを腰こし掛かけさせて、「まったく」とガウェイン先生はため息をつく。

　それから、空あいた片手でむにゅーっとフェルのほっぺたをひっぱった。

「まーたそんな、おしゃれのかけらもない格かつ好こうしちゃって」

「いひゃいれふ、へんへい」

「おさげに、そっけないお仕着せに、相あい変かわらずね。あら。でも、そのメガネはちょっといいものじゃない。細身の意い匠しようで、銀のつるも凝こってて」

　いいえ先生、昨日まで割れた瓶びん底ぞこメガネを繫つないで使っていました。ノリで告白しかけたが、笑顔のまま地面に落とされそうなので黙っておいた。

「それより先生、みんなは？」

「今は〝雇やとい主ぬしさま〟がお金の工く面めんをしてくださって、知り合いの語フりイ部ラが預かってくれてるわん」

「それであの、わたしの送った廃はい材ざいは」

「あれね！　ありがとねん、助かったわよう、みんな隙すき間ま風かぜに悩まされずに過ごせてる。送り主があなただって、すぐ分かったわ」

「やった！」

　先生の首に腕を巻きつけ、首くび筋すじに額ひたいを押し当て、フェルは声を立てて笑った。久しぶりに思いっきり笑えた気がする。

「でも、怖かったでしょう。よりによって嫁ぎ先があの〝毒どく龍りゆう公こう〟だなんて」

　敵てき将しようの頭ず蓋がい骨こつで作った杯さかずきを愛用してるとか、若い娘の断だん末まつ魔まを音楽代わりに毎日楽しんでるとかいうエルラント随ずい一いちの魔ま物ものに、一時的でも代わりに嫁がせるなんて……と、ガウェインは片手で顔を覆おおった。

「いくら妹姫が大事だからって、なんって無む茶ちやさせるのかしらね、陛下も」

　思い出すとまた腹が立ってきた、と怒いかりを含んだ先生の声に、フェルは目をしばたたく。

「しかも、ユナイアを踏みにじってでもシレイネ姫は留とどめておくって？　あんなにほいほい戦争を口にするなんて、噂うわさ通りの男だったみたいね。そんな奴やつに、うちの子が仮でも嫁ぐなんて、……あー、折るなら頸けい椎ついかな、やっぱり」

「えーと……そうでもないかな、みたいな」
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　言っているうちに、クロウの寝ね首くびでも搔きに行きそうな勢いきおいになってきた先生に、フェルはおそるおそる言ってみた。

「噂ほど、殿下は危なくないですよ。最初は冷れい淡たんで怖かったんですけど、理わ由けあってのことだったし、いちおう話は聞いてくれるし。性格は間違いなく悪いんだけど、優しいところとか……誠実だって思える面もあるし。この間なんて、危なく斬きられそうになってたわたしを、身を挺ていして庇かばってくれたんです、よ」

「斬られそうになっただぁ!?」

「わーっ、たとえ話です！　ええと、重要なのはそこじゃなくて！　そんなに捨てたもんじゃないですよってところで！」

　あと、笑うと結構、印象が変わるんです。日ひ溜だまりみたいで、少し無む邪じや気きで、雰ふん囲い気きがぐんと柔らかくなって。

　召使姿のときの、兄のように思いやり深く紳しん士しな態度と、姫君姿の時の、少し怖くて、意い地じ悪わるで、でも艶つやっぽい顔。それぞれで見せてくれる表情が違って、それぞれで、目が離せなくなって。

　もうちょっと見ていたい気もする──あの青い瞳ひとみを思い出しながら、フェルは一いつ生しよう懸けん命めい言葉をひねり出した。

「まだ何もされてないし、きっとなんだかんだワルプルギスまで掟は守ってくれる人だと、思います。だから安心していいです」

　続けながら、あれ何言ってんだ自分、と我に返る。

　そんなに危ない仕事じゃないから大丈夫ですと言うだけのはずだったのに。

（なんでこんなに……旦だん那なさまのこと庇ってるの、わたし？）

　戸惑うフェルの顔を、ガウェインはフェル以上にぽかんとした様子で見つめている。

「フェルディアちゃん、あなた……？」

「えーと、だから要するに心配いりませんからってことで！　ところで先生、さっきから気になってたんですけど、首どうしました？　なんだか赤くなって……」

　無理くり話題を逸そらそうとしたフェルは、不意に響いた、外門の開くきいっという音にはっと身を竦すくませた。

　さくさくと雪を踏み分けて近づいてくる足音。

　先生に抱きかかえられたまま首を後ろに振り向けたフェルは、突然の来訪者にぎょっとする。

「……フェル？」

　聞き慣れた声が含む冷えた気け配はいに、「やばい」と本能が告つげていた。

「で、殿下……なんでこんなところに!?」

　間違いなく、いちばん見つかりたくなかった相手だ。

　フェルはびしりと石せき化かした。

「それはこっちの台詞だ。お前の持ち場は主棟のはずだが。こんなところで何をしている」

　感動の再会に浸ひたっていました、とも言えず。

　かといって、ガウェインの腕に抱えられている状況を、いかんとも言い訳しがたく。

「いえ殿下、実は今わたし、『この出会いに感謝！　一度会ったら友達だ自己週間』中でして！　初対面の相手と抱ほう擁ようも交かわせる開放的な環境って素す敵てきだなとか思いませんか」

「……お前、ちょっとケイに似てきたな」

　苦しいにもほどがある説明をしながら、不安から先生の頭にしがみつく手に力を込める。そんなフェルに、クロウはすっと目を眇すがめた。

「答えろ。ユナイアの使者と、いったいどういう関係だ……？」

「あら殿下ー、どうされましたのん？　アタシ、こーんなすみっこに追いやられたからには、冬至ユールまで放置されるか、邸やしきごと焼き殺されるか二択だと思ってたのにぃ」

　さらっと毒を吐くガウェインに、クロウは「いや？」と涼すずしい顔だ。

「簡単に焼き殺されてくれる相手ならともかく、無駄に城の一部を欠くことはしない。ちょっと貴き殿でんに話があった。……しかし、それのことを訊きくのが優先のようだな」

　声を低めるクロウから守るように、フェルを抱く腕に力を込め、「そうねえ、是ぜ非ひ。アタシもお話したいわねえ」とガウェインは微ほほ笑えんだ。




（この展開は予想外だった）

　フェルは、口許を引きつらせていた。

　白と黒を基調に調度を揃そろえた黒陽宮の客間は、ところどころ壁に施ほどこされた螺ら鈿でん細ざい工くの草花が美しい。白いスレートの暖だん炉ろにあかあかと薪まきがくべられ、心安らぐ空間──のはずなのだが。

「やん、うちの子がお世話になってるみたいでえ、もう本当に驚きましたわん」

「ああ。孤児院育ちとは聞いていたが、新入りの召使が貴き殿でんの養やしない子ごとは思ってもみなかったから、正直驚いている」

　真ん中に、象ぞう牙げと黒こく檀たんであつらえた東とう方ほう風のテーブルを挟んで。

　右に、ガウェイン先生。

　左にクロウ。

（なんて間の悪い……まさか、先生がわたし、っていうか、『召使フェル』の保護者だってバレるなんて。旦那さまの誘ゆう導どう尋じん問もん怖すぎる……！　でも、だからって、なんでこんな恐怖の三者面談に発展したんだっけ？）

「自由にさせていただいているみたいで何よりですわあ。だって、うちのお姫様に拝はい謁えつを願おうとしたら、なんだか幽ゆう閉へいまがいのことをされていらっしゃるみたいでえ」

　おまけに、ガウェイン先生はよほどもろもろ腹に据すえかねているのか、ちっとも自じ重ちようしてくれない。

　フェルとしては、彼の心配は、涙が出るほど嬉しい。

　でも、このあとの展開が恐ろしすぎて、別の意味でも泣きそうだった。

「人聞きの悪いことを。体調を崩くずしたから休ませているだけだ」

「へえー。先ほどまでは、とてもお元気そうでしたけれど。うふふ」

「はは。少し目がお悪いんじゃないか」

（表面上、笑ってるんだけど全然笑って見えない！）

　よく考えなくても、片や「お前をぶちのめす」と宣言したほう、片や「受けて立つが最後は殺す」と返したほう。会話が成り立っているのが不思議なくらい、空気が殺さつ伐ばつとしている。

　彼らのやりとりの行方ゆくえには、戦争が、何よりも先生自身の生命の危機がかかっている。聞いている身としては気が気ではない。

（お願いですから、先生。抑えて、抑えてー！）

　フェルははらはらしつつ、居たたまれなくなって声をかける。

「お茶のご用意ができました」

　白はく磁じのポットと、揃いのティーカップ。お茶の芳ほう醇じゆんな香りが、暖かな部屋の空気に溶とけ、張り詰めた気を和やわらげる。

　白い皿に盛られた、細かく刻んだくるみなどのナッツを惜おしげもなく練ねり込んだクグロフには、とろりと泡立てられたクリームや林りん檎ごの甘あま煮にがたっぷり添そえられている。「いつも自分でしてますもの」と、ガウェインが断ってしまったので、今、黒陽宮には使用人も料理人もいない。厨ちゆう房ぼうの有り合わせで急ごしらえしたにしては、我ながら上出来だった。

「では、わたしはこれで」

「……いや、ついでにお前も座っていけ」

　そのまま出ていこうとするフェルを、クロウは呼び止めた。

「え？　はあ……よろしいんですか？」

「出ていかせたところで、どうせ、部屋の外で扉に張り付かれるのがオチだろうが」

「うっ」

　フェルは視線をさまよわせた。

（まあ、盗ぬすみ聞きするつもり満々だったから、いいんだけど！）

　向かい合わせに座るクロウとガウェインを見比べたフェルは、無意識にガウェインの隣を選び、軽く一礼して腰掛ける。

　その選せん択たくに、クロウが少し眉をひそめたことに、フェルは気づかない。

「お気き遣づかい感謝しますわぁ、黒龍公。あら？　フェルディアちゃん。自分のがないじゃない」

「そりゃあ、召使が同席って普通、ないですし」

「じゃあ、アタシのをお食べなさいな」

「え、そんな、いいです。先生のじゃないですか」

「いいからいいから。ほらお茶も」

　ガウェインが、自分の食べる分まで、やれ食えそれ食えと勧すすめてくるのは、いつものことだし純粋な親心からなのだが──傍はた目めには、食べ物を仲良く分け合う恋人同士に見えなくもない。

「フェル。こっちも食べるといい」

　なんとなくむっとした声こわ音ねで、クロウが自分の前のクグロフも滑らせてきたので、フェルはきょとんとした。

「え。殿下、クグロフお嫌いでしたっけ？」

「……別に。今は食欲がない」

「？　ありがとうございます」

　首を傾げながらも頭を下げるフェルの隣で、ガウェインも目をしばたたかせている。

「あらあら、まあ。お菓子をくださったり、ご同席を許していただいたり。不思議なほど、よくしていただいてるんですのねー。……でも」

　急にむにっと頰ほおをつねられて、フェルは肩を竦ませた。

「フェルディアちゃん？　本当に！　売ばい春しゆんまがいのひどいお仕事を請うけたら、親子の縁を切るわよっていつも言ってたわよねん？」

（ギャー先生！　お怒りはごもっともだし心配はありがたいけど、発言が超ぎりぎりです！）

　身代わりについて知らないクロウからすれば、気づくべくもない皮ひ肉にくではあるが、それにしたってだ。フェルは真っ青になって、慌あわててその場しのぎの言葉を探しにかかるが、彼女が口を開くより、クロウの反論のほうが早かった。

「……売春まがい、とはここでの仕事のことか？　失礼なことを。彼女には城内美化を少し手伝ってもらっているだけだ。ここは至いたって健全な職場だし、俺は妻以外に手を出す気はない。親おや御ごさんは安心して帰ってもらって構わない」

　この人ってこんなイイ笑顔で笑うっけ。思わず、フェルはクロウをまじまじと凝ぎよう視ししてしまった。次ついで、先生の顔を盗み見る。

『その妻に手を出すのが大問題なんだよ』、と彼の顔に、でかでかと書いてある。フェルの頭から血の気けがさらに五割引いた。ちなみにここまでの流れで、残った血の気は残り数すう滴てきといったところだ。

「あら間違えちゃった。親子の縁は切らないけど、手出しした最低野郎を去きよ勢せいして海に沈めるって言ったんだったわ、ねえフェルディアちゃん」

「ふうん。そろそろ独り立ちして嫁に行っても然しかるべき年頃なのに。過保護な親を持つと苦労するな、フェル」

（ギャー！　わたしを挟まないで！）

　なしくずしに巻き込まれて冷や汗が出る。

「あ、あのっ！　先生、首が痒かゆいんですか？　さっきからしきりに搔かいてらっしゃるから」

　フェルは苦しい話題転てん換かんを図はかった。とはいえ、彼が赤くなるほどうなじあたりをがりがりやっているのは、ずっと気になっていたことだ。

「うーん、そうなの」と、先生はちょっと苦笑する。

「この城に来てからなんだけど、すっごく首のあたりがもぞもぞして。……何か、悪い虫でもいるのかしらねえ」

「あいにくと、よそ由ゆ来らいではないかな。うちは衛えい生せい管理には気を遣つかっているから」

「あらやだ、ごめんなさい。まあ、悪い虫なら一匹は確実に存じ上げてるんですがねえ」

「へーえ？　心当たりがないな。どこにいるのか、是ぜ非ひご教きよう示じ願いたいものだ」

「うふふふ。意外とすぐそばにおりますわよん」

　戻った。せっかく話題変えたのに。

　しかし、そこでガウェインはため息をつくと、諭さとすようにフェルの顔を覗のぞき込んできた。

「フェルディアちゃん、この際だから、ちゃんと言っとくわねぇ。アタシはあなたが身売りみたいなことしたお金に手をつけるなんてごめんなのよ。要するにね、この仕事は、いつでも断って帰ってきていいってことなの」

　この仕事というのは、要するに身代わり業のことだ。普通に聞けば気づかれようのない話とはいえ、クロウの前で、かなり大だい胆たんなことを言う先生に、フェルはぎょっとする。

「そういうわけには」

「あのね、仕事を代わりにする人なんて、探せばいくらでも見つかるものなのよ。でも、アタシの大事な娘のあなたは、誰も代わりになんかなれないんだから。ねえ、黒龍公だってそう思われますでしょ？」

「……代わりがいる？」

　不意に、クロウが低く呟いたので、フェルは顔を振り向けた。

「殿下？」

「代わりはいない。──たとえ、同じ声で同じ顔立ち、同じ年とし格かつ好こうの人間がいたのだとしても、お前はただ一人だ。誰も代わりにはなれやしない」

「え……」

　こちらを捉とらえる青の双そう眸ぼうは静せい謐ひつで。

　けれど、凍こおれる水みな底そこに、押し殺した感情のかけらが見え隠れしている気がして、フェルは息を吞む。

（同じ声で同じ顔って……あはは、たとえ話だよね）

　ひやっとするフェルをよそに。

「雇こ用よう主ぬしを無視して勝手に話を進めるな」

　すとんと話をそこで切ると、彼はお茶を啜すすった。それから、ふと気づいたようにフェルに命めいじる。

「ああそうそう、ここの食品庫には夾きよう竹ちく桃とうの蜜みつがまだあったと思うから、客人に出してやるといい。紅茶に入れると程ほど良よい甘さになる」

「あ、はい」

　思わず立ち上がりかけ、はたと気づいた。

「……って。夾竹桃から取れた蜂はち蜜みつは精神錯さく乱らんを起こすから口にしないようにって、教えてくださったの殿下じゃありませんでしたっけ」

「俺は美う味まいと思うが？」

「殿下だけです！　って絶対わざとでしょう!?」

　なんてもん出させようとしてるんですか!?　と目を剝むくフェルをよそに、クロウは涼すずしい顔をしている。

　ただの使用人と主人にしては打ち解とけたその会話に、ガウェインが少し首を傾げた。




　結局、さすがに二人同時には話を進められず、フェルはやむなく、クロウが退たい出しゆつするのをじりじりしながら待つ羽目になった。

「今すぐに。先生だけでも、帰っちゃだめなんですか？」

　クロウの背が遠ざかっていくのを見届けて、フェルは小声でガウェインに囁ささやく。

「どうしてこんなお仕事請うけたんですか。みんなも、心配すると思います……」

「もう。それはアタシの台詞だってば」

「それは……ごめんなさい」

　口ごもるフェルに、ガウェイン先生は少し笑った。

「でも、これはわたしの仕事だから。投げ出したくないんです。やり遂とげたら、ちゃんと帰りますから。その時まで待っていてください。それで帰ったときに、おかえりなさいって、言ってください。先生」

「フェルディアちゃん」

　戦争になるかもしれない。

　けれど、それ以前に、先生が殺されてしまうかもしれない。

「わたしなら自力でどうにかしますから。聖せい職しよく者しやのほうから〝試練〟を取り下げるのは、珍しくないじゃないですか。帰ってからも、毒龍公はものすごく強くて、とてもかなわなかったんだって言えば、陛下だってきっと」

「だーめ。それだけはしないわ。たとえ、首だけになったって戦うわよ、アタシ」

「なんで！」

「アタシがあなたの親だからよ。そして、親はバカだから」

「！」

　子供のためならどこまでもバカになっちゃうのが親なのよ、と。

「子供にそんな無茶をさせっぱなしで投げ出すなんて、アタシが耐たえられないんだわ」

「先生！」

　だからアタシのわがままね、と先生は言う。

「何が起きても、あなたが気にすることじゃない。大丈夫。アタシが強いの知ってるでしょ？　あの人だって、口ではああ言ってたけど、〝試練〟で約束事を守らなかった上で戦争だとか、避さけたいはずだわ。それに、いかに毒龍といえど、向かってきたところでぶちのめして締しめ落としておけば、追っかけてこれないでしょ」

　絶対に助け出してあげるから、と片目をつぶる先生に、フェルはかぶりを振った。

「そんなに簡単にはいかないです」

（先生。……あのかたは、自分の城を造り変えてでも、自分を痛めつけてでも、目的を果たす人なんです）

　第一、たとえ戦争までは避けられたとしても。

　先生の命が危ないことには、変わりないのに。

「それでもね。アタシは、あなたを独ひとりで戦わせたくないから、来たのよ」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめたフェルを、ばふ、と胸に抱き込んで。

「よく頑がん張ばったわね。だからもう、帰ってらっしゃい」

　耳に滑すべり込む声は優しく、だからこそ、フェルはふがいなさに唇を嚙かんだ。
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　離り婚こんできなきゃ戦争勃ぼつ発ぱつ、から日が明けて二日目。

　昨日鳴ったユール・ベルは七回。制限時間は、残り六日になった。

（六日後までに離婚できなかったら戦争。六日後までに離婚できなかったら先生が殺される。六日後までに）

　もうすぐ、今日もベルが鳴る。

　ぶつぶつと脳のう内ないで繰り返しながら、フェルは靴くつを走りやすいものに履はき替える。可能性がある限り、神誓ゲツシユを解かい除じよするための〝賭け〟も続ける所しよ存ぞんである。

　部屋を抜け出すとき、ちょっとだけよろめいた。結局昨晩はあまり眠れなかったのだ。

　目の下に盛せい大だいにクマを作りつつ、フェルは決意する。

（この賭けだけじゃ足りない。先生の説得に失敗したからには、わたしが、なんとしてでも六日以内に片をつけるしかない）

　もうなりふり構っていられるか、とフェルは唇を嚙む。

（なんかこう、一発逆転な案が出ないもんかな。逆に、旦那さまから離婚を願わずにいられないような？　こいつが一生の妻？　ないわー、とか思わせるような、どん引きする内容として、いちばん手っ取り早いといえば……そうだ）

　フェルはぐるぐると考えた。

（そうだよ。とりあえず、今日の賭けだ。それから、そのときに、旦那さまに……）

　うん、と頷いたところで、鐘が鳴る。

　それが聞こえるや否いなや、フェルは勢いよく城門めざして駆けだす。

　行き詰まったときに無理やりひねり出した案ほどうまくいかないという自分の法ほう則そくは、このとき、完全にフェルの頭から飛んでいた。




「で？　抵てい抗こう虚むなしく今日も捕まったわけだ。残念だったな、シレイネ」

　黒龍師団員をぞろぞろ引き連れ、肩を落として連行されてきたフェルを見て、旦那さまは目を眇すがめた。

「……か弱い乙女おとめが屈くつ強きような軍人に徒と競きよう走そうで勝てると思って？　意い地じ悪わるな旦那さま」

「お前に限って、か弱いと病弱はまったく別次元の言葉なんだと考えているが、シレイネ。そのか弱い乙女に急きゆう所しよを蹴けられたり顔を引っかかれた部下が何人いるか教えてやろうか」

　ああ言えばこう言う。

　フェルは口をひん曲げたが、すぐに気を取り直した。

（落ち着こう。だって今日はこのあとに、もうひとつ秘策があるのよ）

　息が上がったフェルの背を軽く叩たたき、クロウは建物へと続く階段を上がる。ついでに肩に上着を掛けてくれるのも、階段では必ず後ろについて、疲れたフェルを気き遣づかってくれるのも、いつものことだった。

「……ありがとうございます」

　フェルは小声で礼を言った。

（相変わらず、根こん性じよう悪わるなのか、優しいのか）

　フェルを捕まえた黒龍師団員は本来の持ち場に戻ったのか、いつの間にかいなくなっている。奥に進むと、召使の姿も少なくなり、いつしかフェルは彼と二人きりになっていた。

　城の奥まったところにある、黒大理石の柱が並ぶ廊下で、フェルはふと彼の横顔を見上げた。

　すっと通った鼻び梁りようと、鋭いまなざし。獲え物ものを狙ねらう黒くろ鷹たかを思い起こさせるたたずまいは、いつの間にかひどく慣なれ親しんだもののように感じられて。

（離婚するんだ、この人と。先生のためにも、早く。早く）

　見えない何かに急せかされるように、フェルは意を決して口を開いた。

「あの、旦那さま。実は……ずっと言いたかったことがあるんですの」

「なんだ？」

「ご提てい示じいただいた賭けですが、わたくし、ちょっと気が変わりました。話して差し上げますわ。わたくしが、あなたとどうしても離婚したい、その理由を」

「……今、ここでか？」

「ええ。今、ここで」

　さあ、勝負どころだ。

　フェルは大きく息を吸った。

「わたくし、故こ郷きように想い人がおりますの。お、幼い頃から結婚を誓ちかい合った、家族同然に育ったかたですわ」

　つき慣れない噓うそをつくと、少しだけ声が震ふるえた。気づかれていませんように、と願う。

　相手の表情を見ないように、何か問われる前に。フェルは目を逸そらすと、早口で続けてしまう。

「もとより、イグレックさまを罠わなにかけるための、見せかけの政略結婚なのでしょう？　わたくしは用よう済ずみのはずです。ええと、だから、ほかの男に心を寄せる女なんて、あなたも願い下げではなくて？　折よく吟遊詩人バ　ル　ドもお城にいるわけですし、そういうわけで神誓ゲツシユだけでも──」

「……か？」

「え？」

　ふと、クロウが呟いた。何かを押し殺すような声こわ音ねだ。

　その顔は、フェルからは見えない。

「あの、よく聞こえな……」

　フェルが問い返そうとしたときだ。

「そんな噓をついてまで別れたいほど、俺が嫌いか？」

　強く肩を押され、背を壁に打ち当てられる。

「痛っ……」

（何が起こった、の）

　目がくらみ、衝しよう撃げきで一瞬息が詰まった。

　すぐ目の前に、冷たい一いつ対ついの青。

　そこに湛たたえられたものを察さつして、フェルの背せ筋すじはぞっと凍こおった。

　静かで深く、底知れない。それは、確かな怒りの色だ。

「あ、……」

　声が出ない。

　逃のがれようと身体をよじるが、両脇につかれた腕が檻おりとなり、身動きが取れなくなる。

　吐と息いきをじかに耳に吹き込むように、彼は淡たん々たんと続ける。絡からみつくように甘ったるく、どこまでも冷ややかな声音で。

「その程度の噓で、俺を欺あざむけるとでも思ったのか？　俺が、喜んでお前を故郷に返してやるとでも？　なあ、シレイネ──」
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　野の兎うさぎを牙きばで捕らえる狼おおかみは、こんな気持ちだろうか。

　呆ぼう然ぜんとこちらを仰ぐ『シレイネ』を見下ろし、クロウは頭の隅すみで考えた。

　逃げを打つ小こ柄がらな身体を、顔の脇わきに肘ひじをついて挟み、動きを封ふうじる。

　胸を押し返そうとする左手首を摑つかむと、それは折れそうに細かった。薄い皮ひ膚ふ一枚の下に、速くなった脈みやくが感じ取れる。

　彼女が、離婚の方ほう便べんとして噓をついているにすぎないことは、うろうろとせわしなくさまよう視線や、自信なさげな声で分かる。

（──幼い頃からそばにいる、家族同然に育った相手、な）

　クロウは口許を歪ゆがめた。

　無意識なのだろうか。どうしても、誰か一人を連想させる、その言い回しは。

　何より、今では偽いつわりの花嫁としてはまるで不ふ似に合あいなくらい、裏うら表おもてなく、どこまでもまっすぐに自分に向かってきた彼女が。

　積極的に噓をつき、自分を騙だましにかかってきた──その事実に。

　結局、どこまでも彼女は自分を見ない。

　彼女が笑いかける者の中に、自分は入りようがないのだと、強く思い知らされて。

「どんな気持ちだ？　シレイネ」

　彼女は目をこぼれ落ちんばかりに見開いて、こちらを見つめていた。間近にあるその瞳は、最高級の夕輝晶より鮮やかで、黄昏たそがれの空よりも深く澄すんでいる。

　そこに映っているのが自分であることに薄く笑み、クロウは静かに唇を開いた。

「故郷から来た聖職者を手元に置き、俺との賭かけも、条件を満たすまであと一勝。ユナイア王は、エルラントの落ち度をあげつらい、お前を返せと矢の催さい促そく。よかったな、念ねん願がんの離婚に手が届きそうじゃないか」

「え……っと。旦那さ……」

「けれど、その噓はいただけない。……分かっているのか？　お前は、ユナイアの国名を背せ負おって嫁とついできたんだ。それを私わたくし事ごとで覆くつがえすなんて、王族としての責せき務むを、本当に理解しているのか？」

　口にした瞬間、彼女はあからさまに「しまった」という顔をした。

　即そく座ざに自分の誤あやまりを悟さとれるほどには──聡さとく、責せき任にん感かんのある娘だ。それももう、よく知っている。

　お灸きゆうを据すえるなら、ここまでだろう。反省は放っておいてもするはずだ。引き返せ。

　分かっているのに。

　その身体は華きや奢しやで、自分のそれと比べものにならないほど、弱い。

　どうにでもできる。そう思うと、腕に力がこもった。

「くだらない噓を無理についてまで故郷に帰りたいか？　それほどまでに、俺から離れたいか」

「噓なんかじゃ。いえ、噓といえば噓のような、でもなくて！　その、だから……わたくしは、ただ」

「ただ？」

　言葉に詰まった彼女の耳に唇を寄せ、そっと声を吹き込む。

　ことさら、優しく聞こえるように。

「……なあ。お前は、離り縁えんの策さくを必死に考えているのかもしれないが。何を企たくらんだところで、それを一瞬でひっくり返されてしまう呪まじないがある」

「え、……」

「分からないなら、今ここで、教えてやろうか」

　白い顎あごを摑み、無理やり上うわ向むける。

「諦めろ。──お前は、決してユナイアには帰れない」

　驚いてこちらを見つめる茜色に吸い寄せられるように──本当は、唇くちびるを奪うつもりだった。

（……っ）

　けれど、できなかった。

　代わりに、細い喉のど首くびに食らいつき、一度きつく吸い上げて痕あとを刻きざむ。

　腕の中の身体が、びくりと跳はねた。

　胸に生じたためらいを無視して、うなじを摑んで指に銀ぎん糸しを絡からめ、もがく腕ごと細い身体を抱えて封じ込める。
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　ほんの脅おどしのはずだったのに。

　白い肌に一点散った所しよ有ゆうの印は、予想外に生なま々なましく鮮あざややかで、正常な思考回路が薄れかける。

　まずい、と思った瞬間、彼女の瞳に浮かんだ色が、溶けかけた理性を引きずり戻した。

　いつもどおり抗あらがうでもなく、反発して睨にらみつけるでもなく。

　彼女は、突然の事態に、ただ身を竦すくませて──

　怯おびえた。

（しまっ、た）

　後こう悔かいが、込めた腕の力を緩ゆるめさせる。

　思いがけない展開になったのは、その直後だった。
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　底知れない怒いかりに射い貫ぬかれ、力ずくで捕らえられて、息が止まるかと思った。わけが分からず、フェルはただ身を硬かたくする。

「あくまで、お前が俺から逃のがれようとするのなら──足を折って、鎖くさりに繫ぐ。永遠に部屋からも出さない」

「……！」

　残ざん酷こくな内容とは裏うら腹はらに、声は場違いなほど甘い。

　大きな手が、そっとフェルの手首をなぞっていく。骨ばった長い指は強く、包まれると、自分の腕がひどく細くて頼りないものに思われた。

「お前は俺の妻だ。誰にも譲らない。触れさせない。ずっと」

「あの、旦那、さまっ……」

　一度咬かみついたきりで、彼は決してそれ以上傷つけようとはしてこない。だというのに、足を折って監かん禁きんすると脅す言葉との落らく差さに、頭が追いつけなかった。

（怖い、嫌だ、こんなのは嫌！）

　──〝危ない人に遭ったら、……〟

　縋すがるように思い出したのは、院長先生の台詞せりふだ。

　だから、それは必死だったし、無意識だった。

　ふっとクロウの腕の力が緩み、束つかの間ま身体が自由になる。

　フェルは顔をそむけると、むちゃくちゃに身体をよじってその腕を払い、右手を大きく振りかぶって──




「帰るったら帰るんですよ──!!」

　掌しよう底ていで、クロウの顎あごを下から力いっぱい弾はじき上げた。




　がきん。

　かなりイイ音がした。手て応ごたえからして、きれいに入ったようだ。

　彼としては、完全に不意打ちだったのだろう。当たり前だ。普通、この場で下方からの衝しよう撃げきは思いつくほうがおかしい。

　同時に、身体にかかる負ふ荷かがなくなり、完全に解放されたのだと知る。

「失礼します!!」

　悲鳴のように叫ぶなり、身を翻ひるがえし。

　ひょっとしたら旦那さまは放ほう物ぶつ線せんを描いて飛んでいたかもしれないが、残念ながらフェルはその光景を目にすることはなかった。




　怪け訝げんそうな顔をする侍女たちの目を気にする余裕もなく、廊下を駆け抜け、角を十個ほど曲がったところで。

　もうきっとここまで、追ってはこないだろう。

　上がった息を整えながら安心しかけ──るわけもなく、フェルの上じよう気きした頰からは一いつ挙きよに血の気が失せた。

（わたしの馬鹿──!!　どこの世界に、夫の急所狙ねらいで掌底食らわすお姫さまがいるのよ!?）

　せめて悲鳴か、妥だ協きようして平ひら手てだろうそこは。

　それを、よりによって、なぜ掌底。しかも顎狙い。

（あああやってしまった。ガウェイン先生、護ご身しん術じゆつまた役に立ちました、じゃなくって！　脳のう震しん盪とうとか旦那さま大丈夫かな、大丈夫だったらいいな、っていうか大丈夫じゃないよ顎以外にも！）

　めまぐるしく思考が回る。

　回りすぎて、どちらかというと混線している。

（偶ぐう然ぜん手が当たったって言い訳するにしては、すっごくきれいに入ったし……っていうか旦那さま、顎がなくなってたらどうしよう……）

　混乱しすぎてだんだん心配の方向性がズレてきた。

（落ち着けー、落ち着こう……落ち着いた……）

　大きく息を吸い、荒れた呼吸と乱れた思考回路を整えにかかる。

（ひどいことした。旦那さまに）

　噓をついた上で殴る、暴力妻なんて……。

（それに、あんな愚おろかな噓。故郷に恋人がいるから離婚したい、なんて。大馬鹿だ、わたし。いくら焦ってたからって、……外交問題にでもなったらどうすんのよ！）

　もとより政略結婚なのだ。私事を持ち込んでも全く無意味なのに。

　おまけに、もしもがあれば、〝シレイネさま〟という名前につく冠かんむりは〝夫の顎を掌底で砕くだいた姫君〟だ。しでかしたことの大きさに、今さら青くなった。

（謝らなきゃ……まずはそこからよ）

　尋じん常じようでないくらい勢いよく他ひ人と様さまに手を上げておきながら、謝罪のひとつもないとなれば、さすがに人としてあり得ない。

（引き返すのは、ものすごく気が進まないけど！）

　あの旦那さまのことだから、また厭いや味みをちくちく言われるかもしれないが、嫌なことから逃げていても始まらない。

　そして、行動するなら早いほうがいい。絶対に。

　手のひらで、思わず咽喉を押さえる。

　口づけられたそこが常にない熱を持っているような気がして、フェルは脳のう天てんからぼっと湯気が立つ気がした。

（わーっ！　今すぐ上うわ塗ぬりしよう、そうだよ犬だって咬むくらいなんだから、毒龍だって同じだよね!?）

　咬み癖ぐせのある旦那さま、という言葉が浮かんだが、あまり笑えなくて結局脳内からまとめて追い払った。熱くなった頰も、ついでに気づかないふりをして──。

　フェルがきびすを返そうとしたとき、ふわり、と風が吹き込む気配がした。

（え。誰か、来た？）

　周囲に誰もいないと思っていたフェルは一瞬息を吞んだが、すぐにもっと大きな驚きが上書きされる。

　大だい理り石せきの並ぶ廊下の、少し先。中庭に通じる大窓から入ってきたのは。

（先生……？）

　よく知った顔の思いがけない場所からの登場に、フェルは思わずぽかんとした。

　一瞬声をかけようかと迷ったが、考え直す。

（だって、今はドレスの『シレイネさま』なんだよ。どこに人目があるかも分からないし）

　フェルは後ろ髪を引かれつつ、俯うつむき加減に、軽く会え釈しやくをする。それから、足早に彼の傍かたわらを通り過ぎようとした。

　石の廊下は、近づく二つの足音を高らかに響かせた。円柱の続く長く薄暗い廊下で、白のドレスと黒の祭服が、一瞬だけ重なる。

　そのまま、何事もなく──すれ違うはずだった。

「……っ!!」

　突然身体を軋きしませた衝撃に、フェルは咽の喉どに息を詰まらせた。

　突き飛ばされて壁に背を叩たたきつけられたのだと、一いつ拍ぱく遅れで理解する。

　首を絞しめ上げられ、意識が白く染まりかけた。

（なに!?）

　何がなんだか分からず、それでも普段教え込まれていたとおりに、視界の端はしに映る腕の関節めがけて、組み合わせた両りようの拳こぶしを振り下ろす。

　拘こう束そくが外れた代わりに、脳のう天てんを鈍にぶい痛みが突き抜ける。軽い脳のう震しん盪とうだ。フェルは倒れ込み、むせ返ってしまう。

　立ち上がろうともがきつつも、フェルは混乱していた。

　そんなの認められない。あり得ない。

　だって、彼がフェルに危害を加えるわけがない。ほかでもない、身を守れと教えてくれた、フェルの──

　ずきずきと痛む頭も、どうでもいい。呆ぼう然ぜんと傍かたわらに立つ人物を見上げる。

「せ……先生……？」

　芝しば居いも忘れて呟いたフェルに向け、彼女を突き飛ばした男──ガウェインは、ゆっくりと手を伸ばす。

「騒ぐなよ、小娘」

　ぼそり、と彼が口にした一言に、ぞっと背筋が凍こおる。

（せ、先生じゃ、ない）

　荒すさんだ声。

　ものを見るようなまなざし。

　虚うつろな表情は生せい気きが抜け、まるで墓はか穴あなから這はってきた骸むくろのようだった。

　表情豊かな普段の彼からは想像もつかない。彼は、フェルを認識していない……？

「先生、どうしちゃったんですか……!?」

　その琥こ珀はく色いろの瞳ひとみはどろりと濁にごっている。へたり込んだまま、迫せまる腕からずるずると本能的に後ずさったフェルは、不意に彼の首くび筋すじに目を奪われた。

　よく日に灼やけた肌の上に、見慣れない紅いもの。確か、彼がしきりに搔きむしっていた場所に──

（蝶ちようの形の痣……!?）

　あんなもの、昔からあっただろうか。

「先生、しっかりしてください！」

　呼びかけに答える気配はない。

　一瞬自じ失しつしたフェルだが、すぐに立ち上がって走りだそうとする。

　とにかく、先生が正気を失っていることだけは分かった。

　何がなんだか分からないけれど、逃げなければまずい。どうも、彼の目当ては自分らしいのだ。

　助けてと、大声を出そうか。浮かんだ案は、とっさに切り捨てた。

（先生が『黒龍公の花嫁』の『シレイネ姫』に危害を加えようとしてるとこなんて、誰かに見られたら……！）

　それこそ彼は、絶対に生きてユナイアに帰れないだろう。

　しかし、いくらも離れないうちに、すぐに髪を摑つかまれて引き戻される。必死に振り払はらおうともがくが、やすやすと腕を取られた。

　分かっていたが、実力が違いすぎる。

（誰か……っ）

　反射的に上げかけた悲鳴を気力で嚙み殺した瞬間、拘束が解とけ、フェルは床に転がった。

「痛っ！」

　肩をしたたかにぶつけつつ、首をひねって薄目を開ける。

　見慣れた黒衣の背を認めた瞬間、胸に詰まった息が、無意識にほっと咽喉を抜けた。

「……だ、旦那さま？　なんで」

「下がっていろ」

　倒れたフェルを庇かばうように、クロウがガウェインの前に立ちふさがっている。

「俺の妻に何をしている」

　場に満ちた殺さつ気きが、ぴりぴりと髪の先まで伝って弾はじける。

　クロウの詰きつ問もんに、ガウェインは答えなかった。

　それどころか、まるでクロウなど見えていないかのように、なおもフェルに向かってゆるゆると五ご指しを伸ばす。

「……捕とらえないと。その娘を」

　ほとんど息に紛まぎれるように、ぼそりと彼が呟くのを聞き、フェルは目を瞠みはった。

　フェルにひたと視線を据すえたまま、立ち上がった獣けもののように身を屈かがめる彼に、クロウが舌打ちして剣の柄つかを握る。

　引き抜かれた銀光を見て、フェルは思わず喘あえいだ。

「や、やめて……！」

「！」

（お願い、だって、その人は！）

　クロウの肩が震える。肌が切れそうなほど張り詰めた空気が、少し緩んだ。

　その瞬間。

　ガウェインはさっときびすを返すと、開いたままの大窓から外に飛び出した。

　あっという間に、その背は庭木の向こうに消える。

　去り際、襟元から覗のぞいた先ほどの痣が、異様なほど目の奥に焼き付いた。

「せ、……！」

「蝶の、痣」

　呼びかけた声は、クロウの低い呟きを耳にして、かろうじて押し殺す。

「怪け我がはないか、シレイネ」

　逃げたガウェインには構かまわず、クロウはフェルに駆け寄って助け起こしてくれた。

　がくがくと言葉もなく頷きつつ、フェルは混乱する思考に振り回されていた。

（先生、なんで？　なんで……？）

　呆然と彼の去った先を見つめるフェルの白い首筋に、赤く残った手の痕あとを見つけ、クロウは顔をしかめる。

　背に手を添そえられ、抱え上げられても、フェルはされるがままになっていた。

「殿下！　今、大きな音が」

「いや……大事ない」

　遅れて駆けつけてきた部下に淡々と返すクロウの声は、まだどこか現実感を欠いて。

　意識が遠のく。

　そのまま、クロウの腕の中で、フェルは気を失っていた。
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　──頭が重い。

　フェルが目を開くと、見慣れた天てん蓋がいが視界に飛び込んできた。

　どうやら、自室のベッドに寝かされているらしい。

　日はすでに落ちかけ、外はうっすらと茜あかね色いろに染まっている。

（あれ、わたし……どうしたんだっけ）

　朦もう朧ろうとする頭を振って、半身を起こす。その瞬しゆん間かん、記き憶おくがさっと脳を駆かけ巡めぐり、フェルは一気に覚かく醒せいした。

（先生は……!!）

　できれば夢であってほしい。

　ベッドから飛び下り、よろめいて壁に肩をぶつけながら扉に駆かけ寄よる。

　内側から押し開いた瞬間、頭が白くなり、床に倒たおれ込みかけた。

「奥方さま！　大丈夫ですか」

　受け止めてくれたのは、部屋の前に立っていた見張りの黒こく龍りゆう師し団だん兵へいだ。

「え……」

　いつもと違う廊下の様子に、フェルは思わずあたりを見回す。

　見張りの数が、倍以上に増えている。

「あの、今……何がどうなっているのでしょう」

「はっ。奥方さまは、窓を打つ大きな風の音に驚かれて、気を失われた、と殿でん下かよりお聞きしておりますが」

　風の音？

　フェルは目をしばたたいた。院長先生のことなどなかったように、彼の話はそこまでだ。

「なんだか、皆さま、いつもよりたくさんいらしているのね」

「ご不安でしょうから、警けい護ごの数を増やすと」

（じゃあ、あれはやっぱり夢？）

　フェルは眉まゆをひそめた。

（な、わけがない。花嫁が不安だろう、なんていい加か減げんな理由であの人がこんなに人を増やすもんか）

　礼を言って部屋に戻り、フェルは窓から外を見下ろした。

　そこでも警戒を続ける黒龍師団兵の数に、息を吞のむ。やっぱりおかしい。

　──夢じゃないのだ。先生に襲おそわれたのは。

　ずきりと胸が痛んだが、めそめそしている暇ひまなどなかった。

（先生、絶対に正気じゃなかった）

　情報は武器だと、教えられたのは最近のこと。

　何が起こっているのか、それだけでもちゃんと摑つかまないと。

「お待ちを、奥方さま」

　気が急せくまま部屋から出ようとすると、再び兵に声をかけられる。

「どうして止めるんですの。わたくしは、もう大丈夫ですわ」

「それは……お伝えした通りです。ユール・ベルが鳴り終わりましたので、お出かけを見過ごしてしまうわけには」

「……！」

（そっか。まだ、外出禁止解とけてないんだった）

　一瞬何か言いかけたが、すぐに押し黙だまる。

「そう。では、もう少し部屋で休ませていただきますわ。皆さま、お役目ありがとう」

「い、いえっ。任にん務むですから」

　フェルはにっこり微ほほ笑えんだ。顔を赤らめる兵に背を向け、ぱたんと扉を閉める。

　ドレスを脱いで、いつもの召めし使つかいのお仕し着きせに身を包む。

　シーツを丸めて適当に籠かごに放り込み、再び扉を開ける。洗せん濯たく物ものを抱えた野や暮ぼったいおさげの召使を、兵たちは誰も見み咎とがめなかった。




（旦だん那なさまに会って、この格かつ好こうで、どこまで聞き出せるかな。だって、兵たちに何も伝えてないなんて、当然わたしにも教えてくれるわけが……って。あれ。そうだよ、旦那さま、先生のこと誰にも言わなかったってことだよね。なんで？）

　中庭の茂みに洗濯物を置き、フェルは足早にクロウの部屋を目指していた。

　気持ちのせいか、ひどく長く感じられる渡り廊下を急ぐ。

　不安が胸に虫食い穴を開けていくようだ。暗い天てん井じようや壁の黒は、いつもより重苦しくのしかかってくる。気にしたことも無かったはずの獣けものや魔ま物ものの装そう飾しよくと、できるだけ目を合わさないように必死になった。

「……、……」

　やがて、見慣れた書しよ斎さいの前に立つと、ぼそぼそと中で話す声が漏もれ聞こえてきた。扉が、風でなのか少しだけ開いていたのだ。

　フェルは気け配はいを押し殺ころす。鳥や獣にも気け取どられないほどに息や足音を消して歩くのは、得意だった。鳥とり刺さしの仕事で何度もやっている。

「え！　使者殿が呪じゆ毒どくに……!?」

「声が高い、ケイ」

　そっと扉に近寄った瞬間、響いた声にびくりとする。

（ちょっと待って。なに、呪毒……って）

「首筋に蝶の痣があった。症しよう例れいも近い。あれはタラに出たという『眠ねむらずの蝶ちよう』だろう」

「先日の報告書にもありましたね。ひとたび体内に取り込まれれば、決して眠ることなく、毒に仕込まれたひとつの命令に、力尽つきるまで従したがい続けるとかいう、悪趣味なアレですか。でも、いったいどこから……いいえ、それよりも」

　どうしますか、とケイは声をひそめた。

「ガウェイン殿、これで生かして帰せる可能性、まったくの無になってしまったわけですが？」

（……！）

　その言葉にフェルは、髪の一本一本からつま先まで、一気に凍こおり付くような心ここ地ちがした。

（どう、いう）

「呪毒にやられたとはいえ、ユナイアからの預かりものである奥方さまを傷きずつけたなんて事実が、外に漏れれば……〝試練〟の結果云うん々ぬん、なんて悠ゆう長ちようなこと言ってられませんよね。一刻も早く狼ろう藉ぜき者ものを処しよ分ぶんしないと、エルラント帝国の面メン子ツにかかわりますし」

「自じ我がを失くした彼を野放しにするのは、危険すぎる。……おまけに、あいつはシレイネしか見ていなかった。狙われているのは彼女の可能性が高いんだ」

「どのみち何日持つかは分からないですが、最後は自然に命が果はてるか、狂くるって自じ死しか……いえ、すみません。これはあなたにする話じゃなかった」

　フェルは、拳こぶしを握にぎりしめる。

（……先生……）

「彼が標的にされたのは、おそらくあの腕っぷしを見込まれてのことでしょうから……無理やり取り押さえようにも、あの勢いきおいで襲おそってこられたら、黒龍師団に総出で弩いしゆみを射いかけさせでもしなきゃどうしようもありませんよ」

「!!」

　そこまでが限界だった。

　フェルは足音も気にせずきびすを返した。

「あわわ!!　扉が開いていたんですね!?　誰か聞いていたのでしょうか!?」

　慌あわてたようなケイの声が追いかけてきたが、フェルは構わず走った。

　フェルが去ったのち、部屋で交わされた会話は、彼女の耳には入らない。

「間かん者じやかもしれない。我わが君きみ、自分めちょっと様子を見てきます」

「……いい。心当たりがある。お前はここにいろ」




（先生が死ぬ）

　黒龍師団に殺されてしまう。

　そうでなくとも、眠らずに動き続ければ、挙あげ句くの果はては狂きよう死しするしかない。

（噓うそだ。昨日まで、ちゃんと、いつもどおりで、笑って……離り婚こんさえうまくいけば、わたしは先生のところに帰れるはずで）

　途と中ちゆう、何度も柱に肩をぶつけ、すれ違った使用人たちに怪け訝げんそうな顔を向けられながらも、フェルは石造りの廊下を走る。

　目の前が真っ暗になって、何も考えられない。

　勢いのまま、中庭に飛び出す。雪に埋うもれた段差に気づかず、べしゃりと頭から冷たい白に倒たおれ込んだ。

（考えろ。考えるんだ。先生を助ける方法）

　時間がないのに。

　むくりと身を起こし、氷のように冷えた噴ふん水すいに手をかける。よろよろと身を起こすが、足に力が入らず、縁えん石せきの上に尻しり餅もちをつく。

（考えろ、考えろ！　先生を助けるんだ、先生を助けなきゃ……どうしよう、どうしたら）

　落ち込む暇ひまも、混乱している暇もない。だというのに、頭がぐちゃぐちゃだ。

「ふ、……」

　咽の喉どを衝つきかけた嗚お咽えつを、フェルは無理やり押し殺した。みっともなく泣いている暇があれば動け。動け、ったら！

　まるで諦あきらめたみたいに、泣きたくなんてないのに。

　呪毒についての知識も、力ずくで先生を止める腕わん力りよくもない。この手はあまりに無力だ。

　フェルは歯を食いしばり、目め頭がしらに不自然に力を込めた。

　──と。

「フェル」

　ああ、やっぱり。

　見つかった。……盗ぬすみ聞きをしていたんだから。

　名前を呼ぶ低い声に、フェルは立って顔を上げようとした。けれど、まるで身体が石になってしまったかのように動かない。声が出ない。

「お話を……勝手に聞いてしまい、申し訳ございませんでした。どんな罰ばつでも、受けます。でも今は、少しお時間を……」

　頭を下げ、掠かすれた声で、かろうじて返しかけたフェルの言葉は、「無理に話さなくていい」というクロウの声に遮さえぎられる。

「……殿下？」

  何か言う前に、彼は片かた膝ひざをついて視線を合わすと、フェルの頭に手を置こうとした。

「……っ」

　けれど、いったん上げた手を、彼は結局宙ちゆうに浮かせたまま止めてしまう。

（え？）

　その躊ちゆう躇ちよに、首を傾かしげる暇もなく。

　代わりに、ばさりと軽い音を立て、フェルは乱らん暴ぼうに身体からだをあたたかなもので包まれた。

　腕にまとわりつくのは、黒いフロック。雪にまみれて冷え切った身体に、上着に残ったぬくもりがじんわりと沁しみていく。

「辛つらい話だっただろう」

「あ、……」
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　ありがとうございます、とか。

　申し訳ございません、とか。

　言うべきことはいろいろあったのに、ひからびた咽喉がつんと痛くなり、フェルはくしゃっと顔をゆがめた。

「う、っ……」

　そこから先は声にならない。肩を震わせ、あるじの前でぼろぼろと声を嚙かみ殺して涙をこぼすフェルを、彼は咎とがめなかった。

「……大丈夫、大丈夫だ。息を吸って、ゆっくり吐け」

　励はげます声は優しく、気を落ち着かせてくれる。

「申し訳、ございません」

　ぐず、と洟はなを啜すすり、フェルは片手で乱らん暴ぼうに目をこすった。

（そうだ……）

「先程の話ですが……」

　フェルは急せき立てられるように顔を上げ、クロウに訴えた。

「先生は、強い人です。わけの分からない変な毒どくに黙って操あやつられっぱなしになるような、ヤワな人じゃない。それに優しい人なんです。むやみに誰かを襲うなんてあり得ない」

　ましてや、フェルを傷つけようとするなんて、絶対にない。

「先生が、先生でなくなるなんて信じられないけど。でも絶対に、元に戻るはずなんです。わたしがきっと、連れ戻しますから」

　──だから殺さないで。

　願いは声にならなかった。

　舌がもつれる。フェルは俯うつむき、幼い子供のように、「お願いします」と繰くり返した。

「……なぜ、そんなに無条件で信じられる？」

　ふとクロウが口にした一言に、フェルは顔を上げた。

「お前の養やしない親が、どんな過去を抱えているか知っているか」

「え？　……それは」

　フェルは一瞬ためらったのち、「詳しくは知らないですが、『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』のことですか」と答えた。

「そうだ。だから──ひょっとしたら、の可能性は考えないのか？　実は呪毒など背を押しただけかもしれない。ずっとお前の知らない一面を持ちながら生きてきて、そこに立ち戻っただけなのかもしれないと」

　彼がそこまでは意識していないのだとしても、──要するにそれは、フェルは騙だまされていた可能性がある、ということだ。

「あり得ません」

　フェルはきっぱりと言い切った。

　──〝いーい？　あなたは、アタシの宝物なんだから！〟

　どんなに苦しいときでも明るく笑って、身を削けずるように育ててくれた。自分の分まで食べるものをすっかり子供たちに分け与えて。

　雨でも雪でも嵐あらしでも、夜が明ける前に、孤こ児じ院いんを出て働いて。それでも、疲れなんておくびにも出さなかった。こんな冬の日は、子供たちを抱えて外に出て、雪に飛び込んで一緒にはしゃいで。

（……わたしを傷つけることは、先生にとって、死ぬより辛いはずだ）

　ほかに言葉が見つからない。でも、これだけは言える。

「なぜならわたしにとって、先生を傷つけられることが、死ぬよりも辛いことだから、です」

　クロウはしばらく、まぶたを赤く腫はらしたフェルの目を見つめていた。

（こんなこと、この人に言ってどうするんだろう……）

　気づくと全身から力が抜け、フェルは再び視線を落とした。

　そのまま、しばらく重い沈黙が場を支配する。

　やがて──

「呪毒に、確実な解毒方法がないのは確かだ。しかし、救う手立ても、ないわけじゃない」

　その言葉に、フェルは弾はじかれたように顔を上げた。

「助けて……くださるんですか？　先生のこと？」

「ああ」

「！」

　クロウの言葉を呆ぼう然ぜんと聞いていたフェルは、思わず、口くち許もとを両手で覆おおった。はっと我に返り、すぐに勢いよく頭を下げる。

「あ、ありがとうございます……！」

「できる限りのことはする。本当に助かるかはさておきな」

「……あの」

　フェルは言葉を吞み、それからおっかなびっくり尋ねてみた。

「どうしてそんなこと、言ってくださるんですか」

　わざわざ追いかけてきて、励ましてくれた。

（だって……殺そうとしてたんじゃないの。先生のこと）

　きっと、クロウには彼なりの意い図とがあるのだろう。それでも、たかが一召使に、きっと助けるからと言ってくれるその気き遣づかいが、嬉うれしくもあり不思議でもあった。

「さあ。お前を見ていたら、なんとなく思い出したからかもしれない」

「思い出した？」

　その瞬間、クロウの瞳に、暗い憂うれいの影が落ちた気がした。見間違いかと片づけられるほどに、かすかなものではあったが。

「──大切なものを守れないふがいなさ、かな」

　何げない調子で口にすると、彼は「だから」と笑って立ち上がった。

「親しい者が狂くるい死じぬのを、なす術すべもなく見ていることしかできない気持ちを、俺の目の前でみすみす味わわせるのは嫌なんだ」

「え……」

　──あのおかたは数年前の陰いん惨さんな事件をまだ引きずっているので……。

　ケイの言葉が、不意に脳のう裏りをよぎる。

（それじゃあ、この人は……？）

　考え込みかけ、すぐに振り払う。これ以上は踏ふみ込むべきじゃない。考えるべきときでもない。

「あの！」

　フェルは思わず声を上げる。

「わたしに何かお手伝いすることはありませんか。あまりお力にはなれなくても、できることがあるなら、なんでもします」

「できることをなんでも？」

「はい。先生を戻すお手伝いはもちろん、そのあとに彼をこんな目に遭あわせたどこぞのあんちくしょうを突き止めて、鼻の穴に指突っ込んで奥の歯ガタガタ言わせるお手伝いでも」

「……どこかで聞いたような台詞せりふだな」

　その言葉に軽く青い目を瞠みはると、クロウは「ああ、いつもの調子に戻ったな」と薄く笑った。

「その妙みような前向きさ加か減げんがないと、お前らしくない」

「！」

　フェルは目を瞬またたき、「……妙な、は余計ですよ」とそっぽを向いた。

「だが、心配しなくていい。あまり大ごとにできないから、こちらの人数は最小限に絞しぼる。お前はいつもどおり仕事に戻れ。手伝ってくれる当てなら、ほかにいる」

「手伝ってくれる当て？」

「ああ。妻にな」

　しれっと口にしたクロウに、フェルは目をしばたたく。

「そろそろ目を覚ましている頃合いだろう。さっき派は手でに機き嫌げんを損そこねたところだが、あいつの祖そ国こくの使者の不ふ始し末まつだ。狙ねらわれているのも、あいつ本人だしな。たぶん理りを分ければ力になってくれる」

　彼はそこでいったん言葉を切り、「それに」と何げなく付け足した。

「あいつはあんな見てくれや評判に似合わず強いし、優しい奴だから」

「……！」

　優しくて、強い。

　その言葉は、弱りきってぼろぼろになっていたフェルの心に、すっと澄すんだ水のように染しみ渡っていった。

『シレイネ』は紛まがいものの花嫁だ。つぎはぎだらけの姫君で、本物には遠く及ばない。

　でも彼が、そう評価してくれた。

　ならばせめて、その言葉に恥はじないようにありたい。

（絶対に先生を助けるんだ）

　ひとつ頷くと、フェルは「仕事に戻ります」と立ち上がった。




　部屋に戻ったフェルが真っ先にしたのは、召使の仮か装そうを解とき、泣なき腫はらした顔を丁てい寧ねいに洗うことだった。

　白い腕を通すのは、銀ぎん糸しの刺し繡しゆうで胸に花をかがった黒のタフタ織り。薔ば薇らの香水を耳の裏に一いつ滴てきずつ。薬指で、唇くちびるに夜や光こう貝がいの粉こなを交ぜた紅べにをひと差し。

　着飾ることは、仮面をかぶること。

　今戦えるのは、姫君で花嫁の『シレイネ』なのだ。

（……泣いてる場合か）

　できることをしよう。自分にできるこの仕事で、戦えるなら。

　鏡の中にでき上がった姫君の姿。その顔の傍かたわらに、そっと手をついてみる。

　指先でなぞる、同じ色。同じ顔立ち。同じ声。同じ年、同じ背せ格かつ好こう。そこに映るのは、敬けい愛あいしてやまない、恩おん人じんの姿だ。

（シレイネさま、お許しください。あなたの名前をお借りします。今はわたしの、わたし自身の武器として）

　大きく息を吸い、フェルは淡たん紅こうの髪をくるりとねじって後ろに流した。

　やがて、こつこつと静かに扉が叩たたかれる。

「シレイネ？　入るぞ」

　響いたのは、予想通りの人物の声。

「ようこそおいでくださいました、妻を鳥とり籠かごに閉じ込めて顧かえりみもしない、薄はく情じような旦那さま」

　まさか、前で待ち構えているとまで思わなかったのだろう。返事も聞かずに扉を押したクロウは、優雅に腰を折る『シレイネ』姿のフェルに、軽く目を瞠った。

　にっこりと微笑んで常通りの皮ひ肉にくをかますと、クロウは少し眉をひそめたあと、「……もう少し凹へこんでいるかと思った」と素直な感想を口にした。

「シレイネ、協力してもらうぞ。先ほどの、使者殿の件。狙われているのはお前自身だ。だから、──」

「結構。祖国の聖職者の不始末ですもの。わたくしが協力しないはず、あって？」

　即そく答とうする。

　そっけない言葉の裏に隠れた気遣いを、自分はもう、知っているのだ。

　凜りんと背筋を伸ばし、まっすぐに瞳を見返すフェルに、クロウは唇の端で笑んでみせた。

（ガウェイン先生は、命よりも大事な家族）

　助けるためなら、なんだってしてみせる。




　クロウから、ざっとひととおりの呪毒の説明を受ける。

「ええと、『眠らずの蝶』と言いましたわね……そもそもいったい、どういうものなんでしょう」

「名前のままだよ。毒を使われた人間は、一定の潜せん伏ぷく期間を経れば、首のあたりに蝶の形の痣が浮かび上がってくるから、そう呼ばれているだけだ。皮ひ膚ふや口から身体に浸しみ込んで、じわじわ精神を冒おかし、乱みだして、従したがわせてしまう」

　呪いに冒おかされたが最後、その人間は、決して眠れなくなる。

　毒の中に仕込まれている命令に、起きている限り、従い続けるしかない。やがて正気を失い、記憶の混こん濁だくや退たい行こうが続き、果はては──

（死に至いたる）

　次に眠るときは、すべての体力が尽きたあとだ。すなわち、二度と目覚めることはない。だからこそ、その名前がついたのだと聞き、フェルはごくりと唾を吞んだ。

　それにしたって、不思議だ。

「どこから毒なんて入り込んだのでしょう。彼は黒こく陽よう宮きゆうで、使用人の一人もつけずに寝起きしていたんですのよ。最初に〝試練〟で戦ったときだって、毒を飲まされるどころか、黒龍師団の誰も、一ひと太た刀ちも浴あびせられずに気を失っていたじゃありませんの」

「考えてみろ。浴びせられなかった代わりに、不自然に浴びたものはあるだろう。なんだと思う？」

「え」

　問われて、フェルは一拍考える。

（ええと、確かあのときの先生は……フライパンと聖せい杖じようで戦ってたんだよね）

　真っ黒な祭さい服ふくに、全国の聖職者が「同業じゃないです」と全力で否定しそうな凶きよう悪あくなご面めん相そう、それに生々しく飛び散っていたのは──

「……返り血！」

「に、擬ぎ装そうしたんだろうな」

　そういえば、兵士たちの怪け我がはみんな打だ撲ぼくばかりだった。鈍どん器きで戦って、あんなにべったりと返り血を浴びるわけがない。

　と、いうことは。

「……黒龍師団に紛まぎれ込んでるんですの？　彼に毒を使った犯人は」

（それじゃ、兵は全然使えない）

　フェルは青くなる。

「使者殿の乱らん心しんを広めるわけにもいかないし、もともと戦える人数は限られているんだ。俺とお前、あとは事情を知っているケイぐらいのものか。あいつには留る守すを任まかせるとすれば、ここの二人だけだな」

　動けるのはまさかの二人だけ。

　そんな状況に、せわしなく視線を泳がせるフェルに、「そう困ったことばかりでもない」とクロウは唇くちびるの端はしをわずかに持ち上げた。

「幸い俺も症しよう例れいを知る毒だ。解毒についてもいちおう情報はある」

「！　その方法は!?」

　気き負おって椅い子すから身を乗り出すフェルとは逆に、クロウの答えは簡かん潔けつだった。

「ない」

「……は？」

「──解毒というか、毒素を無理やり体外に叩たたき出すしかない。無理にでも眠らせて、『この身体はもう役に立たない』と、呪毒に諦あきらめさせるんだ」

「と、いうことは……ひょっとして、強い衝しよう撃げきを与えるなりなんなりして、意識を落としてしまえばいい、ってことですの？」

「そんなに簡単ではないな。使い物にならなくなったと毒が諦めるまでだから、喰くらった毒の濃さによっては殺す手前くらいまでぶちのめす気き概がいがいるし、回復するかは毒の進み具合にもよる。そこまでやっても起き出したら相変わらず毒にやられたままだった、という可能性もある」

　おまけに、「使者殿が浴あびたのは、特別濃こい毒だったようだ」とクロウは続けた。

「あんなに鮮あざやかに蝶が浮き出ていたんだ。常人なら、もうとっくに身体が耐たえられなくて狂きよう死ししている。それでもまだ生きているのは、彼の体力と、意志の強さが並はずれているからだろう。だが……それもいつまで持つかは分からない」

「……助かる確率のほうは」

「それが士し気きにかかわるなら、訊きかないほうがいい」

「……」

　フェルは黙った。

（戦えるのは、わたしと旦那さまだけ。二人だけで、あの先生と戦って、ぼっこぼこにのして……って）

　果たして、できるんだろうか。

（やるしか、ない）

　唇を嚙んで拳こぶしを握りしめたフェルは、次の瞬間、旦那さまのとんでもない発言に目を剝むいた。

「と、いうわけで。今晩から、俺とお前のお忍しのびで、市街地の冬至市ユール・マーケット見物に出るぞ。支し度たくしておけ」

「はあ!?　なぜに!?」

　一瞬素すに戻りかけたフェルだが、続く彼の言葉に文もん句くを吞み込む。

「どこに敵が潜んでいるか分からない城内で戦うより、警けい戒かいの対象を使者殿に絞しぼりやすいんだ、外に飛び出してしまったほうが。追いかけてきた犯人が慌あわてて市街の住民に呪毒を使ったとしても、潜せん伏ぷく期間があるからすぐには効きかないだろう」

「！　なるほど……」

「ケイ以外、城の誰にも外出については知らせない。伏せたところで、犯人ならこちらの動きを張っているだろうから、勝手に網あみに引っかかってくれるはずだ」

「では……なぜ、わたくしなのでしょう」

　話が始まったときから、ずっと感じていた疑問を、フェルはおそるおそる口にした。

（召使じゃなくて姫君姿を襲おそわれたってことは、それはつまり、何者か分からないけど『シレイネさま』を狙ねらってる人がいるってことだよ。でも、誰が？）

　おまけにそれは、呪毒を扱える人間なのだ。

　下へ手たをすると、ユナイアにいる本物の彼女にも危険が及ぶかもしれない。フェルが身代わりをしている間は安全だろうけれど──それでも、不安は残る。

　フェルの質問に、クロウは答えなかった。聞こえなかったのか、聞こえないふりをしたのかは分からないが、なんとなく質問を重ねられず、フェルは黙った。

（それにしても、[image: 囮]おとりを使って単身で戦うなんて……）

　クロウの提案に、ずいぶん捨て身な無茶を考える人だなとフェルは驚いたが、そういえば彼は、先せん般ぱんイグレックをはめた策さくからして体当たりだった。そう意外なことでもないかもしれない。

　──と。

「護身用だ」

　不意に、クロウにぽんと手渡されたものに、フェルは目をしばたたく。

「短剣……？」

　白い飾り鞘さやの、小振りな短たん刀とうがひとふり。

「いりませんわ」

「実際使うかどうかは別にして、いいから持つだけ持っておけ。頼れるのは己おのれの身一つなんだ」

「……はい。そうですわね。ありがとうございます」

　フェルはためらいつつ、受け取った短刀に目を落とした。礼のあとの言葉が続かず、思わず押し黙る。

　黙ると思い出した。

（そういえば、今、何事も無かったかのように話を進めてるけど……そもそも、こうなる前にどうなってたって）

「旦那さま。顎あごは大丈夫ですの？」

　考える前に口が勝手に動いていて、若じやつ干かん後こう悔かいした。

（もうちょっと遠回しに訊こうよ、わたし！）

　内心、壁に手を突いて反省したい衝しよう動どうに駆られる嫁に対し、「……ああ」と旦那さまももろもろを思い出したらしい。

「いや、おかげで頭が冷えた」

　おそるおそる窺うかがい見たクロウは、特に動どう揺ようすることもなく平へい然ぜんとしているようにフェルの目には映った。

「あれは俺が悪かった」

「え、いえ、そんな、わたくしのほうは別に……」

　淡たん々たんとした謝しや罪ざいに対し、フェルも慌てて首を振る。

　しかし、誤ご魔ま化かそうとしたところで、ぼっ、と頰に熱が集まった。よく考えなくても、結構すごいことをされなかっただろうか。

（……って、ええいもう、気にするな！）

　自己暗示も兼かね、フェルは旦那さまにきっと向き直る。

「気にしてませんわ。ええと、犬だって咬みますし、タコだって吸すいますもの！　おほほ」

「タコで犬な」

　しまった。詫わびるはずが突き落とした。

　いえそうじゃなくて、と続けようにも言葉が見つからず、しばらく部屋に沈黙が落ちる。たいへんに気まずい。

　そこでふと気づく。どうも会話が白しら々じらしいというか、違い和わ感かんを覚えると思ったら。

（旦那さま、さっきからわたしと目を合わせようとしないんだ……）

　これは、今度こそ嫌きらわれたな。ぼんやりと自覚する。

（夫の顎に掌しよう底ていを食らわす妻なんて嫌われて当然といえば当然なんだけど）

　愛あい想そを尽つかしてもらう計画を懸けん命めいに考えていたのだから、喜んで然しかるべきところでもあるのだが。ちくっと胸が痛む。

（いや、なによ〝ちくっ〟て。でも、やっぱり困るか。これから、頼れるのはお互いきりで、さあ戦うぞ！　って、ときだってのに）

　この、ぎすぎすした空気。

（どうすんのこれ。だ、……大丈夫よね？）

　頰が引きつりかけるが、すぐさま首を振って気を引きしめる。

（今はそれどころじゃないし！）

　大丈夫かどうかなんて、気にしている暇ひまはないのだ。
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　冬ユール至市・マーケツト。

　にわとこ月の間だけ立つこの市は、冬至の風ふう物ぶつ詩しのひとつだ。

　赤い幌ほろを張った屋台が並び、黒くろ胡こ椒しようを振った肉の塊かたまりを焼く香こおばしい匂においがそこかしこからただよってくる。

「ちょっと、危ないよ」

　くるくるとせわしなく回転しながら焼き上がる、細長い冬至菓子に見とれていたら、屋台のおやじに声をかけられる。フェルは慌あわてて後ろに下がった。

　とたんに、さっきまで立っていたところに、容よう赦しやなくシナモンシュガーたっぷりの風がばさばさと吹きつける。もう少しで、自分が砂糖まみれになるところだった。

（もうずいぶんこんな賑にぎやかな場所に来てなかった気がする）

　フェルは、明るい橙だいだい色に染めた羊毛の外がい套とう姿で、フードをきつくかぶり直すと、市の様子をきょろきょろと見回す。

　街は赤いリボンや金の星、レースのように切り抜いた紙を飾った冬至の飾柱ユール・ログが飾り付けられ、そこかしこから、楽しげな笑い声が響いている。

「ほらっ、奥方さま見てください。揚あげ芋いもです。冬至市に来たら、これ食べなくっちゃ」

　不意に、ずいっと目の前に突き出されたものに、フェルは目を瞠みはる。

　ほこほことあたたかな湯ゆ気げを立てているのは、皮ごと薄く削そぐように切り、かりっと揚げたジャガイモだった。紙袋の中にガッサリ、ちょっと正気を疑うような量が入っているのも、冬至市ならではの伝統だ。

　塩だけの素そ朴ぼくな味付けなのだが、一度食べると、揚あげたての香ばしさが病やみつきになる。

　懐なつかしさに黙り込んでいたフェルを、「お姫さまは初めて訪れる市に戸と惑まどっている」と勘かん違ちがいしてくれたらしい。お忍びに同行してくれたラナは、何くれと世話を焼いてくれる。

　身の回りを世話する人間を一人もつけないのではさすがに不ふ審しんだからと、いちばん気の置けないラナにお願いしてみたのだが、予想外に張り切ってくれている。ありがたいやら、申し訳ないやらだった。

「あ、夜や光こう石せき」

　ふと、雪ゆき搔かきした石いし畳だたみの上に転がる小石にラナが声を上げた。

「こないだお話した、このへんの特産の石ですよ。結けつ晶しようは、折ると青白く光るんです。以前、殿でん下かに頂いたのが役に立ったことがあって……小さな粒つぶの入った石ころなら、こんな街中でも案外たくさん採とれるんだって聞きました」

　石に入った小さな粒は、石どうしをぶつけて軽い衝しよう撃げきを加えれば、うっすら暗がりで光るそうだ。得意げに説明をくれるラナに、へえ、とフェルは驚いた。

（面白い。突とつ貫かん花嫁修業でも、クルヴァッハは、いろんな宝石が特産品になってるって習ったけど。拾って帰ったら、ユナイアに戻ったとき、孤児院の子たちが喜んでくれるかも）

　そうでなくとも、地べたに転がった光りものは、なんとなく拾ってしまう習性があるフェルである。水晶入りの小石しかり、小銭しかり。

「奥方さまったら。殿下に言えば、きっとちゃんと大きな結晶を買ってくださると思いますよ」

　目についた小石をスカートに入れていると、ラナに笑われてしまった。……うっかり地が出た。

「けど、意外でしたね。あんなにお部屋から奥方さまを出したがらなかった殿下が、お忍びで城下町に連れてきてくださるなんて。突然だったから、びっくりしちゃって」

「驚かせてしまってごめんなさいね。誰にも言えなかったでしょう」

　まあ、わざとなんだけれども──と、フェルはこっそり斜ななめ下を向く。

「いいえ！　奥方さまに、自分の生活してる街をご案内できて嬉うれしいです。でもちょっと、不思議な感じ。いつもだったら、あれはあっちのほうが安いとか、同じ値段でもっとたくさん入ってるとか、考えちゃうんですけど」

　ええそれはわたしもです、とフェルは心中で呟つぶやいた。

　さっきから、視界の端はしに引っかかるのは『時間限定！　シュトーレン半額』とか『しょうがクッキー詰め放題』とか、お得とおぼしき情報ばかりだ。必要あろうが無かろうが、特価の気配を、目が勝手に探してしまう。

「なんだか、お忍びっていうか、視察か観察って風ふ情ぜいですけれどね」

　ラナがいたずらっぽく声をひそめたのにつられて、フェルは後ろを振り向く。

　少し離れた建物の壁に寄りかかり、楽しむでもなく街の様子を窺うかがうクロウを見て、フェルは苦笑した。

（ラナは知らないものね。……なんでいきなり、街に出ることになったのか、本当の理由）

　ことさらに華はなやかな仕立ての外套を着て、たまに目立つ色味の髪を風に流すわけも。

（早く引っかかって。時間がないんだから）

　周囲を注意深く見守っていたフェルは、急に鼻先に甘い香りのするものを突きつけられてぎょっとのけぞる。

（……お菓子？）

　シナモンの香るあたたかな紙袋の中には、冬至の伝統菓子が入っていた。顔を上げると、目の前には、無表情なクロウが立っている。

（って、いつの間にこっちに来てたのよ）

　差し出された袋を反射で受け取りかけ、フェルは戸と惑まどった。

「いえ、わたくしは」

　先生が大変な時に──と続く言葉を吞のみ込んだところで、「緊きん張ちようしっぱなしでは身が持たない」とクロウは軽くため息をついた。

「それより、ほら、分かるか？　あの石垣。本物に見えるが、騙だまし絵だ」

「え？」

　クロウの言葉に、フェルは驚いて、目の前の灰色の石垣をまじまじと見る。

「だまし絵？」

（噓うそ、本当に？）

　クルヴァッハは、ユナイアはもちろん、東とう方ほうとも国こつ境きようを接する地である。

　その都みやこキカラは、さまざまな文化が入り交じり、咲き乱れる中心地。その特とく徴ちようのひとつとして、騙し絵の街であることが挙あげられる。

　本物の積み石にしか見えない石垣──実は、つるりとしたただの壁だ──に目を奪われていると、クロウが少し笑う気配がした。

「珍めずらしいか？　初めてだろう、キカラは」

「べ、別に。ここに嫁とついでくるとき、馬車で通りましたもの」

　フェルは目を逸そらして噓うそをついた。実は、分ぶ厚あつい窓幕のせいで、外の景色はちっとも見えなかったのだ。

　気軽な会話を装よそおっているが、フェルはなんとなく違い和わを感じ、クロウの横顔をそっと見やる。

（あ、目。やっぱり逸らされた）

　こちらに向いていたはずの視線を、すっと脇わきに移され、フェルはばつが悪くなった。

　そういえば昨日から、彼はフェルに決して触ふれようとはしない。体調を気にして、よく抱き上げたりしていたのに。

（……いや、べつに、どうでもいいんだけど。本っ当に、どうっでも！）

　釈しやく然ぜんとしない気持ちを振り払う。祭りの平和な空気にあてられたのかもしれない。

「ほら、乗ってきた」

　最後、何げない調子でクロウが呟くのを聞いて、フェルはぴくりと肩を揺らす。

　慌ててあたりを見回しかけ、「気け取どらせるな」と注意された。

「右手の十字路の陰かげ。気配を殺してずっとこっちを見ている奴やつがいる」

　小声で囁ささやかれて、そっと背後を窺い見た。

　距離でいうと、三十歩ほど。意外に近くに、長身の人影がある。

「ラナ」

　フェルは、傍かたわらで不思議そうに首を傾かしげる侍じ女じよを振り返った。

「少し、旦那さまと二人にしていただいていいかしら」

　ラナは目を大きく開くと、すぐに「はい、ごゆっくり！」と満面の笑みで頷うなずいた。

　──城に帰ったあと、侍女たちの間でいったいどういう噂うわさ話に発展するのか、ちょっと怖いなとちらりと思う。
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　──いつからここにいるのだろう。

　銀色の雪をかぶったキカラの街を、ガウェインは無感動なまなざしで見やった。煉れん瓦が造りの家並みを包む、雪の冷たい白と、祭りに沸わく人々の熱ねつ気きがひどく不ふ釣つり合いで。

　無意識に、彼は首筋を搔かきむしる。そういえば、手に武器がない。代わりに握にぎられているのは、なぜだか聖せい職しよく者しやの使う聖せい杖じようだ。

（ここはどこで、今はいつで。おれはどうしていたんだっけか……）

　ああ、そうだ。

〝標ひよう的てき〟はあの、ユナイアの姫君。夕ゆう輝き晶しようの光こう彩さいを持つ娘を捕とらえ、〝協力者〟に引き渡す。それが〝任にん務む〟だ。そうすれば、この痛つう痒ようもなくなる。

（誰に頼まれた仕事だった……？）

　いつもは、戦場で敵兵の首を狩かるばかりだった。珍しい仕事だ、と思う。

（……？）

　標的に見覚えはない。そのはずなのに。

　顔も知らなかったはずの姫君の顔を見たとたん、脳の奥が軋きしむような心ここ地ちがした。

（そうだおれは何をやって）

　子供たちが待っているはずなのに、

（何を油を売って、──）

　そんなはずはない。この手は、奪って生きることしか知らないはずだ。

　今日も明日もそうして生きる。奪う。生きる。

　記き憶おくと意識が混こん濁だくし、頭がずきずきと痛んだ。






〝標的〟の娘は、明るい橙色の外套を身にまとっていた。

　一度建物に入ったが、次に出てきたときは一人になっていた。その色だけを頼りに、雪を踏ふんで裏道に入った彼女のあとに続く。

　白く染まった裏うら路ろ地じは、足あし跡あとも少なく、表通りの喧けん噪そうが噓うそのように人ひと気けがない。

　ただ、奥まったところに、ぽつりと湯ゆ気げの立つ屋台が一つ。

　悪い黒山羊ユール・ゴートの仮面をかぶり、「えい、らっさーい。巨大怪かい魚ぎよのスープ・ユナイア風、安いよ、うまいかどうかはさておき安いよー」と薄気味悪い呼び込みをする店主のほかに、人影はない。

〝標的〟がその屋台の前で止まった。またとない好こう機きだ。

　その店主にしても、悲鳴を上げる前に口を封ふうじればいいだけのこと。

　いつの間にかちらつき始めた粉こな雪ゆきを払はらいつつ、慎しん重ちように距離を詰める。彼は橙色の外套の背に手を伸ばした。

　雪を踏む自らの靴くつが黒い革かわの──聖職者のものであることに、ちくりと記憶がささくれる。一歩、二歩。店の前で店主と会話を交わす標的に、指先が触れようとした、そのときだ。

（……？）

　標的が、橙色の外套を剝はぎ取るように脱ぬぐ。

　下から現れたのは、黒髪の男だった。

　銀髪の姫君ではない。

「な、」

　何か言おうと口を開いた瞬間、橙色の外套を投げつけられる。視界を奪われたことに舌打ちした──刹せつ那な。




「らっしゃっせー!!」
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　怒ど号ごうが見当はずれの位置から聞こえた瞬間、身体を横よこ殴なぐりに衝撃が襲おそった。

　どんがらがっしゃん、と冗じよう談だんみたいな金属音が耳を衝つき、雪の上にスープや鍋が転がった。

　音や向きから、例の店主がこちらに向かって屋台を勢いよく蹴けり上げてぶち当ててきたのだと悟さとる。

「うふふ……お客様、揚あげ芋いももおつけしますか」

　悪い黒山羊ユール・ゴートのお面の下から現れた店主の素顔に、ガウェインは目を瞠みはった。

　銀色の髪に黄たそ昏がれの瞳、美しく儚はかなげな容よう姿し──だというのは気のせいだったのかと思うような怒ど気きをくゆらせ、彼の標的、シレイネ姫は唇をゆがめる。

　なんだ、近くにいたのか。

　捜す手間が省はぶけた。

　朦もう朧ろうとした意識のまま、踏み出そうとした彼の足から、不意に力が抜ける。

　上げようとした腕もだ。身体全体が痺しびれ、力が入らない。

　ぽたぽたと髪を伝う生なまぬるい水は、甘い香りがする。──さっきぶちまけられた屋台の、怪あやしげなスープか。

「引っかかってくださって嬉しいですわ。さあ、どなたか存じ上げませんけれど、──そのおかたを、返していただきますわよ」

　挑戦的に言い放った標的に、彼は眉をひそめた。
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「シレイネ？　お前……この間も似たようなことを言ったがな。屋台の呼び込み文もん句くなんてどこで学んでくるんだ」

「まあ、旦那さまったら。きょうび屋台の呼び込みもこなせなくては真しんの貴き婦ふ人じんとはいえなくてよ」

「ペチコート翻ひるがえして屋台蹴けり上げた奴に貴婦人を語られてもな」

「何かおっしゃいまして」

　フェルの外套を身に着けて[image: 囮]おとりをこなしたクロウが、剣を抜きながらこぼす。フェルは適当に返しつつ、膝ひざをついたままのガウェインから目を離さない。文もん句くの内容は覚かく悟ごの上だ。

（中ちゆう途と半はん端ぱなことをして先生を欺あざむくのに失敗するほうが、姫君の猫がはがれるよりずっと取り返しがつかない！）

　この場にいる味方は、クロウだけ。

（だから、手段なんて選べないし、できることはなんでもする……っていっても）

「[image: 囮]を使って注意を逸らした隙すきに、鍋に煮たてた毒をひっくり返してぶちまけるなんて、なかなかに卑ひ怯きようっぷりが素晴らしいですわよね」

「卑怯上等。……だが、これでも、勝負がついたわけでもなさそうだ！」

　クロウはうそぶき、フェルを突き飛ばす。

「！」

　フェルが息を吞のむのと、今まで立っていたところに聖杖の一いち撃げきが落とされるのは同時だった。

　鈍にぶい音が響き、屋台が粉こな々ごなに叩たたき壊こわされる。

　虚うつろなまなざしのまま、ゆらりと聖杖を構えるガウェインを前に、クロウはフェルを背に庇かばった。

「こっちだ」

　そのままクロウは、ガウェインの眉み間けんに剣の切っ先を向け、挑戦的に言い放つ。

　白く凍る息を吐はき、ガウェインは唸うなった。

　杖を振りかぶった彼を前に、クロウは動かない。

「だ、旦那さま……！」

　雪を蹴って飛びかかってきたガウェインの杖が、クロウの脳のう天てんを捉とらえようとした、その瞬間。




「──なんてな」

「!?」




　──ずぼ、と鈍い音を立て、ガウェインの身体が搔かき消えた。

　悲鳴もなかった。

　続けて、がらがらと丸太の落下する音や、巻き込まれた周りの雪の音が追いかける。

　しばらくして、ぼす、と雪に重いものが刺ささる音がした。

「ああ、はまったはまった。ここまで見事に引っかかるとは」

「…………」

「実力差は歴れき然ぜんなんだ。『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』相手に、正面から正々堂々挑いどむわけがない。芸のない手法だが、古井戸のある地区を押さえといて正解だった」

「ぶ、無事ですわよね……？」

「雪が緩かん衝しよう材ざいになるから、大丈夫だろう」

（落とし穴……いや、知ってたんだけど。わたしも。でもなんかこう、なんでこう素直に喜べないかなあ）

　お前や俺では沈まないように調整して幕まくを張ったんだ、といけしゃあしゃあと種たねを明かす夫を、フェルはうさんくさそうに見た。

（とにかく、呪じゆ毒どくを身体から出さなきゃ。あとは……動きを封ふうじるまでは成功したんだし、先生の気を失わせないと）

「って、何してますの旦那さま!?」

　転がった大おお鍋なべを穴に跳けり落としたクロウに、フェルの思考はすっ飛んだ。

「先せ……じゃなくてわたくしの祖そ国こくの吟遊詩人バ　ル　ドを殺すおつもり!?　って、……ちょっと今井戸に何放り込みましたの!!　底のほうから、紫色のまがまがしい煙けむりが上がってますけれど」

「毒どく霧む」

「キャー!?」

「おい、飛び込もうとするな。安心しろ。死ぬようなものじゃない。身体の自由を奪って、意識を失わせるだけだ」

「本当ですのね……？」

「本当だ。まあ、鯨くじらや鯱しやちも痺しびれて丸一日動けないようになる強力な薬だから、お前は吸わないよう離れていたほうが……おい、だからドレスたくし上げて飛び込もうとするなと」

　血けつ相そう変えて先生の救出に向かおうとしたフェルは、ざり、と雪を搔かく音に足を止める。

「……！」

　顔を上げて、言葉をなくした。

（先生!!）

　深い枯かれ井戸に落とされ、毒霧を吸っても、彼は地上まで這はい上がってきたらしい。驚異の体力だ。

　もっとも、ひゅうひゅうと咽の喉どを荒あらすような呼吸が、その消しよう耗もうぶりを示している。

　フェルの耳は、不意に、抑よく揚ようのない声でぼそぼそと何事か呟くガウェインの声を捉とらえる。

「とらえないと、とらえないと、とらえないと」

　さらなる毒を受け、動けなくなっても、彼はまだもがいていた。雪にまみれ、震える手で聖杖を摑み、クロウから目を離してフェルを見る。

「とらえないと」

　空いた左手で、彼は首筋を搔きむしった。

　快かい活かつな、先生の笑顔が好きだった。柔らかく名前を呼んでくれる声も。

　今はその面おも影かげはかけらもなく。息は乱れ、その顔色は青白い。爪つめはとうとう首の肉を抉えぐり、白い雪に紅いものが点々と散った。

　呪毒はしぶとく彼の心に巣す食くい、いっかな出ていく気配はない。きっと、命をすっかり涸からすまで。

（毒が出ていくまで持たない。このままじゃ、先生が死んじゃう……！）

　耐たえられない。

　何より、苦しみもがく彼を、これ以上見ていられなかった。フェルの心の方が、限界だったのだ。

「……っ！」

「何をやってる、下がれ、シレイネ！」

　クロウの[image: 叱]しつ責せきに首を振り、フェルはガウェインの元に駆け寄った。上体だけ起こした彼の前にひざまずき、その頰を両手で包み込む。

　悪い黒山羊ユール・ゴートの扮ふん装そうで、子供たちを怖がらせすぎて落ち込んだフェルに、こっそり「頑がん張ばったわね」と飴あめ玉だまをくれていたわってくれた。辛いことがあって泣いていると、困り果て、泣きやむまで抱きしめて、下へ手たくそな子守り歌で慰なぐさめてくれて。

　──〝アタシはあなたの親だから。そして、親はバカだから。〟

　そうですよ先生、とフェルは歯を食いしばる。

（親がバカなら子のわたしだって負けず劣おとらずバカなんだから）

　もしも万一でもあれば、咽喉がからからになって目が干ほしブドウみたいに干ひからびるまで泣いてやる。あなたが帰ってこない限り、絶対に泣きやんでやらないから。

「ひどいじゃないですか」

　どこか遠くを見るような彼の琥こ珀はく色のまなざしに、まっすぐ目を合わせて。

（夕方にはずいぶん遅れたけど。ちゃんと、孤こ児じ院いんに帰るつもりなのに。……おかえりなさいって、言ってくれるんじゃないんですか）

　太い腕が、自分を捕らえようと掲かかげられる。

（あなたを信じます。だから、──わたしのことも信じて）

　思い出して。帰ってきて！

　強く念じ、目に力を込める。

　その虹こう彩さいがぼんやりと輝き、夕暮れ色をひときわ鮮やかにしたことに、フェルは気づいていなかった。

「逃げません。あなたが、わたしを傷つけるはずがない」

　顔色を変えたクロウが駆け寄る前に、ガウェインの指がフェルの首に食い込んだ。





　どこかで、子供の泣き声がする。

　──〝この子の父親の席はわしでうまっとる。じゃからお前は、母親役でもやっとれ。あ、ちゃんとしなぐらい作れよ〟

　寝ね言ごとは寝て言えジジイ、と胸むな倉ぐら摑んで言い合いしたのは昨日のことなのに。老ろう衰すい？　なんだそれ。

　冷たくなった恩おん師しを埋まい葬そうする。皺しわくちゃの手が地面に消えたら、何をしたらいいか、分からなくなった。

（あんなに、かんったんに。ぽっくり逝いくなんて、聞いてない）

　さて、どうする。途と方ほうに暮れた。

　こうあれたら、が消えてしまった。ずっといられたらいいと願ったここも、もはやどこだか分からない。自分を匿かくまってくれた老ろう齢れいの吟ポ詠エ詩ル人ジはあっという間に死んで。

（残されたのは、オンボロ孤児院と、毛色の変わったガキ一人）

　銀髪の少女は、自分を見るなり泣きわめいたものだ。しかし、にわか仕立ての聖職者で、今までの職業柄、子供となんてろくすっぽ触ふれ合ったこともない。

『オイ、お前。メシだってば』

『いんちょう先生、どこ？』

『だから、メシ……』

『いんちょう先生ぇ!!』

　わああ、と子供は泣いた。子供が泣くと嵐あらしになる。けれど、嵐が過ぎると、その子はどんどん衰すい弱じやくした。食事もとらず、泣く力もなくなっていったから。

（泣きたいのはこっちのほうだ！　どうするんだよ。ジジイ、ガキの面めん倒どうなんてどうやって見てた？）

　考えるほどに、ドツボにはまってばかりいた、その頃。

　──お母さん、おじいちゃんはどこ行ったの？

　──おじいちゃんはねえ、お星さまになったのよ。

　町で母親と子供の語らいを見て、ついでにジジイの言葉を思い出した。冷静に考えると、あほか、と思う。けれど必死だった。

　母親役？　やってやるよ。どうなったって構かまうものか。

『いーい？　フェルディアちゃん。院長先生はねえ、お星さまになったのよ。おしゃべりできないけど、ちゃあんと見ててくれてるのよ？』

　その母親の真ま似ねをして、大きな身体を無理やり丸め、子供と目線を合わせてやる。やけっぱち半分に女口調を試してみたら、なぜかこれが効こう果かてきめんだった。絵本を読んでやると、おそるおそる近寄ってくる。

　そのうち膝に乗ってきて、あまつさえうとうと眠り始めたりまでする。

　それからその子は、彼を見て。

『がえうぃん先生』

　にぱ、と笑った。無む邪じや気きな笑みだった。

　ガエウィンじゃねえよ馬鹿野郎と言いたくなったが、そんな風に子供の笑った顔なんて、彼は生まれて初めて見たのだ。

（あほらしい。ガキ一人が懐なついただけで、このおれが）

　白状する。

　──正直ちょっと泣きそうになった。

　血も涙もないはずのあの紅あか髪がみの悪あつ鬼きが！　女言葉でガキに絵本!?　と昔の仲間には目を剝むかれそうだが、そのときの感動は忘れられない。

　いいよジジイ。この子の、この子たちのためなら、母親でもなんでもやってやる。おれが守る。今はおれしか、守れないんだから。






（……何を言って……おれは、任にん務むの、最中で）

　任務を果たさないと。銀色の髪の姫君を捕らえるのが、今回の仕事で、

（銀色の……髪？）

　──先生！

　誰かの叫び声がする。

　幼いのか、若いのか。女の声だ。それはかすかで、くぐもった声だけれど。まるで、穴ぐらに射さした一筋の光みたいに、はっきりと、明るくて。

（……おれは）

　記憶が逆流する。

　今はいつで、ここはどこか。

　子供が泣いている？

（なに、他人事みたいに言ってんだよ）

　紅髪の悪鬼はもういない。指が食い込む、細い首の感かん触しよく。なんだ、これは。そうだ、自分は、──

（何やってんだ。泣いてるのに）

　あの子が泣いてるのに！




「じょうっ……だん、じゃねえ……！」

　苦しげな、低い呟きが耳じ朶だを打つ。

　フェルの夕暮れを閉じ込めたような瞳を見たガウェインの眼まなこに、一瞬だけ理り性せいの光が戻る。

　強い力で突き放され、フェルが雪に倒れ込むのと、ガウェインが自らの腕に拳こぶしを叩き込むのは同時だった。

「なんてことさせやがる！」

　宙ちゆうを睨にらみ、彼は吠ほえた。

　同時に、再度振り上げた拳で、今度は自らの腹を突つく。鈍い音が響き渡り、たちまち銀色の雪に吸い込まれた。

（先生！）

「ガウェインさま!?」

　気を失って雪の上に倒れ込んだガウェインを、フェルは慌てて膝に抱える。

（……脈は、ある。痣あざは）

　汗ばんだ紅い髪を指先で取り除のけると、そこにはただ、日焼けした肌があるだけだった。

　刺いれ青ずみのようにくっきりと浮かび上がっていた紅い蝶の痣は、初めから何もなかったかのように消え失せている。

「旦那さま！　これって、毒は」

「詳しく調べてみないことには断だん言げんできないが……抜けた可能性は高い。この様子だと」

「！」

　ほっと息をついたものの、彼の呼吸は弱く、身体も冷えている。

「貸せ」

　そのまま動けなくなったフェルの上から、クロウがガウェインを抱え起こしてくれる。意識を失った長身に肩を貸すクロウに、慌ててフェルも手を添そえた。
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　気を失ったガウェインを雪に寝かせ、街で人足を捕まえて宿まで運ばせる。

　慇いん懃ぎんな笑みの下から不ふ審しんそうなまなざしを向けてくる宿のあるじに、クロウが「行き倒れ者を運ばせた」と説明しているのを聞きながら、フェルはずっと詰めていた息をゆっくりと吐き出した。

　彼をベッドに寝かせたときには、フェルは汗だくになっていた。

（呪いの蝶はもう出たから、あとは、普通の解げ毒どく処置をしてれば大丈夫だって……もう安心していいのかな）

　ガウェインは毒に詳しいクロウが看みていてくれるという。

　彼には「おまえはもう休め」と言われていたが、おちおち休めるわけがない。

（解毒には何がいるって言ってたかな。薬草は旦那さまが用意してくれてて、あとはお湯と、体力をつけるような滋じ養ようのある食べ物とか……）

　宿の厨ちゆう房ぼうで、何かあたたかい食べ物を作ってもらって、──それから、街を歩いたときに、ラナが買ってくれた屋台の薄揚げ芋が、まだかなりあったはずだ。

　それと、ここに来る道すがら拾った、青く光る鉱こう石せきを含んだ石ころ。

（あの石、確か冷やっこいから、打だ撲ぼくを冷やすのに使えるかも）

　部屋に戻り、芋の紙袋と、石の詰まったハンカチを取り出す。

「こんなもんかな……、!?」

　もろもろ抱えて戻ろうとした瞬間のことだ。

　単調で舌っ足らずの声が、その足を止めさせた。

「うごかないで」

（この声）

　ぎくしゃくと振り向いたフェルの視界に飛び込んできたのは──

「ラナ……!?」

「こえを、たてないで。したがって、ください」

　いつの間にか背はい後ごには、見慣れた召使の少女が立っている。

「ラナ、どうして」

　虚うつろなまなざしで、彼女は、自らの喉のど笛ぶえにナイフを突きつけていた。

（あ……！）

　その首に浮き上がる蝶の文もん様ようを見て、フェルはきつく唇を嚙かんだ。




（いつの間にラナが……だって潜せん伏ぷく期間は!?）

　ふらふら危なっかしく歩いていくラナのあとをついていくと、やがて、宿の裏手まで誘い出される。

　箱馬車と、すっぽりと顔まで外套のフードで覆い隠した馭ぎよ者しやの姿を認め、フェルはごくりと唾つばを吞む。

「のってください」

　馭者の代わりに、たどたどしく促うながして、先に馬車に乗り込んだラナが、いっそう強く首に刃やいばを押し当ててみせる。肌が切れてぷつりと紅い玉が浮くのを見れば、従したがうほかない。

　フェルは仕方なく馬車に乗り込む。座席に張られた革はかび臭く、少し湿し気けていた。

（……利用価値がなくなったら、毒は、操っていた相手を解放する……んだよね）

　やがて、馭者が馬に鞭むちをくれる音が響く。

　それを聞いた瞬間、フェルはラナに飛びかかると、その手首を摑んで刃を叩き落とす。

「ラナごめん！　今度なんか奢おごる!!」

　一声叫んで馬車の扉を蹴り開ける。驚いて抵抗しようとするラナのうなじに手しゆ刀とうを入れて意識を奪い、息を詰めてそのまま突き落とした。

（ラナ！　どうか無事で……!!）

　ばさ、と降り積もった雪の上に、見慣れた黒いお仕着せが沈むのを見届けた瞬間、馬車が一気に速度を上げる。

（っの、逃げ損そこなった……これじゃ飛び降りられない！）

　けれど、逃げたところで、すぐに捕まってしまうだろうと思い直す。

　フェルは馬車の中を振り返り、視線を巡めぐらす。自分が持ち込んだ麻や紙の袋が目についた。

（これ）

　夜光石。衝撃を加えると光る、結晶入りの石だ。

（こんなものじゃ……）

　大きな結晶でもない、ここではありふれたもの。ただ偶然に並んだと、見過ごされてしまうかもしれない。

（でも、旦那さまなら）

　逡しゆん巡じゆんは一瞬。フェルは石を取り出すと、寒さにかじかむ手で叩き合せる。冬の空気に、ガラスの割れるような音が響いた。
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「気がついたか」

　雪を浮かべた水で布ふ巾きんを浸ひたしていたクロウは、傍かたわらのベッドに声をかけた。

「おれは……」

　まだぼんやりしたまなざしであたりを見回すガウェインは、覚かく醒せいしきってはいないらしい。普段のオネエ口調が抜け落ちている。

　それにしても、呪毒に操られ、毒液や毒霧のさんざんな洗せん礼れいを受けても、少し眠った程度で意識が戻る体力にはあきれるばかりだ。

「あの、子は」

「部屋で休ませている」

「……怪け我がは」

「ない」

　朦もう朧ろうとしながら問われ、苦笑交じりに答える。

「安心していい。あなたは誰も、傷つけてはいない」

　最後に付け足した一言を、我ながら柄にもないな、とちらりと後こう悔かいした。

　よほど互いが大事なのだろう。「命より大事な、わたしのすべて」とフェルが語る、孤児院での彼らの絆きずなを、少し垣かい間ま見た気がする。

　薬や研げんに、木もく炭たんと、気付けの薬草を入れて擂すり始めたクロウを、ガウェインはしばらく無言で見ていた。

　──が。

「……！」

　琥珀色の瞳が不意に、大きく見開かれる。

「彼女は今、一人なのか」

「？　ああ」

「やばい」

　夢うつつから一気に目が覚めたらしいガウェインは、ベッドから跳はね起きると、毛もう布ふを剝ぎ取る。

「おい、まだ安静に……」

「フェ……シレイネ姫はどこだ!?」

　ガウェインの言葉に、クロウはひゅっと息を吞む。立ちすくむ彼に構わず、ガウェインは廊下へと駆け出す。クロウは彼の背を追った。

「シレイネ……？」

　隣の部屋にも、廊下にも。彼女の気け配はいはない。

　呆ぼう然ぜんとしたクロウは、ガウェインの舌した打うちで我に返る。完全に回復しているわけもなく、少しよろめいた巨きよ軀くの肩を支えながら、クロウは荒あらく問い質ただした。

「彼女がどうしたというんだ！」

　クロウの腕を振り払い、「テメエに答える義理なんざ無ねぇよ」とガウェインは怒ど鳴なり返す。降り積もった『毒龍公』への不信感が、その瞳にはっきりとくすぶっていた。

「……軽々しく死や戦いくさを口にして、あの子を利用して傷つける。そんな奴やつを頼たよれってか？　看かん病びようには礼を言っておくがな、これ以上お前に貸しは作らねえ。ついてくるんじゃねえよ！」

「妻が危ないなら、貸しだなんだと言っている場合か！　あなたが頼るんじゃない。俺が、あなたの協力を乞こうんだ」

　クロウは、肌を貫つらぬく殺さつ気きに正面から向かい、言葉を選ぶ間もなく返していた。その一言を最後に、しばし沈黙が、冷えきった部屋を支配する。

「へぇ？　妻、な。……わぁったよ、そこまで言うならせいぜい利用させてもらうぜ」

　何が妻だ、可か憐れんでかよわい姫君なんていう、上うわっ面つらしか知らないくせに。

　聞こえないような声でぼそりとこぼし、ガウェインは頭を搔かきむしると、「時間がないだけだからな」と吐はき捨てた。

「飛び飛びだが、毒にやられた時の、命令のかけらは覚えてるんだ。姫の誘拐に成功したら、〝協力者〟と一緒に馬車に乗せろってな」

「協力者？」

「おれに毒をぶっかけやがった奴と、おれみたいに呪毒にやられたほかの奴だ。間が悪すぎることに、その〝ほかの奴〟ってのが、姫が連れてきてたあの侍じ女じよなんだよ！」

「ラナが……!?」

　時すでに遅く、彼女たちは忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていた。宿周りの森にも踏み込んだが、夕暮れ時はとうに過ぎ、月明かりと手て燭しよくだけでは、あまりにも心こころ許もとない。

「雪に残った轍わだちは！」

「駄だ目めだ。雪が積もってから時間が経ちすぎている。荷車やほかの客の馬と区別がつかない」

　犬や人にも踏ふみ荒あらされた雪は、薄暗さも手伝い、「もう、手遅れだ」と語っているようだった。

　声だけは冷静でありつつ、冷たい焦あせりが、喉元に迫せり上がる。

（……どうする？）

　そのとき。

「！」

　雪の上に、黒い人影が倒れ込んでいるのを発見し、クロウは息を吞んだ。

「ラナ!?」

「う……」

　短く呻うめいた彼女を、駆け寄って助け起こす。その首筋に蝶は無い。気を失った少女を抱え上げ、その向こうを見はるかした。

「……ああ。やってくれた」

　クロウは、馬を引いてきたガウェインを手招きすると、森に続く轍のひとつを指さす。

「転んでもタダでは起きないんだ、あいつは」

　少し離れた雪の上には、ぽつぽつと、青白く光る小石が、道しるべのように続いていた。
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　石が尽きたので芋を撒まいてみた。

（屋台のおっちゃん農家の皆さんごめん！　あとで食べに戻るから！）

　窓の端はしにくくりつけた芋袋を横目に、フェルは心の中で手を合わせる。

（旦那さま気づいてくれるかな。芋がなくなったら、彼も追いかけようがない）

　がらがらと音を立てて走る馬車は驚くほど速い。飛び降りることも考えたが、窓の外を見てやめる。

　馬車は、崖がけ沿ぞいの狭い道を走っていた。耳を澄すませば、車輪の音に混じって、雪を吞みながらごうごうと流れる激しい川の音が聞こえてくる。

（この馬車。黒龍師団のものだ……）

　内装に描かれた、剣を吞み込む黒い龍りゆうの紋章を見て、フェルは当たりをつける。

　となると──

（あの馭者が、先生をあんな目に遭あわせた犯人ってわけ！）

　息を詰めると、フェルは懐ふところに忍しのばせたナイフを抜いた。ラナから奪ったものと、それぞれ両手で柄つかを握にぎる。

　乗っている箱馬車は、一度外に出なければ、馭者席に近づけない構造だ。

　フェルはそっと窓を開けると、半身を突き出した。

　寒かん風ぷうに暴あばれ狂くるう銀髪を片手で後ろに追いやり、激しく跳ねる馬車の車体に、思いっきりナイフを突き立てる。

（う……揺れる！　でも）

　曲芸団の臨りん時じ雇やといで、車輪乗りや綱つな渡わたりやっといて良かった！　と、フェルは気晴らしに考える。よければこのまま団員にならないかと熱心に誘われもしたが、旅についていくわけにもいかないのでお断りしたのは記き憶おくに新しい。あの平へい衡こう感かん覚かくがなければ、とっくに崖がい下か転てん落らくだ。

　歯を食いしばり、ばさばさとドレスの裾すそをはためかせ。そのまま、フェルは両手のナイフを交互に突き立てながら馬車の屋根までのぼってみせた。

　振り落とされそうになりながらも、四つん這ばいで前に進み、馭者の頭上に出る。

（──よし）

　レースのスカートを翻ひるがえして隣に飛び降りると、フェルは馭者の首に腕を回し、ナイフを突きつけた。

「止まってくださいな。わたくしごと転落したくはないでしょう」

　低く脅おどした瞬間、手た綱づなを操る手が迷う。馬車は若じやつ干かん、速度を落とした。

　しかし、それだけだった。

「止まって、と言っているの！」

　ぎりぎりと腕で首を締め上げたが、まったく堪こたえる様子はない。それどころか、一度は落ちた速度が再び上がる気配すらする。

　不意に、風にあおられた御者のフードが脱げる。露あらわになった顔は知らないものだが、ぼんやりとうつろな目と、首筋に浮かぶ蝶の痣には見覚えがあった。

　ぞっとする。

（この人も呪毒に……!!）

　とっさに周りを見回すが、取りすがれるような木も何もない。

　──と。

「シレイネ!!」

　親しんだ声が耳じ朶だを打ち、フェルは思わず息を吞んだ。

　首だけ限界まで回して後ろを振り向く。

（旦那さま、先生!!）

　馬車に追いすがるように、二騎、馬が駆けてくる。

　クロウの駆る黒くろ鹿か毛げが、ガウェインより少し速い。彼は、手た綱づなを引き絞しぼって自らの馬を馬車に並ばせると、フェルに向かって叫んだ。

「飛び移れ！　お前が離れしだい、馭者を気絶させて解毒する」

　途と端たんに、馬車が大きく揺れる。ガウェインが車輪に聖杖を投げて速度を鈍にぶらせたのだ。

（これなら……！）

　フェルが馭者から手を離し、クロウに向かって手を伸ばそうとした──刹那。

「!?」

　馬車の行く手に突とつ如じよ、大きな岩がん塊かいが現れた。驚いた馬が大きく前まえ肢あしを掲かかげ、馬車の車輪が外れる。その様さまは、悪い夢のようで、まるで現実感を伴ともなわず。

　地面がふっと消えるような感覚に、フェルは呆ぼう然ぜんとする。

「え……」

　大きなものがバラバラに砕くだけるような轟ごう音おんと共に身体が宙ちゆうに投げ出され、フェルは声を失う。

　馬車が横おう転てんしたのだと気づいたときには、谷底に向かって真っ逆さまに落ちていた。

「!!」

　悲鳴を上げる暇ひますらない。

　すぐさま、氷に叩たたきつけられるような衝撃が全身を襲う。鼻や口から容よう赦しやなく水が入り込んできて、フェルは必死にもがいた。

（だめだ、ドレスが絡からまって……っ！）

　冷たい。

　痛い。

　脳のう裏りを、さまざまな人の顔が巡めぐる。走そう馬ま燈とうだろうか。

　ガウェイン先生。孤児院の子供たち。ラナ。セタンタ陛下。シレイネさま。──ああ、ベッド下に隠した給きゆう金きん袋ぶくろ、毎晩数えてないでとっとと先生に渡せばよかった。ベッド下といえば、溜め込んだ掃そう除じ道具どうしよう。それから、ベルファスティスで隣のおばちゃんに貸した小こ銭ぜに、まだ返してもらってない。

（死ぬかもしれないのに、なんでこんなしょうもないことばっかり浮かんでくるわけ……）

　しかし、やがて、それもすっかり途と切ぎれてしまう。

　暗転しかける脳に、最後まで消えずに残った顔は、何な故ぜか新しいはずのものだった。

（だんなさま……）

　激しい流れに、次第に思考が奪われていく。

　ざぶりと音を立てて何かがそばに飛び込んできたことに、彼女は気づかなかった。

（ねむ、い）

「……イネ、シレイネ！」

　遠くで、誰かが叫ぶ声が聞こえる。水を切って近づいてくる気配が、誰のものかも分からない。

（誰だろ……誰のこと、呼んでるの、かな……）

　親しんだ気配だとは、分かるのに。ぼんやりと考えた瞬間、ひときわ強く、声が響く。




「手を伸ばせ、フェル！」




（……！）

　反射で突き出した手を、誰かが強く摑み取った。

　意識が持ったのは、そこまでだ。

（旦那、さ、ま）

　自分を抱える誰かの腕を感じたのを最後に、フェルの記憶はぷっつり途と絶だえた。
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　フェルを抱えながら泳ぐクロウの腕を、次いで崖がけを滑すべり落りてきたガウェインが摑む。

「大丈夫か!?」

　そのまま力任せに岸に引っ張り上げられる。軽くむせながら、クロウはフェルを比較的平たい岩の上に寝かせた。

　彼女の白い肌は病的に青ざめ、固く閉じた瞼まぶたが開く気配もない。

（脈はある。呼吸は）

　口に指を突っ込んで水を吐はかせる。途端、げほげほと咳き込む彼女に、ひとまず胸を撫なで下ろした。

　水みず気けを絞しぼった上着で彼女を包み込み、細い身体を抱き上げる。意識のない彼女は、まるでよくできた人形のようにも見えるが。

　それでも、確かに──。

「生きてる……」

　クロウは、ぼんやりと呟いた。

　浅い呼吸に上下する胸。冷えきった皮ひ膚ふの奥に、確かな命のぬくもりが点ともっていることに安あん堵どする。

（よかっ、た）

　生きている。彼女は、まだ。いなくなったりはしていない。

　濡ぬれた髪の張りつく細い首筋に額ひたいを押し当てると、とくとく弱まった脈みやく動どうを感じる。

「……あなたも濡れネズミですわよん」

「！」

　不意に頭の上からバサリと布をかぶせられ、腕の中のフェルごと、がしがしと乱らん暴ぼうに拭ぬぐわれる。

　すっかり元の口調に戻ったガウェインは、「戻りましょうか」と肩を竦すくめてみせた。




　馬にかなり無茶をさせたにもかかわらず、宿に着いたとき、フェルの熱はすっかり高くなっていた。目を回したままの彼女をベッドに運ぶと、ガウェインが眉根を寄せる。

「……大丈夫かしら、これは。この子、風か邪ぜで寝込むなんてしたことがないのよ。医者にかかると薬代が高いから気力で治すっていつも」

「最近は気を張り通しだったようだから、疲れが出たのかもしれない。基礎体力はあるはずだから、しっかり休ませれば問題ないとは思う」

　クロウは脈を取りながら答えた。

　薬湯を含ませ、身体を温め。彼女の呼吸が落ち着き、安らかな寝息に近づいた頃。

「……熱で寝込んだことのない『この子』というのは誰のことだ？」

「病弱なはずの『シレイネさま』に、『基礎体力はある』……って、ねえ。黒龍公」

　それきり、お互い察さつして黙り込む。
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　はっきりと言葉にすることはできない。いくらこの場に、ほかに聞く者がいないとはいえ、自分はエルラントの皇子で、ガウェインはセタンタ王の使者だ。

　クロウは、ふと唇を開いた。

「仕事の代わりはいても、大切な娘の代わりはいないと、……貴き殿でんの言葉だ」

　クロウが呟いた言葉に、ガウェインは片眉を上げた。

「貴殿にとって、たしかに、彼女はかけがえのない存在なのかもしれない。けれど──俺にとっても、妻の代わりは誰もいない」

　いくら不ふ信しん心じんでも、半はん端ぱな気持ちで、神誓ゲツシユに一生を託たくしたりするものか。

　そんな風に感じるのは、この世で、たった一人。

　しぶとくてしたたかで口が悪くて、けれど責せき任にん感かんが強く義ぎ理りに篤あつい『彼女』だけ。

（……瞳ひとみが見たいな）

　ふと、そう思った。

　笑ってくれなくてもいい。今はただ、まっすぐに自分を見み据すえる、あの夕焼け色のまなざしが、無む性しように欲しい。

「……」

　部屋を満たすのは、遠くからわずかに届く祭りの喧けん噪そうと、油ゆ皿ざらで灯とう芯しんの燃える焦こげた臭におい。

「沈黙って重くて嫌いなのよね」

　雪を浮かべた水に布巾を浸しながら、ガウェインが唐とう突とつに口を開いたので、クロウは視線だけそちらに向ける。

「手て慰ぐさみならぬ口慰みに、アタシが孤児院で預かってる女の子の話をしますわねえ。というか、止められても勝手にしゃべり散らすけど、よろしい？」

「好きに」

　ガウェインは、傭兵を抜けて孤児院の院長になった経緯をぽつぽつ話し、「アタシが預かった最初の子のことよ」とフェルの寝顔を覗き込んだ。

　それから、堅かたく絞った布で、汗ばんだその額を拭ぬぐう。大きな手が、緋ひ色いろを帯びた銀色の髪を愛いとしげに梳すく。

「……」

　一瞬、当然のように彼女に触れるガウェインに眉をひそめたクロウだが、黙ったままでいた。彼の手元に込められた情は、己おのれの抱くそれと、どこか違う気がしたのだ。

「ガンバリ屋さんで、天てん真しん爛らん漫まんな優しい子よ。けど、うちは貧びん乏ぼうだから。ずいぶん苦労させちゃった」

　今はね、その子、いちばん大事なものは家族で、大好きなものはお金だって言うの、とガウェインは苦い笑みを浮かべる。

「おしゃれも、恋愛も、普通の女の子が憧あこがれるようなことになんにも興味持たなくって、おしゃれどころか穴開きツギハギの服は着るし、髪は芋袋の口くち縛しばってた麻あさ縄なわで適てき当とうにくくるし」

「え」

「掛け声やくしゃみは百年の恋も冷めそうな勢いきおいでオッサンくさいし小こ銭ぜにの落ちる音には誰より早く反応するし……あれ？　アタシ育て方間違えたかしら……」

「…………」

「──って、そういうところ。あなたは、知っているのね？　それでも彼女が欲しい？」

　ガウェインの問いかけに、クロウは一瞬考える。

　慎しん重ちように言葉を選ぼうとして、やめた。今、打算や虚きよ飾しよくは必要ない。

「……貴殿が来て、最初は、正直いい迷めい惑わくとしか感じなかったものだが」

「ちょっとは言葉を選んだらどうなの!?　って、いい迷惑どころか殺そうとしてたじゃないの。そういえば、いいわけ？　アタシのこと助けちゃって」

「今はもう、殺すつもりはない」

（この男を殺せば、きっと彼女は……フェルは悲しむだろうから）

　他の誰に恨うらまれようと、彼女にだけは憎にくまれたくない。何より、涙など見たくない。

「あなたのおかげで──彼女が、俺に本当の名を教えてくれたのだと、知ることができた」

　まったく、いつわりの花嫁のくせに、その性しよう根ねはどこまで素直なのかと。呆あきれてしまう一方で、彼女らしさに思わず心があたたかくなった。

　心を奪われたと言える相手は、一人だけだ。今までも、これからも、ずっと──

「……先ほど伝えたとおりだ。彼女がいい。彼女でなければ、要いらない」

　うそぶくクロウの顔をじっと睨にらみ、ガウェインは、はあっと深い深いため息をついた。

「あー……そう」

　続けて、がつりと音を立て、傍らのテーブルに、勢いきおいよく拳こぶしを叩たたきつけた。

「がーっ、もう分かったわよ！　鬱うつ陶とうしいったらありゃしない！」

　彼はがしがしと頭を搔き、「まったくもって、不本意きわまりないけどねえ！」と、耐たえきれないように叫さけんだ。

「認めてあげるわ。『天が問い地が疑い我が其を質ただす、汝なんじ、真しんに善よき夫ふ君くん足たらんや』──その答えは是ぜ、と」

「！」

　クロウは、その言葉にふと顔を上げる。

「誤解しないでよね。結婚そのものを認めたわけじゃないわよん。今回だけは、引いてあげるっつってんのよ。一時的に預けるだけかつ名めい目もく上じよう。わかる？　実際アタシが負けたんだから仕方がないことだし、……アタシも、あなたのおかげであの子を傷つけずに済んだもの」

　ただし、と付け足して、ガウェインはばきりと指を鳴らす。

「ちょっとでも彼女を悲しませてみろ。今度こそなりふりかまわず、速そつ攻こうであんたをブチのめして奪い返すぜ。必ず、だ」

「心しておく」

　彼の言葉を静かに肝きもに銘めいじつつ、クロウは薄く笑った。言われるまでもない。

「安心して故こ郷きように引っ込んでいるといい。毒に頭をやられて、二度と彼女を悲しませることのないように」

「それ、言う？　今、一番言われて凹へこむことよ？　あんた、本当に性格悪いわねえ。あー、やっぱり心配になってきた。一時的にでも認めるなんて取り消そうかしら……」

　ぶつぶつ呟つぶやき始めるガウェインから目を離したクロウは、最後に落とされた独どく白はくじみた言葉を聞き損そこねた。

「……あの子を欺あざむいたまま、妻の時は本当の名前も呼べない。そんな状態のままで手に入れるつもりなら許さないわよ。……まあいいわ、しばらくは様子を見てあげる」

「？　何か」

「いーえ、べっつに？」

　片かた眉まゆを上げたガウェインに、クロウはふと尋たずねてみる。

「ところで一時的、というのは。……いずれは自分が娶めとるつもりだからか？」

「ぶっ殺すぞ。じゃなくてどっから出てきたのよ、その発想!?」

　目をむくガウェインに、クロウは「違うのか？」と首を傾げる。

「別に、不思議なことでもないはずだ。純粋に親子と言い切るには、貴殿と彼女には、なんの血の繫つながりもない」

「血の繫がりに、なんの意味がありますかしらん？　そんなものなくたって、アタシたちは親子で、家族よ。これからもずっとね」

「……だが、いくらなんでも、あいつを守るのに身体を張りすぎじゃないか？」

「親は子供を守るものよ、何があっても。アタシは子供たちの最後の砦とりでなの」

「！」

　クロウは軽く目を見開いた。

（……血の繫がりがあったとしても、まったく逆の親もいるのに、か）

　脳裏をよぎったのは、己おのれと同じ、鴉からすの濡ぬれ羽色の黒髪を持つ女性のことだ。

　毒々しいまでに赤い唇で、彼女は自分に毎日囁いた。

　呪われた子。あなたは、あなたの血筋に禍わざわいをなすために生まれたの、と。

「……そうなのか」

「ええ。そうですわん」

「そう、か」

　それきり、言葉が出ない。

　ただ、彼女が育はぐくまれた環境がひどく優しいものであったことが、不思議に柔らかく胸に沁しみた。眩まぶしくて、だからフェルの飾らないあたたかな笑顔に惹ひかれたのか。

　ぼんやりもの想いにふけっていたクロウの前で、ガウェインは急に口調を改め、盛せい大だいに噴ふき出した。

「しっかし、今のでやっと分かったぜ。お前さんがやけにおれを敵てき対たい視ししてた理由、そういうことだったのな！」

「……すみません、親おや御ごさんにとんだ勘かん違ちがいを」

「今さら親御さん扱あつかいの敬けい語ごに直しても遅えよ！　てめえの印象は態度が悪いゲス野や郎ろうで固定済みだ。でもまあ要するに、アタシの若づくりもまだまだイケてるってことよねん」

（若づくりって。そういえば幾いくつなんだこの男ひと……？）

　素そ朴ぼくな疑問を覚えたクロウは、危うく次の一言を聞き流すところだった。

「じゃあまあ、詫わび代わりに、アタシが国に帰る前に酒の十杯や百杯くらいつきあいなさいな。うちにいる男の子たちはまだちっちゃいし、それ以前にいい子ばっかだし、ドラ息むす子こを潰つぶしたりブン殴なぐって叱しかり飛ばすのちょっと夢だったのよ」

「潰すのは前ぜん提ていなのか。お望みに答えられるほど弱くはなくて恐きよう縮しゆくだが、いい酒を用意しておこ……」

　何の気なしに返しかけ、ふと一言が引っかかる。

「……息子？」

　ドラ、は余計だと言いたくなったが、それ以前に、その言葉の含む意味を深読みしたくなって、押し黙った。

　しばし一考したあと、視線をさまよわせる。

「貴殿が義ぎ理りの父親だったら、それは少し愉ゆ快かいかもしれないな」

「いやだ。縁えん起ぎでもないこと言わないでちょうだいな」

　急に声を低くしたガウェインに、ちょっと調子に乗りすぎたか、とクロウは身体を引いた──が。

「義ち父ちじゃなくて、義は母はよ！」

「そこか!?」

　思わず素すで突っ込んだクロウに、「えーえそう。なるならアタシ、怖い怖い姑しゆうとめなのよ」とガウェインはにっこりと唇を歪ゆがめた。

「だから、黒龍公にはぜひぜひお伺うかがいしたいわん。ちらっと見えてしまったんですのよねえ。…………白い喉のど笛ぶえに、赤い痕あと。あれ、何でしょうねえ？」

「宿の者に湯を頼んでくる」

「お待ち」

　表情は平然を装い、不自然に背を向けたクロウの腕をがっしり摑み、ガウェインは一種、慈じ愛あいに満ちた微ほほ笑えみを浮かべる。凶器のような指に、みしみしと力を込められた。腕が壊え死しする勢いだ。

「虫さされには季節はずれだしぃ、何より黒龍城には、悪い虫はいないんじゃなかったかしらねぇ……うふふ。いちー、土。にー、空。さん、星。還かえるならどこがいい虫ケラ？」

「あいにく虫でも犬でもタコでもないので、その質問には答えかねる」

「はあ？　タコ？　犬？　何言って……」

　ガウェインが眉をひそめたところで、傍らで「う……」とかすかな声がした。

　揃そろって顔を見合わせ、手を放す。フェルの眠るベッドを覗のぞき込んだのも、同時だった。

「目が覚めたのか？」

　呼びかけると、けぶるしろがね色のまつげの下から、望んでいた茜あかね色が現れる。

　それが、自らの顔の上で焦しよう点てんを結んだのを確かめ、クロウはほっと息をついた。高熱が出たものの、視覚には異常なさそうだ。

「……旦那さ、ま」

　かすれ声で呼びかけられる。

「お怪け我が、は」

「使者殿は大事ない。俺のすぐ後ろにいる」

「あ、ええと、彼も、ですし」

「ラナなら、首筋から蝶も消えている。今は下の階で休ませてある」

「はい、ラナも、なん、ですが」

　続いた言葉に、クロウは大きく目を瞠った。

「あなた、は」

「！」

　虚きよを突かれて黙るクロウに代わり、ベッドの向こう側から身を屈かがめたガウェインが、くるりと彼女の頭を撫でる。

「残念ながら、彼も大丈夫よん、あなたの頑張りのおかげで」

「そ、……ですか」

　熱のせいで荒くなる息の下、フェルは深呼吸する。

　潤うるんだ茜色が和なごみ、それから再び、ゆるゆると視線がクロウを捉とらえ。




「よかった……ありがとう、ございました」

　ほわ、と笑った。

　無む邪じや気きに明るく、野の花のように素そ朴ぼくなそれは、クロウが五年前に見とれ、忘れられなかったあの笑顔だった。




「……」

　声を失って沈黙したクロウの前で、フェルは再び瞳を閉じる。

　かすかな身じろぎに、寝ね間ま着きの胸元から、髪とは違う銀色の輝きがこぼれた。

　細い鎖くさりに通した、白金プラチナの指輪。彼女の好きな花だと聞いて造らせた、鈴すず蘭らんの、結婚指輪。

　──〝つけるはずないでしょう、わたくしたち離婚するのですもの〟

　その台詞せりふを聞いたのは、つい数日前のこと。

（つけないんじゃなかったのか）




　──衝しよう動どう的てきに、抱きしめたくなった。




　上げかけた手を止めたのは、数日前に彼女に向けられた、恐れのまなざし。あれからクロウは、彼女に触れることを、無意識にためらっている。

　再び熱に浮かされ、顔を歪ゆがめる彼女に力を分け与えるように。せめてもと頰を手の甲こうでなぞり、吐と息いきに混ぜて言葉を落とした。

「たまに、とんでもない噓をつくな。お前は」

　彼女のことは、怒らせてばかりだし、怯えさせることもある。それでも。

　少しくらい、うぬぼれる余よ地ちはあるのだろうか。

　家族という不ふ可か侵しんの絆きずなの外にあっても、手を伸ばすことはできるのだと。

　知らず、頰を緩ませる彼の耳には、「アラ。……そんな顔でも笑うんじゃないの」と片かた眉まゆを上げたガウェインの声は、聞こえていなかった。
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「……で？」

　待つように間を空けて、ガウェインがわざとらしく咳せき払ばらいする。

「湯を頼んでくるんじゃなかったのん。彼女、そろそろ汗もかいてるでしょうし」

「そういえば。女じよ中ちゆうを呼んで、部屋、出るか」

「別に、アタシ着替えさせるわよ」

「!?」

「何を驚いてるの。そりゃあ、夜は一緒に寝たものだし、一緒にお風呂に入ったものだし、女の子の着替えくらいさせられるわ。慣れっこなのよ」

　あの子はいつも体温高いから、冬なんかぬくくて大助かりなのよね、とうそぶくガウェインの顔を、クロウは凝ぎよう視しする。

「それはあなたの娘の話だろう。こいつは俺の妻だが」

「そうねえ、あくまで娘の話だけどねえ。そうそう、妻と言えば。うちの子なんか、昔はガウェイン先生と結婚するって言って聞かなかったものだわあ。……アラ、割と最近も聞いたかしら」

「……ちなみに、いつのことだ？」

「ふふ。内ない緒しよ」

「……」

「ヤダ顔が青いわよん黒龍公？　気にすることないじゃないのー、あくまであなたの妻じゃなくてアタシの娘の話なんだから。でしょ？」
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（うう……待って、ユナイア金きん貨か……エルラント銀ぎん貨か……おばちゃん、持ってかないでその安売り野菜ぃ……）

　まるまる二日、こんこんと眠り続け、悪あく夢むと高熱に浮かされたフェルの目は、翌日噓うそのようにすっきりと覚めた。

「……？」

　むくりと身を起こすと、そこは見慣れた黒こく龍りゆう城じようの自室のベッドだ。オニキスを砕くだいて色を出した黒い天てん蓋がいには、白しろ蝶ちよう貝がいの星くずが散っている。

　肌ざわりがよすぎて落ち着かない絹きぬの掛かけ布や、厚手の毛もう布ふを指先で取り除のけ、フェルはしばし呆ぼう然ぜんとした。

「あれ、わたし」

「いつまで寝ているのかと思った」

　ぱちぱち目を瞬またたいていると、聞き慣れた声が耳を打ち、フェルはがばりと振り向く。

「旦だん那なさま!?」

（なんでここに！　じゃなくて、ご無事だったんですか!?　それに、先生は！　いや、先生じゃなくて）

「使者のガウェインさまは!?」

「……結局最初はそいつなんだな」

「？」

「使者殿どのは大事なかった。毒の後こう遺い症しようもない」

「そ……ですの。よかった」

　ほっと胸を撫なで下ろすと、今度はどうして彼はこんなところにいるのだろうと気になり始める。

　ベッド脇わきの小さな机には、山ほど書類が積み上がっていた。机のすぐそばには、雪水を張った銀ぎんの盥たらいや、水で湿しめらせた脱だつ脂し綿めんを入れた器うつわも散さん漫まんに置かれている。

（あれからどうなったんだっけ……崖がけから落ちて、それで）

「まずは自分の心配をしろ。熱がなかなか下がらずに、もう少しで肺はい炎えんになるところだったんだ」

（……ってことは、旦那さま。ずっと看かん病びようしてくれてた？）

　働かない頭で、ぼんやりと結論を出す。

　どうやらクロウは、フェルが目覚めるまで、横で仕事を片付けていたらしい。

（なんで？）

「あの、……ご迷めい惑わくおかけしました。でもどうしてこちらに」

「別に迷惑はこうむってない。もっと別のことを考えていた」

　彼は直接は答えなかった。

「別のこと？」

「あまりに寝い汚ぎたないから、風か邪ぜっぴきだと忘れて頭から冷ひや水みずをかけてやろうかと」

「……余計なお世話ですわよ」

　言い方が悪いのは仕し様ようなのでそろそろ慣れてきた。しかし、要するに、彼は。

「心配してくださってたんですか」

　彼は黙っている。

　我が君は不器用ですから、と言った家か令れいの言葉を、ふと思い出した。

　そろそろ、慣れてきた。ものすごく遠回しな、その気き遣づかいにも。

「……訊きかないと分からないか」

　やがてボソリと呟いた横顔は、どことなくふてくされているように見えて。

（優しい……んだけど、分っかりにくいなあ）

　なんだか気が抜けてしまったフェルの前で、クロウは無む造ぞう作さに視線を床に投げる。その先に山と積まれた花や軽食、お菓子、使い方も分からない謎なぞの娯ご楽らくに、怪あやしげな薬草の数々。フェルはかくんと顎あごを落とした。

「腹は減っていないか？」

　山の中から、蜂はち蜜みつとミントを混ぜた冷たい檸れ檬もん水すいと、鴨かも肉にくのローストや木き苺いちごのソースを挟はさんだパンを選んで手渡してくれながら、クロウはなぜか不ふ機き嫌げんそうだった。

「ケイもラナもほかの侍じ女じよたちも、それどころか庭にわ師しや厨ちゆう房ぼう長ちように至いたるまで、ひっきりなしにお前の見舞いに来てはいろいろ置いていくんだ。おかげで仕事は進まないし、床がえらいことになった」

「そ、そうですわね……とても嬉しいのですけれど、食べ切れるかしら……」

「どう見ても無理だな」

「……」

　沈黙が訪れると、どうも空気がぎこちなくなる。

　クロウはぐるりと大きく視線を巡めぐらせ、はあっと大きくため息をついた。

「シレイネ」

「？　はい」

　いったい何を言うつもりだと一瞬息を詰めたフェルは、彼が口にした次の一言にぽかんとした。

「……触ふれて、いいか？」

「はい……？」

（今までさんざん断りもなく触さわってきてたのに。なんで？）

　答える前に、両りよう頰ほおに指が伸ばされる。彼の両手は、肌に触れる前に一瞬だけためらい、それから自や棄けのようにフェルの頰を包んで引き寄せる。

　数日前の記き憶おくが甦よみがえり、びくりとフェルは身を竦すくませた。

「怯おびえるな」

　けれど、改めて身構えるまでもなく。

　こつん、と額を合わせられ、フェルはぱちぱちと目を瞬く。

「……これ以上は、何もしない」

　合わせた額は冷たい。けれど奥から、じわりと彼の熱が伝わった。

（何もしないったって……）

「ああ、完全に熱は下がったな」

　囁ささやく声がじかに肌を震わせ、吐と息いきが触れ合うほどに近い。

　すぐ目の前、影を落とす黒いまつげを数えられるほどの距離に、彼の顔があって。

　呼吸が止まる。顔を包む手は、骨ばって大きい。男の人の、それ。

（十分びっくりするわこの無む駄だ美び形けいめ──!!）

　色気のかけらもない台詞と共に陥おちいった大混乱が過ぎると、思い出したのは、申し訳なさだ。

「あの、改めて。……すみませんでした、旦那さま」

「何が」

「わたくし、ひどいことをしましたでしょう。あなたに」

「謝るのは俺のほうだ。……怖がらせて悪かった」

「それは……お互いさまですから、それで手打ちにしませんか」

　提案に頷うなずくと、彼は少し笑い、フェルの髪をぎこちなく搔きまぜた。

「いや、でも割わりと真しん剣けんに旦那さまの顎あごが真まっ平たいらになりでもしたらどう責任取ろうかと思いましたのよ。自分の顎も自分で砕くだいておあいこですねって謝しや罪ざいすべきかとか」

「……なんでまた、そういうところだけ無む駄だに男前なんだ？」

　ずり、と合わせた額がずれる。彼はそのまま姿勢を戻してしまった。

　彼の熱が離れていったことに少しだけ平静さを取り戻して、フェルは思い切って訊いてみた。

「あの……ガウェインさまやラナがもう大丈夫なのは、分かったのですけれど。操あやつられていた黒こく龍りゆう師し団だん兵へいはどうしました。あのあと」

「回復した。きれいさっぱり、操られていたときの記き憶おくは飛んでいたがな」

「そうなんですの、よかった……って」

　それじゃあ、とフェルは顔をしかめる。

「呪毒を使った……本当の黒くろ幕まく、分からないままですのね」

　なぜ〝シレイネ姫〟が狙ねらわれたのかも。

　言った後で、まるで不ふ手て際ぎわをなじるような口振りだったと気づき、「申し訳ございません」と慌てるフェルに、「いや」とクロウは窓外の雪に目をやった。

「これで終わらせる気はない。……返礼はきっちりとするつもりだ」

　静かな怒いかりを含んだ声にびくりとするフェルを落ち着かせるように、「それにしても」とクロウは話題を変えた。

「黒龍師団兵は何も覚えていなかったのに、使者殿どのには記き憶おくがあった。なぜだろうな」

「そうなんですの？　うーん……何が違うのでしょうね」

「毒の濃さで言えば、使者殿こそ、記憶が飛ぶどころか廃はい人じんになっていてもおかしくなかったんだが」

　悩むフェルをじっと見て、クロウは唇くちびるを開く。

「……たしか、使者殿の時は、お前が……」

「はい？」

「……いや、何でも」

　それきり黙り込むクロウに首を傾かしげつつ、そこでフェルはふと思い当たる。

（ん？　わたし、なんかすっごく重要なこと忘れてない？）

　考え込みかけたが、「しかし」とクロウが面おも白しろそうに言ってくるのに気を取られてしまった。

「お前には驚かされてばかりだ。怪あやしげな客引きを演じきってみせたり屋台を蹴けり上げたり芋いもをバラ撒まいたり」

「あの、ぜんぜん嬉うれしくないどころか忘れ去りたい瞬しゆん間かんばかり拾ってくださいますのは、わざと？」

「おかげさまで、ひとまずユナイアとの国交を保ったまま、セタンタ王も干かん渉しようできない形で、お前を離り縁えんせずにすみそうだ」

「ええそうですか、それは良かっ……え？」

　フェルは一瞬固まった。

「……えー、旦那さま、それはどういう…………」

「忘れたのか？　使者殿が選ばれ、ここに来た理由と、〝試練〟の内容」

「忘れるわけがございませんでしょう」

　セタンタ王が仕掛けた、ガウェインの〝試練〟。

　離婚できなきゃ戦争勃ぼつ発ぱつ、のそもそもの原因。

「セタンタお兄さまの出した条件は、あなたが〝黒龍師団を使わず、ガウェインさまを下すこと〟……あ」

「気づいたか」

　相手が正気を失っていたとはいえ、ついでにいろいろと卑ひ怯きような手を使ったとしても、クロウは立りつ派ぱにガウェインを下してみせた。

「兵を使うなとは言われたが、妻の手は借りるな、とは聞いていないしな。『認める』と、使者殿に言げん質ちも取ってあるし。喜べ。おかげさまで、国交は安あん泰たいだ。協力に感謝しきりだ」

「あのう…………念のため、お聞かせくださいませ。ひょっとして城下の宿や、あの落とし穴の古ふる井い戸どとか毒液とか毒どく霧む、呪じゆ毒どく騒ぎの前からご準備されてまして？」

「それが何か」

「…………」

　まっとうに、クロウがガウェインを倒たおす。

　よく考えれば、離婚できなきゃ戦争という事態を回かい避ひするには、これが最善の策さくなのだった。結果としてガウェインの命が脅おびやかされる必要はなくなった。

　戦争の危機も過ぎ去った。

　一安心、そのはずなのだが──

（なんで!?　なんかまた、上う手まくしてやられたような悔くやしさが残るのは!?）

　フェルはシーツを握にぎりしめてがっくり肩を落とした。

（あ、でも待った。賭けならもう一個残ってたよね!?）

　かくなる上は、ユール・ベルの賭けだけでも……！

　フェルは飛び起き、「おい、いきなり動くな病やみ上がり」と眉まゆをひそめる旦那さまの注意を無む視ししてベッドから下りる。

　寝てばかりだった足は、すっかり萎なえていたが、走れないことはない。

「今日はなんにち、じゃなくて、冬至ユールまであと何日ありまして!?」

「冬至は明日だ」

「うそ！　今は何時かしら、……」

　慌あわてて窓に駆かけ寄より、鐘しよう楼ろうを見上げたフェルは、信じられない光景に声を失った。

（え、幻げん覚かく？　幻覚じゃないなら）

　──ベルが、ない。

「えーと、旦那、さま？　これは、どういう？」

「あのユール・ベルは、古びた青せい銅どうが割れかけで安全性に問題があった。今は修理中だ」

「…………わたくしの気のせいでなければ、黒こく龍りゆう城じようのユール・ベルの銅どうは、まだ青あお錆さびのかけらもない赤あか銅がね色のままだったような気がするのですけれど」

「気のせいじゃないか？」

「でも、だって、いつの間に!?」

「おまえの寝てる間に」

「…………」

　フェルは、シーツを摑んだ手をふるふると震わせる。

（この野郎、いつか毟むしる……！）

　何を、とは決めずに固く誓うフェルに、クロウは楽しげに咽の喉どを鳴らす。

「こちらの賭けも、俺の勝ちだな」

「え？」

（そ、そういえば）

　フェルはざあっと青くなる。

（忘れてた！）

　フェルが三回突破できなかったときには、なしくずしに旦那さまの勝ちになる。つまりフェルは、『離婚したい本当の理由』を話さなければならない。

「そ、その賭けも無む効こうでしょう！　だって、鐘は途中でなくなってしまったんだもの」

「そうだな。それじゃあ詳くわしくは話さなくていいが、ひとつだけ訊きかせろ。……故こ郷きように想い人がいる、というのも噓うそ。で、合っているのか？」

「あ、それは」

「幼い頃から家族同然に育った相手と、将来を誓ちかい合っている、──とか」

　すっと目を眇すがめるクロウの念ねん頭とうに、誰の顔が浮かんでいるのか。

　もちろん知るべくもなく、フェルは言葉に詰まった。

　洗いざらい全部なんて言えるわけがない。けれど、空気に聡さといこの人の前で、これ以上あからさまな噓を重ねることも、どうしてもできないと思った。

「あれは……忘れてください。申し訳ございませんでした。……わたくしが、不誠実でした。故郷に戻りたいのは、想い人がいるからではないんです」

「だろうな」

　やっぱり、予想済みではあったらしい。フェルは息を吸い、ゆっくり吐はいた。

　誓った以上、ぎりぎりまで本当を話すべき。

　フェルは言葉を吟ぎん味みしてから、ゆっくりと口を開いた。

「……わたくしがあなたと離婚したい、本当の理由は、それは」

　クロウは、ただ静かにフェルを見ている。




「──あなたのそばにいるのがイヤだからですわ!!」




　言った瞬間、旦那さまの目が死んだ。

（うん、そう。離婚しないとお金が手に入らないわけで、お金が入らないと孤こ児じ院いんが困るわけで、孤児院が困るのはイヤだから要するに、そう、そういう感じ）

　言ったあとで、完全に沈黙した旦那さまの三つ編みを窺い見る。

「……えーと」

　そこで、あんまりにあんまりな言い草だったことに気づいた。

　純じゆん粋すいにひととしてどうか、と思い直して口を開く。

「……あなたのそばにいると、落ち着かないんです」

「？」

「そばに来られると、心臓が騒がしいんです。困ります。あなたは身勝手で、思いっきり振り回してくださって、それで勝手に気をもんだり落ち込んだり喜んだり、わたくしばかりがするのは割に合いません」

　そうだ。割に合わないのだ、と改めてフェルは気づいた。

（だって、よく考えれば、彼は最初っから戦争にはできるだけならないように仕組んでたわけでしょ？　おくびにも出さなかったくせに）

　呪毒の件は完全に想定外だったにせよ、それでも冷静に考えると、じわじわ腹が立ってくる。

　フェルは本当に戦争になるのかと頭を抱えたし、先生を殺されるんじゃないかと気が休まらなかった。

　冷れい酷こくな顔を見せつけられて、彼が遠ざかってしまったようで恐ろしかった。だからこそ、その後に貰もらった優しい言葉と笑みに、びっくりするほど勇気づけられもした。

　それが蓋ふたを開けてみれば──全部が全部、まるで冬至ユールのカラ騒ぎだったわけだ！

（ちゃんと思おも惑わくがあるなら、最初から言えっていうのよ）

「意地悪で、いつでも涼すずしいお顔の旦だん那なさま。もう飽あき飽きなんです」

　この一週間、彼のせいで、どれだけ余よ計けいに悩まされたか──

「わたくしの心の中をあなたでいっぱいにするのは、もういい加か減げんにしてください！」

　完全に頭に血がのぼっていたフェルは、自分が何を口走ったのか、まったく覚えていなかった。

　彼女の文もん句くを受けた旦那さまは、表情も変えずに黙りこくっている。フェルはむくれて、ふいと顔をそむけた。

（だって、ただの身代わりなのに）

　なんだかんだで優しいんじゃないかと、知ってしまった今は。

　もう少しだけ、ほんの少しだけ。自分こそがこのひとの近くにいられるのだと、誤解しそうになるから。

「だから、そばにいたくな──っ、」

　ばふ、という音と共に、視界が真っ黒になって、フェルは言葉に詰まった。

　クロウに抱きしめられて、胸に押しつけられているのだと、一いつ拍ぱく遅れて理解する。
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　そのまま、ぎゅうぎゅうと腕に力を込められ、危うく呼吸困こん難なんに陥おちいりかけた。

「あの、旦那さま。苦しいです」

「……」

「痛いです。旦那さま」

「……うるさい」

　がりがり背中を引っ搔くフェルの抗こう議ぎを封じるように、彼はいっそう腕に力を込めてしまう。

　耳じ朶だを打つ声は、少し不ふ機き嫌げんそうで。




「お前が悪い。……俺はちゃんと自制していたのに」




　距離の近さにびっくりして、じたばたもがくフェルは、気づかなかった。




　──クロウの耳が、少し赤く染まっていることに。
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「ごめんね、ごめんねえフェルディアちゃん!!　アタシのせいで。まさか、自分の娘を傷つけるだなんて……」

「先生、大丈夫です。わたし、どっこも怪け我がなんてしてないし！」

「でも、崖から落ちたのもそもそもは……」

「もう忘れました！　だから先生も忘れてください」

　再会して開口一番、見ているフェルのほうが真っ青になるくらい蒼そう白はくになって謝るガウェインに、フェルは笑って握にぎり拳を掲かかげてみせた。

「やっと会えたのに、そんな泣きそうな顔しないでくださいよ、先生」

（だって、寝込んでる間はずっと旦那さまが部屋にいて、『シレイネさま』姿から、全然変へん装そうできなかったんだよ）

　それどころか熱がすっかり引いても、どういうわけかクロウは仕事をフェルの部屋で片付け続け、なかなか目を離してくれなかった。

　だが、ガウェインが帰国するというこの日を前に、なぜか偶然引き揚あげてくれたのだ。

　お陰かげでフェルは、いつもの召めし使つかいの変装で、先生の見送りに来ることができた。

「もう、どこもどうともないんですか？」

「アタシは見てのとおりよん。それよりアナタこそ、ひどい風邪ひいて寝込んでたじゃない。平気なの？　ふらついたり、しない？」

　フェルの体調を確かめるようにあちこち触さわる先生の腕を、フェルは「ぜーんぜん！」とからっと笑って叩たたいた。

「子供にこんな目、見せて。アタシ、親として失格だわ……」

　憔しよう悴すいしきったガウェインの様子に、申し訳なくもなる。思い切って、フェルは大きな身体に飛びかかるように、思いっきり抱きついた。

「わたしの親は、先生だけです。帰る場所は、先生と、孤児院の仲間たちのところだけ」

　だから。

「絶対戻りますから安心してください」

「ええ……」

　ぎゅうぎゅうとへばりついていると、やがて彼は力を抜き、とんとんと背中を撫なでてくれる。そこで、ふと思い出すことがあり、フェルはガウェインから離れた。

「ところで先生、これ、ここで出たお給金です。しばらくお肉が食べられる額なんですよ！」

　忘れないうちにと、懐ふところから取り出した袋を渡そうとするフェルの手を、ガウェインは「あなたが自分のために使いなさいね」と押し戻した。不安そうな顔のフェルに、ガウェインは笑う。

「黒龍公にたくさんお土産を頂いたのよ。だから、当面は心配要いらないの」　

「お土産？」

「うふふ。これなら受け取っても陛へい下かに文もん句くつけられっこないし、子供たちも喜ぶわ。ちょっとニクイことしてくれるじゃないのって、感謝しなくちゃね」

　たしかに彼は、なにやらぎっしりと詰まった重たげな袋を担かついでいる。赤い衣装を身にまとえば、冬至ユールの仮か装そうに欠かせない、子供たちに贈り物を配る老ろう爺やのようだ。

　首を傾げるフェルに、「ありがとね」と呟き、ガウェイン先生は大きく息をついた。

「いっぱい苦労させたのに。あなたはやっぱり、優しい子だわ、フェルディアちゃん」

　それから、ちょっと声を大きくする。

「もう、ほーんと。こんな可愛い子を仮つきでもお嫁さんにできるのは、どこの幸せ者かしらねえ。幸せ者すぎて、婿むこいびりのひとつもしないことには気が済まないわよねえ！」

「？」

「あとねえ、辛くなったらいつでも帰って来なさい、ってアタシが言ったの覚えてる？　あの言葉は、今でももちろん有ゆう効こうなのよ？　酷ひどい目に遭あわされそうになったら、すぐに逃げ出しておいでなさい。皇おう子じ様相手だろうと龍りゆうが相手だろうと、奪い返してあげるから」

「はい」

「──って、伝えといて？」

「……はい？」

　なんだか、別の誰かにも言い聞かせるみたいに続けたガウェインは、最後に片目をつぶってみせた。

「じゃあ、ね。元気で。身体に気をつけるのよ」

「先生も、道中お気をつけて。みんなによろしくお伝えください」

　城門の前まで付き添い、町へと続く一本道へと進む後ろ姿を送り出す。何度も振り返っては手を振る彼が、すっかり見えなくなるまで見送って──

（孤児院のみんなが待ってるんだし、そこはわたしだって心配だし。早く帰らないといけないのは仕し方かたないんだけど……）

　ちくりと寂さびしさが胸を刺さす。

　ずっと大切な家族で、憧あこがれでもあった、大好きなガウェイン先生。

　春が過ぎて、夏が来るまでには、きっと会えるのだけれど。それでも次は、いつになるだろう。

「行っちゃったなあ……先生」

「二度と来てほしくはないな」

「はい、二度と……って」

　今のは誰だ。

「えーっと……」

　からくり仕じ掛かけの人形みたいな動きで後ろを振り返ったフェルは、城壁に背を預けて腕を組む人物を捉えて青くなる。

「殿でん下か、いつからそこに!?」

「『絶対帰るから安心してください』のあたりから」

「ほぼ全部ですか……？」

（どうしよう何かまずいこと言ってないよね!?　何か言い訳！）

「あ、あの！　別に当たり障さわりなく別れを惜おしんでただけなんです！」

「大声を出すな。……今は頭に響く……」

　軽く額を押さえるクロウは、どこか顔色が悪い。

「は？　すみません。大丈夫ですか？」

「別に。ただの二ふつ日か酔よいだ」

「二日酔い？」

「気にするな……」

　思わず歩み寄ったフェルの頭をこん、と軽く拳でつつき、クロウは少し笑ってみせた。

　ふわりと優しいそれは、『ご主人様』の彼ならではのもの。

　ああ、そうそう。ついでのようにクロウは付け足す。

「使者殿のところには、お前の他にもたくさん子供がいると聞いたから、シレイネへの見舞い品を全部押し付けさせてもらった。山のように積まれていて鬱うつ陶とうしかったから大助かりだ」

（……あの袋！　お土産って、そうだったんだ……）

「妻には無む断だんだが、腐くさらせるよりはましだろう」

　付け足すクロウに、フェルは言葉が出なかった。嬉しいのと、感謝とで。

　そういえばまだこの姿では、お礼を言っていなかった、と思いつき、フェルは改めて頭を下げる。

「ありがとうございます……何より、先生を助けていただいて」

「別に。気まぐれだ」

（それでも、あなたは。自分の主義を曲げてまで、先生のこと、助けてくれたじゃないですか）

　フェルは心の中で呟く。

　ケイの話のとおりならば、クロウにとってガウェインは、彼の大切な箱はこ庭にわを侵しん略りやくする敵でしかない。叩き潰つぶす相手が毒で自じ滅めつしたところで、どうということも無かったはずだ。

　たとえ気まぐれに過ぎないのだとしても。──たわいない『フェル』の話に耳を傾け、彼を助けてくれたことは、事実。

（なんだかんだ、いいように転がされてばっかりで腹立つけど！　でも、そこについてもやっぱり、……ありがたいことには違いなくて）

　知らなければと思いつつ、知りたいとも思う。いくつもの仮面の奥、冷たい瞳の後ろにあるものを。彼がどうして、今の彼になり得えたのかを。何を考え、何に喜び、何を目指し、どこに向かおうとしているのか──彼の側にいられるうちに。

（って、それで離婚にむけての傾けい向こうと対策を練ねるだけなんだから！）

　ぶんぶんと首を振って、一瞬よぎった想いを振り払い、フェルは、せめてと重ねて礼を口にした。

「いいえ、それでも。先生はわたしにとって、世界でいちばん大好きで、大切な人なんです。だから、本当に感謝してます」

「……ふーん」

　頭を下げたフェルは、気づかなかった。

　旦那さま改めご主人様の笑顔が、ちょっと意地の悪いものに変化したことに。

「構わない、と言っただろう。そのお前の育ての親から、いろいろと愉ゆ快かいな話を聞けたしな」

「へ」

「ええと、確か──四歳の頃、鼻に小石を詰め続けて、そのまま取れなくなって医者に運び込まれたとか」

  計六つも入ってたらしいな、と淡たん々たんと言われ、フェルの思し考こう回かい路ろは一瞬完全に凍とう結けつした。

「五歳の頃、遊ゆう泳えい禁きん止しの溜ため池で泳いで、挙あげ句くに溺おぼれ死にかけたこととか。七歳の頃、がくをむしると甘い蜜みつの浸しみ出る花にハマって、隣の家の生け垣を全部ダメにして吊つるされたこととか。この庭ではやるなよ？　悲劇になるからな」

（ぎぃやあああ!!　何話してるんですかガウェイン先生!?　よりによって、この人に！）

　えんえんと終わりなく続く恥ずかしい黒歴史の列れつ挙きよに、フェルは穴を掘ほって埋うまりたい衝しよう動どうに駆かられた。

「それじゃあわたし、油売ってないで持ち場に戻ります!!」

　早々に耐たえきれなくなり、耳を押さえて走り去ろうとするフェルの肩を、クロウががしりと摑む。

　寒さむ々ざむしいほどイイ笑顔だった。見るのは二回目だ。

「おい、どこに行く？　まだあるぞ」

「いえ、えーと殿下。わたし、誰ぞからどこへなりの急ぎの頼まれ事があったようななかったような」

「そうか。……なら、仕方ないな」

（お、諦あきらめてくれた）

　てっきり、耳から拷問を断念してくれたのかと思いきや。

「ここは俺の城、これは雇こ用よう主ぬしの特とつ権けんだ。誰からの頼まれ事か知らないが、──遠えん慮りよなくサボっていけ」

　フェルは顎を落とす。

　結局、残念ながらどこまでも彼は毒龍公でしかなかった。




（こんにゃろう、やっぱり即そつ行こう離婚して故郷に凱がい旋せんしてやる──!!）

　声にできないフェルの心の叫びは、ナナカマドの枝を揺らす風に乗り、青空に吸い込まれて消える。

　冬至ユールを越えれば、雪解けの春が待っている。
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　白い柱飾りの美しい、ユナイアの王宮の奥に、ひっそりとしつらえられた浄じよう室しつの中で。

　不自然なほどに空気を清きよめる香こうを焚たきしめ、水より澄んだガラスのテーブルには銀皿。その端を、白い指が弾く。

　銀皿の上には、いくつもの宝石が載っていた。王都ベルファスティスの異い称しようでもある、赤い瑪め瑙のう。新緑を思わせるペリドット。複雑に切られた、夜闇にあってなお月光を弾くダイヤモンド。

「露つゆ草くさ甘かん露ろの白しろ真しん珠じゆ、青い苺いちごの黒真珠……」

　こつ、こつ、こつ。

　指は何度か宝石の上をさまよい、やがて、一粒を摘つまみ出した。

　選ばれたのは、赤と紺こんの間あわいの石だ。

　妖精を引き寄せ酔よわせる、夕暮れの石。──夕ゆう輝き晶しよう。

「ざぁん、ねん。勇者さまは、失敗してしまったの。せっかく、悪い毒どく龍りゆうから、お姫さまを救い出せるかと思ったのに」

　緋色を淡く帯びた銀色の髪は、豊かに波打ち、薄暗い浄室に灯ともされた蠟ろう燭そくの火をとろりと照り返す。

　極薄の紗しやを幾いく枚まいも重ねたドレスは、まるでかげろうの羽のようで。

　裾すそから零こぼれた裸足はだしの爪つま先さきが、冷たい床に触ふれてほのかに色づいている。

　ため息をついて髪をけだるげに搔かき上げ、彼女はテーブルに置いた額がく縁ぶちを見た。

　婚こん姻いんに際して贈られた、〝旦那さま〟の絵姿だ。豪ごう奢しやな艶つや消けしの金の額に収められたそれは、エルラントでも指折りの絵師の手になる見事な作品だったが、残念ながら、今は見る影もない。なぜなら彼女が、顔も首も心臓も、ナイフでずたずたに引き裂さいてしまったから。

　しばらく絵を睨にらんでいた彼女だが、やがて、思い直したようにつっと唇の端を持ち上げる。

「でもね、あの子はあげない」

　ふふ、と夜を揺らす笑い声は、小さ夜よ啼なき鳥どりの歌のようで。

　己おのれの瞳と同じ色の宝石を、目の前にかざし──

　彼女は、飴あめ玉だまでも食べるように石を唇に押し込むと、こくりと飲み下す。

「きっとあの子を取り戻すわ。だから、楽しいのは今だけね。──美しい、おぞましい、わたくしの旦だん那なさま」

　つっと吊つりあげた唇は、どこまでも紅く。

　こぼれた白い歯は、病める月のかけらのようだった。











Ｆｉｎ
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　この本を手にとって頂き、誠まことにありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　本作は、恋よりお金な守しゆ銭せん奴ど仮かり嫁よめが主役の離り婚こんラブコメ・第二巻です。最初ひどい奴やつに見えたはずが、一冊読み終える頃にはなんとなく可か哀わい想そうな人に思えてくる（？）純じゆん情じよう鬼き畜ちくな旦だん那なさまのお話とも言うやもしれませんが、皆様に応おう援えんを頂き、このたびは二巻を書かせていただけることになりました。本当に、感謝ばかりです。

　一巻をお手にとって頂いた皆様のご感想で、ド庶しよ民みんネタに共きよう感かんしてくださる方が多くて驚きました。タイムセールは店員さんが割引札を貼はる瞬しゆん間かんまでじっと傍かたわらで待つのが私めだけじゃなくて良かった！

　ところで、執しつ筆ぴつ中は蟬せみがジャコジャコ騒さわいでおりましたが、今回はクリスマスのお話です。どうしても、クリスマスマーケットを書きたくて！　ちなみに風ふう景けい描びよう写しやは、冬のプラハのイメージです。年末年始に取材に行ってみたのですが、おもちゃ箱のような街に並ぶ、木造りの屋や台たいは可愛かわいらしくて、何より、グリューワインやホットチョコレートといっしょに食べる、棒にくるくる巻きつけて焼いた伝統菓子のトゥルデルニークが美お味いしくて。普通、クリスマス菓子と言えば、白くて甘いシュトーレンを思い描えがくものですが、作中ではあえてシナモンシュガーたっぷりな知られざるお菓子にしてみました。

　その時は、街の中心部にある橋で、カウントダウンをしたのですが──プラハの皆々様の、新年バカ騒さわぎっぷりってばすさまじい。雪対策の厚あつ底ぞこブーツが、まさか花火の燃えがらや酒さか瓶びんの破は片へん対たい策さくに役立つとは思いませんでした。刺ささり放題でした。

　それではこのあたりで、お世話になった皆様にお礼を申し上げたく。

　担当Ｉ様。今回は、いつにも増して、それはもうお世話になりました。今までドＳとか言ってすみませんでした！　ギリギリ進行でご迷めい惑わくをかけ倒たおしたにもかかわらず、優しく的てき確かくなご指導を下さり、最後は女神のような柔やわらかなお声で「夕鷺さんは、私のブラックリスト作家になりました☆」とのたまうそのお心に、頰ほおを熱いものが伝いました。

　イラストの山やま下したナナオさま！　今回も、美び麗れいなイラストの数々、とくに院長先生のラフがかっこよすぎて、「もう本当なにこのオネエ!?」と悶もだえました。そして、カバーをぴらりとめくりましたら、可愛らしいひとコマがお目見えします。

　温かな感想をくださった皆さま、ありがとうございます！　心の栄えい養よう剤ざいです。

　最後に、ここまでお読み下さった皆様に、心より御礼を申し上げます。

　それではまた、どこかでお目にかかれることを願って。


夕鷺かのう　拝

おれ、この原稿が終わったら、親知らず抜くんだ……。
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執筆中は夏真っ盛りですが、作中季節は雪の頃です。「雪の上に、何か黒いものがいる」という一文が出てくるのですが、自分で読み返しながら「Ｇか!?」とビビりました。

「何か黒いもの」と言えばＧ、と脳内予測変換される方、お友達になってください。ちなみに正体は、読んでのお楽しみということで。
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今年初めて五山送り火の日に大文字を見ました。ただ最初の５分くらい「まだ始まらないのかなー」とか言って全然違う山の方向見てました。恥ずかしい。
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